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埼玉県では、豊かな自然環境と調和のとれた、均衡

ある発展をめざした産業の振興を図っております。

テクノグリーン構想は、都心から50km以遠の埼玉県

北部地域を対象に、先端技術の導入を軸とした産業の

振興を進め、創造的で活力にあふれた地域社会づくり

をめざしております。

行田市の南部地域に計画された行田南部工業団地

は、テクノグリーン構想を積極的に推し進めるととも

に、地域の産業振興と雇用機会の拡大をはかる事業で

あります。

事業の進められている行田市域は、自然環境に恵ま

れた豊かな田園地域であるとともに、歴史と伝統に培

われた町でもあります。 115文字の銘文力咳ljまれた国

宝金錯銘鉄剣の出土で知られる埼玉古墳群をはじめと

して、多くの遺跡が残されています。また、事業地の
さきたま

東に広がる埼玉は、埼玉県名ゆかりの地でもあります。

工業団地造成事業地内には、八ッ島遺跡、築道下遺

跡の所在力浙廊忍されておりました。この埋蔵文化財の

取り扱いについては、関係機関が慎重に協議を重ねて

まいりましたが、やむを得ず記録保存の措置を講ずる

ことになりました。発掘調査は、埼玉県教育局生涯学

習部文化財保護課の調整により、当事業団が埼玉県企

業局の委託を受けて実施いたしました。

今回報告いたします八ッ島遺跡の発掘調査では、奈

良•平安時代の集落跡を中心とした多くの遺構・遺物

が発見されております。これらは当時の人々の生活を

考える上で、貴重な資料となるものです。また、同事

業地内に所在し、元荒川に沿った同じ自然堤防上に営

まれた築道下遺跡からは、古墳時代から平安時代にか

かる大規模な集落跡をはじめ、中世武士層の墳墓など

希少な資料が発見されています。

本書は八ッ島遺跡の調査成果をまとめたものであり

ます。本書が埋蔵文化財の保護、学術研究の基礎資料

として、また、埋蔵文化財の普及・啓発及び教育機関

の参考資料として広く活用いただければ幸いです。

刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整に御尽力を

いただきました埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課

をはじめ、発掘調査から報告書の刊行に至るまで御協

力いただきました埼玉県企業局、行田市教育委員会な

らびに地元関係者各位に深く感謝申し上げます。

平成10年9月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長荒井 桂



例

1.本書は、埼玉県行田市に所在する八ッ島遺跡の発

掘調査報告書である。

2.遺跨番号と代表地番および発掘調査届に対する指

示通知は、以下のとおりである。

八ッ島遺跡 (No.68-146)

行田市大字野字八ッ島345闘村也

平成7年4月28H付け教文第2-24号

3.発掘調査は、行田南部工業団地造成事業に伴う事

前調査であり、埼玉県教育局生涯学習部文化財保

護課力哺闘整し、埼玉県企業局の委託を受け、財団

法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団が実施した。

4。本事業は、第I章の糾織により実施した。本事業

のうち発掘調査については、昼間孝志、松澤浩一

力吋且当し、平成7年10月1日から平成8年3月31

日まで実施した。整理報告書作成事業は山本靖が

担当し、平成10年4月1日から平成10年9月30日

＿ 
一一一に=|'
まで実施した。

5.遺跡の基準煮測量は株式会杜アイシー、航空写真

は中央航業（株）に各々 委託した。

6.発掘調査における写真撮影は、仕間、松澤が行い、

遺物の写真撮影は山本が行った。

7. 出土品の整理および図版の作成は兵ゆり子の協力

を得て、山本が行った。

8.本書の執筆は、

文化財保護課が、ほかを山本が行った。

9.本書の編集は、

門脇伸一

中島洋一

I-1を埼玉県教育局生涯学習部

山本が行った。

10.本書にかかる資料は、平成11年度以降、埼玉県立

埋蔵文化財センターが1彩管する。

11.本書の作成にあたり、下記の方々から御教示、御

協力を賜った。記して謝意を表します（敬省略）。

栗原文蔵

山崎 武

斎藤國夫 塚田良道

行田市教育委員会



凡例

本書における挿図指示は次のとおりである。

1. X・Yによる座標表示は、国家標準直角座標第IX系

に基づく座標値を示し、方位は全て座標北を表す。

2.グリッドはlOmXlOm方眼を設定し、グリッドの

呼称は北西隅の杭番号である。

3.遺構の表記記号は次のとおりである。

SJ…1打苦跡 SB…掘立柱建物跡

SK…土坑 SD…溝跡 SE…井戸跡

SX…性格不明遺構

4.遺構挿図の縮尺は、次のとおりである。

遺構全測図…1/600, 1 /200 

掘立柱建物跡・住居跡•井戸跡・土壊・性格不明

遺構・ピット群…1/60

溝跡断面… 1/80

5.遺物挿図の縮尺は、次のとおりである。

土器…1/4 土製品・鉄器・石製品…1/2

6.土器実測図の網かけは次のとおりである。

10%…釉付着範囲・付着物範囲 20%•••赤彩範囲

40%•• 黒色処理範囲・火だすき痕

7.遺物観察表は次のとおりである。

・ロ径・器高・底径の計測値の単位はcmである。

（）内の数値は、口径・底径か推定値、器高は残

存高を示す。

．胎上は肉眼で観察できる物質について、以下のよ

うに示した。

w…白色粒 B…黒色粒 R…赤色粒

片…片岩粒針…白色針状物質

・焼成は3段階に分けた。

A…硬質 B…良好 C…不良

・色調は、『新版標準土色帖 1997年版』（農林水産

省農林水産技術会議事務局監修•財団法人日本色

彩研究所色標監修）に照らし、最も近い色相を記

したが、厳密ではなく概ねである。

。残存率は5％単位で表した。
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第4号住居跡カマド 第10号住居跡カマド B



第86号土壊 第15号井戸跡

第11• 12 • 21号住居跡 第16号井戸跡

図版5 第13号住居跡 第17号井戸跡

第17号住居跡 第18号井戸跡

第18号住居跡 第19号井戸跡

第22号住居跡 図版10 第20号井戸跡

第16同住居跡 第21号井戸跡

第16号住居跡遺物出土状況 第22号井戸跡

第16号住居跡カマド遺物出土状況 第23号井戸跡

第16号住居跡遺物出土状況 第6号溝跡

図版6 第19局住居跡 遺跡近景

第19号住居跡カマド 図版11 第1号住居跡出土遺物

第19号住居跡馬歯出土状況 第4号住居跡出土遺物

第23• 24号住居跡 第5• 6号住居跡出土遺物

第26号住居跡 図版12 第5• 6号住居跡出土遺物

第26号住居跡遺物出土状況 第7号住居跡出土遺物

第26号住居跡カマド遺物出土状況 第11• 12 • 21号住居跡出土遺物

第26号住居跡刀子出土状況 図版13 第11・12• 21号住居跡出土遺物

図版7 第27• 28 • 29号住居跡 第13号住居跡出土遺物

第28号住居跡遺物出土状況 図版14 第16号住居跡出土遺物

第30号住居跡 第17号住居跡出土遺物

第30号住居跡カマド 第20号住居跡出土遺物

第31号住居跡 第22号住居跡出土遺物

第31号住居跡カマド 第27号住居跡出土遺物

第33号住居跡 図版15 第28号住居跡出土遺物

第33号住居跡 第32号住居跡出土遺物

図版8 第32号住居跡 第 7号土壊出土遺物

第32号住居跡カマドA 図版16 第38号土壊出土遺物

第32号住居跡カマドB 第5号溝跡出土遺物

第32号住居跡遺物出土状況 グリッド出土遺物

第25号住居跡 砥石

第1号荼昆跡 図版17 第11・12• 21号住居跡出土遺物

図版9 第12号井戸跡 第10号住居跡出土遺物

第13号井戸跡 第32号住居跡出土遺物

第14号井戸跡 グリッド出土遺物



1 発掘調査の概要

1.調査に至るまでの経過

埼玉県では、「環境優先•生活重視」、「埼玉の新しい

くにづくり」を基本理念として、豊かな彩の国づくり

を推進するため、種々の施策を講じている。工業の振

興では、都心からおおむね50km以遠の県北地域を対象

圏域として、豊かな自然環境との調和を図りながら、

付加価値の島い工業団地の整備を進め、地域産業の技

術の高度化や先端技術産業などの導入を進めるテクノ

グリーン構想を推進している。

その一環として県企業局では、工場誘致と適切な工

場配置を行うために、行田市大字野地内に行田工業団

地の造成を計画した。県教育局生涯学習部文化財保護

課では、このような開発事業に対応するため、開発関

係部局と事前協議を行い、文化財の保護について遺漏

のないように調整を進めてきたところである。

行田工業団地の造成計画にあたり、平成6年2月1

日付け企局土二第280号で、県企業局土地造成課長か

ら教育局生涯学習部文化財保護課長あて、行田工業団

地造成予定地における「埋蔵文化財の有無及び取扱い

について」の照会があった。

工業団地予定地内には、古墳から平安時代にあたる

集落跡である築道下遺跡及び八ッ島遺跡の二遺跡がす

でに周知の埋蔵文化財包蔵地として登録されていた

が、それぞれの範囲については不明であった。遺跡の

範囲を明らかにすることは、開発事業との円滑な調整

を図る意味でも重要なことでもあった。照会を受けて

文化財保護課では平成7年3月6日～ 9日の 4日間に
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わたって、造成予定地内の遺跡範囲確認調査を実施し

た。範圃確認調査の結果、築道下遺跡の立地する元荒

川の左岸の自然堤防上には、ほぱ例外なく古墳時代か

ら平安時代にわたる集落跡が存在することが判明し、

周知の包蔵地の範囲が西から南東側に大きく広がるこ

とが明らかになった。

この結果を踏まえて平成7年3月15日付け教文第

125-1号をもって、文化財保護課長から埼玉県企業局

土地開発第二課長あて次のように通知した。

1 埋蔵文化財の所在

工業団地用地内には築道下遺跡 (68-144)、八ッ島

遺跡 (68-146)が所在する。

2 取扱い

上記の埋蔵文化財包蔵地は現状保存することが望ま

しいが、事業計画上やむを得ず変更する地区について

は、事前に記録保存のための発掘調査を実施すること。

なお、発掘調査の実施については当課と協議するこ

と。

その後の協議により、緑地や公園として現状保存の

図られる場所を除き、記録保存のための発掘調査もや

むを得ないとの結論に至った。平成7年10月1日から

（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団による調査が開始

され、平成8年3月31日に終了した。

発掘調査に係わる通知は平成 7年 4月28日付け教

文第2-24号をもってなされている。

（文化財保護課）



2.発掘調査・報告書作成の経過
発掘調査

行田南部工業団地造成にかかる埋蔵文化財包蔵地

は、八ッ島遺跡、築道下遺跡の2遺跡である。発揖調

査は、平成7年4月から開始され、平成10年3月をもっ

て終了した。調査面積は、八ッ島遺跡が約51,000mべ

染道下遺跡が約64,300m2、総面積は約115,300面であ

る。

八ッ島遺跡の発掘調査は、平成7• 8年度にわたっ

て実施された。

平成7年度は、 5月末から 6月初めに遺跡東側の約

11,000面の第 1次調査を実施した。その結果、奈良・

平安時代の遺構群か確認され、 10月1日から平成8年

整理・報告書作成

平成10年4月1日から平成10年9月30日にわたっ

て実施した。

4月から遺物のオ妾合・復元と遺構図面の整理を行い、

順次遺物の実測も実施していった。

6月より遺構・遺物のトレースに入った。

3月31日に本調査を実施した。

10月初旬より重機による表土除去を実施し、合わせ

て遺構の確認作業を行った。その後、遺構の調査を順

次進めていった。 3月に図面作成、写真撮影及び空中

写真撮影を完了して、発掘作業を終了した。

平成8年度は、平成7年度に調査が実施できなかっ

た40,OOOmを対象に、第一次調査を実施した。自然堤

防に直交する状態に20~30m間隔で1吋固所のトレン

チを設定し、遺構・遺物の所在確認を行った（第13図）。

その結果、遺構確認面の黄褐色土の堆積が認められず、

遺構・遺物とも検出されなかった。

8月より原稿執筆を開始し、 9月から遺物写真撮影、

版組・割り付け・編集作業を開始した。

10月に入札を行い、校正作業を経て、平成10年12月

25日に報告書を刊行した。
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3.発掘調査・整理・報告書刊行の組織

主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1)発掘調裔（平成7• 8年度）

平成7年度

珂！ 事 長 荒井 桂 常務理事兼管理部長 稲葉文夫

副 理 事 長 富田真也 理事兼調査部長 小川良祐

寸宙 マオヵ父 珂！ 事 吉川國男 管理部

常務理事兼管理部長 新井秀直 庶 務 課 長 依田 透

理事兼調査部長 小川良祐 主 査 西沢信行

管理部 主 任 長滝美智子

庶 fマヵ父 課 長 及川孝之 主 事 菊池 久

主 木旦 市川有三 専門調査員兼経理課長 関野栄

主 任 長滝芙智子 主 任 江田和美

主 事 菊池 久 主 任 櫂田昭美

専門調査員兼経理課長 関野栄 主 任 腰塚雄―

主 任 江田和美 調査部

主 任 福田昭美 調査部副部長 高橋 夫

主 任 腰塚雄― 調査第四課長 酒井清治

調査部 主 フ旦 今井 r 本

調査部副部長 高橋 夫 主任調査員 中村倉司

調査第三課長 村田健― 主任調査員 飯持和夫

主任調査員 昼間孝志 主任調査員 赤熊浩

調 フ土旦 -昌9‘ヽ 松 澤浩 主任調査員 岩瀬 譲

平成8年度 主任調査員 山本 靖

理 事 長 荒井 桂 主任調査員 大屋道則

副 理 事 長 富田真也 調 木旦 —昌・'‘ 栗 岡 潤

専 Tマ欠ヵ 理 事 吉川國男 調 フ旦 -昌9 松澤浩

(2)整理・報告書刊行（平成10年度）

理 事 長 荒井 桂 主 任 江田和芙

副 理 事 長 飯塚誠一郎 主 任 福田昭美

常務理事兼管理部長 鈴木 進 主 任 菊池 久

管理部 資料部

庶 務 課 長 金子 隆 資 料 部 長 増田逸朗

主 査 田中裕― 主幹兼資料部副部長 小久保徹

主 任 長滝美智子 専門調査員廉資料整理第一課長 坂野和信

主 任 腰塚雄― 主任調査員 山本 竿均可

専門調査員兼経理課長 関野栄一
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II 選跡の立地と珊

八ッ島遺跡は、埼玉県行田市大字野字八ッ島に所在

する。一般国道17号熊谷バイパスとJR上越新幹線が

交差する南東地点、JR高崎線北鴻巣駅の東約2kmに

位置している。遺跡付近は行田市の最南東端にあり、

東は北埼玉郡川里村に、南は元荒川を境に鴻巣市と接

している。

八ッ島遺跡は元荒川と竹田市街から南流する忍川の

合流点付近に位置し、元荒川左岸に沿って延びる自然

堤防上に立地している。この自然堤防は、埼玉古i貸群

が所在する埋没ローム台地から忍川に沿って形成され

た自然堤防を経て続いている。さらに熊谷バイパス付

近で二手に分かれ、二つの自然堤防に挟まれた地帯は

比高差は約lmほどの窪地となっている。八ッ島遺跡

は窪地部と窪地部北側に沿った自然堤防上に広がって

いる。遺跡付近の標高は、 16m前後である。熊谷バイ

パスを挟んだ上流の自然堤防上には築道下退跡が所在

し、中世以降に元荒川による大きな浸食・氾濫をうけ

ている。この状況から、遺跡の営まれた時期の自然堤

防は窪地部北側であり、窪地部南側の現在の元荒川に

沿って延びる自然堤防はそれ以降に形成されたもので

ある。

八ッ島遺跡の所在する埼玉県行田市周辺の県北東部

地域には、利板川・荒川の大河川に挟まれた妻沼低地・

加須低地が広がっている。この地域では、利根川・荒

川や分流する中小河川もが激しく乱流し、浸食や氾濫

に伴う土砂の流人を繰り返し、また関東造盆地運動に

よる大宮台地の北部の沈降によって、付近の地形は複

数の河川によって形成された低地と自然堤防と埋没し

たローム台地が複雑に入り組んでいる。河川の浸食・

氾濫と地盤の沈降現象という相乗効果により旧地形は

埋没し、さらに、寛永6年(1629)の元荒川の瀬替えを

はじめとする近世以降の人工的な河川の瀬替えや用水

路の開削等によって、近世以前の旧地形の復元はきわ

めて困難である。

八ッ島退跡周辺の元荒川左岸に分布する遺跡は、河

川の形成した自然堤防上と埋没台地上に立地してい

る。多くが点的な調査で、旧地形が埋没した地形環境

も加わり、遺跡の全容を知り得るものが少ない。時期

も古墳時代以降のものが多い。大宮台地縁辺に旧石

器。縄文時代からの遺跡が所在する元荒川右岸とは対

照的な様相を示している。

縄文時代の遺跡は少なく、長野中学杉交校庭（馬場裏）、

第 1図埼玉県の地形

l
¥
―
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山地 凹地 丘陵 台地 低地
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第2図周辺の遺跡
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下埼玉通、川里村赤城などがある。続く弥生時代の遺

跡も著名な池上、小敷田をはじめ、吹上町袋・台、船

原・内郷通などが知られているにすぎない。

古墳時代になると遺跡数は増加する傾向にある。

前・中期の遺跡として、鴻池、武良内、高畑、［車場、

小針、袋・台、長野神明などがある。袋・台遺跡から

は、前期の方形周溝墓と後続する古墳との時期を埋め

る資料として注目される円墳が発見されている。

後期には陣場、船原・内郷通、小針北、小針、高畑、

袋・台など、集落跡が飛躍的に増加する。これと併行

して、国宝・金錯銘鉄剣を出土した稲荷山古墳を契機

とする埼玉古墳群をはじめ、多くの古墳群が造営され

ている。この社会状況を反映し、古墳構築を支える基

盤となる集落跡か増加していったものといえる。

八ッ島遺跡と同一の自然堤防上に立地する築道下遺

跡は、後期初頭から突如として営まれはじめた大集落

である。幅の狭い空間に次々と住居が建て替えられた

ため重複が激しく、また重複する住居間の時間差もき

わめて小さく、住居跡の存続期間はきわめて短いとい

う特徴をもっている。そこで、単に農耕を中心とした

生産活動のみを営んだ集落とは考えがたい。同時期に

北方約4kmの地点に埼玉古墳群が造営され続けてお

り、元荒川・忍川の水運という地理的背景もあわせる

と、埼玉古墳群の築造に関与した（関与させられた）

ことも想像できる。さらに 9椎紀代までに住居跡810

軒、掘立柱建物跡250棟を超す巨大な集落跡が営まれ

続け、溝によって区画された中憔墓跡も発見されてい

る。立地、距離、時期など、八ッ島遺跡との関連力刈架

しヽ。

古墳は、武蔵国造の奥津城とされる埼玉古墳群を中

心に、前方後円墳の若王子古墳を中心とした若王子古

墳群や佐間古墳群をはじめ、多くの古墳群が展開して

いる。ほかに元荒川の右岸に前方後円墳の三島神杜古

墳、八ッ島遺跡と同じ元荒川左岸の自然堤防上に安養

寺古墳群などが所在している。周辺の古墳群は前方後

円墳を中心とするものが多く、これらの前方後円墳は

前方部を西に向ける傾向がある。この傾向は埼玉古墳

群の前方後円墳を除いた利恨川南岸一帯に所在する前

方後円墳にもみられる。さらに、元荒川を下った台地

縁辺部には埼玉古墳群に埴輪を供給していた植輪生産

遣跡の生出塚遺跡やこれに隣接する古墳群の新屋敷遺

跡があり、歴史的環境の復元には視野を広範囲に広げ

る必要がある。

八ッ島遺跡周辺は、奈良•平安時代には埼玉郡埼玉

郷に属していたと考えられている。この時期のとして

野合遺跡、原遺跡、百塚通遺跡、内郷遺跡、小針遺跡、

下埼玉通遺跡、愛宕通遺跡、鴻池遺跡、築道下遺跡な

どがある。寺院跡の旧盛徳寺址は、原位置を保ってい

ないものの、境内に奈良時代特有の円形の柱月荻立出を

もつ礎石を残す。縁起では大同年間(806~809)の創建

とされ、保元2年(1157)と天文年間(1532~1554)に

再建されたと伝えられる。発掘調査によって出土した

瓦には大同年間まで遡るものはなく、 8世紀第4四半

期、 9祉紀第3四半期、鎌倉時代中期の 3時期の瓦と

16世紀前半の土器が出土している。

旧盛徳寺域の西方隣接地点から、「矢作□印」と読め
る大和古印が発見され、埼玉郡面との関連から注目さ

れている。また旧盛徳寺址の東方の低地には万葉集に

も詠まれた小埼沼が、北方の旧忍川北岸には小針沼（埼

玉沼）があった。この地は「新編武蔵国風土記稿」で

古代の埼玉津があったとされているが、埼玉郡衛・埼

玉津の所在地には諸説有り、明らかにはなっていない。

中世に至っては、久下・忍・河原・長野・行田・麻

績・渡柳・行田・野・津之戸・笠原・真名板・多賀谷

などの武士が蝠眠した地域である。これらの氏名は現

在も地名として残り、館跡と推定される遺跡も多い。

築道下遺跡で発見された中世墓跡もこの時期の武士と

の関連力吋佳定される。戦国時代には忍抽訪ゞ築かれ、石

田三成が忍城水攻めのために築いた石田堤も、部分的

に現存している。

- 6 -



m 遺跡の概要
八ッ島遺跡は、埼玉県行田市大字野字八ッ島に所在

する。一般国道17号熊谷バイパスとJR上越新幹線が

交差する南東地点、行田市の最南端に位置している。

東経139'29'35”、北緯36゚05'37”付近である。

八ッ島遣跡は、北東辺約270m、南西辺約162m、南

北約185mの範囲に台形状に広がり、面積は51,OOOm2 

である。北東辺に沿って上越新幹線が、北西辺に沿っ

て熊谷バイパスが走っている。北東辺付近には千間堀

水路が貫き、遺跡を分割している。

八ッ島遺跡は元荒川左岸に沿って延びる自然堤防上

に立地し、熊谷バイパスを挟んだ上流の自然堤防上に

は築道下遺跡が位置する。この自然堤防は熊谷バイパ

ス付近で二手に分かれる。両者の自然堤防に挟まれた

地帯は窪地となっており、比高差は約lm程度である。

八ッ島遺跡の範囲は、窪地部北側の自然堤防上と自然

堤防に挟まれた窪地部に広がる。

発見された奈良・平安時代と中憔の遺構と遺物は、

自然堤防上に分布する。面積は11,000面である。残る

窪地部の40,OOOm刈こついては、平成8年度に第一次調

査を実施した。自然堤防に直交する状態に、長さ

20~60mのトレンチを20~30m間隔で15ヶ所設定し、

遺構・遺物の所在確認を行った。調査の結果、遺構確

認面である黄褐色土の堆積力肴忍められず、遺構・遺物

とも発見されなかった。

発掘調査によって発見された遺構は、奈良•平安時

代の掘立柱建物跡1棟・竪穴住居跡34軒、奈良時代～中

世の土壊187基•井戸跡23井・溝跡56条·性格不明遺構

1基・荼昆跡 1基・ピット多数である。

掘立柱建物跡は 3間X2間の側柱建物跡が1棟のみ

で、住居跡が希薄な東半部に位置している。

住居跡は調査区西半部に集中し、西側ほど重複する

傾向が窺われる。突出した大規模な住居はない。平面

形態とカマドの位置から、二つに大別される。一方は

方形の平面形態にカマドが北西に設置されているもの

で、他方は長方形の平面形態にカマドが北東に設置さ

れている住居跡である。両者の配置に規則性はみられ

ない。出土遺物は少ないが、須恵器杯では南比企産の

ものが多くみられる。

土壇は調査区全体に存在し、なかでも灰釉高台付椀

と羽釜が共伴する第38号土壊は注目される。井戸跡は

ピットの集中する地点の周辺に多く存在する傾向かあ

る。第6号井戸跡からは、｝し［的に加工された熔結凝

灰岩が出土している。この熔結凝灰岩は周辺の古墳の

石室から運び込んだものと想定されるが、用途は不明

である。

溝跡は、遺跡の立地する自然堤防に平行して走るも

のと、これに直交するものに大別され、また幅が広く

深いものと、輻が狭く浅いものに分けられる。第21号

溝跡からは馬歯が出土している。

ピットは4ヶ所に集中している。ほとんどが遺物を

伴わないもので、時期を特定することはできない。覆

土の埋没状況から柱穴と認定できるものも含まれ、ま

た付近に井戸跡が分布する傾向も考慮にいれると、建

造物跡の可能性も残されている。しかしピット配置の

規則性を捉えることはできなかった。

遺物は住居跡、土壊、井戸跡、溝跡などの遺構から

土師器、須恵器を中心に、土製品、石製品、金属製品

などが出土している。はかに遺構は伴わないが、縄文

時代晩期土器片が出土しているが、数鼠はきわめて少

ない。
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第 3図調査区全体図
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第 4図調査区全測図（ I)
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第 5図調査区全測図 (2)
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第6図調査区全測図（3)
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第7図調査区全測図 (4)
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第8図調査区
全測図（5)
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第9図 調査区全測図（ 6)
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第10図調査区全測図（7)
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第11図調査区全測図 (8)
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第12図調査区全測図（ 9)
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N 遺構と遺物

1.掘立柱建物跡
第1号掘立柱建物跡（第14図）

M-18 • 19、N-18• 19グリッドに位置し、第20• 

48号溝跡と重複する。 3間X2間の側柱掘立柱建物跡

で、隅柱は「L」字形をしている。

桁行から梁行が直角に振ることができない歪んだ柱

配列で、心心間の規模が桁行8.40m、梁行4.40m、占

有規模は桁行9.00m、梁行4.40mを測る。桁行の方位

はN-9.5'-Eで、桁行を南北に向ける。

第14図 第 1号掘立柱建物跡
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柱間距離は桁行か2.60 • 2. 70 • 2. 80 • 2. 90 • 3. OOm、

梁行が2.10・2.30mと不統一で、特に桁行では相対す

る柱間距離と柱位置が一致しない。梁行は、 P1-P 

5が2.10mに対してP4-P6も2.10m、P5-P9

が2.30mに対してP6-P12も2.30mを測る。梁行同

辺の柱間距離は異なるものの、相対する柱間距離は一

致する。一方、桁行はPl-P2が2.70mに対してP

9-PlOが2.80m、P2-P3が2.80mに対してP

10-Pllが2.60m、P3-P4が2.90mに対してP

ll-P12が3.00mを測り、相対する柱間距離には0.10

mを悲本に最大0.20mの諒忍功ゞ ある。

柱筋は、桁行の内側2本が僅かに外方へ張り出して

いるものの、桁行・梁行ともほぼ一直線に通る。

柱痕の覆土は1層で、黒褐色土に多量の黄褐色土粒

を含む。柱掘形への充填は数回に分けて充填する程度

で、版築状に丁寧に衝き固めていった様子を窺うこと

はできない。

遺物は図示し得なかったが、土師器甕片、須恵器甕・

杯片が出土している。
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第 1号掘立柱建物跡

1 黒褐色土 柱痕、黄褐色土粒多贔

2 黒褐色土 柱掘形充填上、黄褐色上粒． 7 •， 0 ック(10~30mm) 、

焼上粒少畠、砂粒多量

3 暗灰黄色土 掘形充填土、黄褐色土粒 •7渭ック(20mm)、砂粒多犀

4 オリーア褐色土 掘形允填土、黄褐色土粒． 7̀『ヅク(20mm)多量

5 黒褐色土 掘形充填土、黄褐色土粒． 7`nック(20mm)多量
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2. 住居跡
第1号住居跡（第16図）

C-7 • D-7グリッドに位置する。重複関係は、

第1• 9号井戸跡、第1号溝跡より古く第25• 34 • 35 

号土壊、第14号溝跡よりも新しい。

平面方形の北西カマドの住居跡で、主軸長4.70m、

東西幅5.05m、深さ0.15m、主軸方位N-37°-Wを測

る。埋没状況は、自然雄積である。

カマドは北壁中央やや東より付近に設置されてい

る。住居跡の床を貼った後に構築され、柚部は灰色粘

土と黄褐色土粒を含む黒褐色土で造られている。 カマ

ドの覆土には焼土粒・ブロックが多く合まれ、特に火

床面付近には多最に認められる。覆土中に天井部の崩

落土はみられない。

ピットは 6本検出されたが、柱穴と考えられるもの

はない。南壁付近が第 1号溝跡に切られているため明

確はないが、壁溝は全周するものと思われる。貯蔵穴

は設置されていない。

遺物は少なく、図示したほかに土師器甕片、須恵器

杯片が出土している。

第2号住居跡（第17図）

E-7グリッドに位置する。第6号溝によって西半

部を切られ、重複関係は第42号土壊よりも新しい。

平面形態は方形で、南北長3.37m、深さ0.09mを測

り、東壁の方向はN-42"-Eを指す。カマドは検出さ

れていないが、第6号溝跡に攪乱された西半部に存在

していたのであろう。埋没状況は、ブロック状に堆積

した土層断面から、人為的に埋め戻されたものと捉え

られる。

ピットは2本確認され、 ピット 2が柱穴の可能性が

高い。貯蔵穴、壁溝はみられない。出土遺物はない。

第3号住居跡（第18図）

E-7 • F-7グリッドに位置し、第4号住居跡、

第7号土壇と重複する。新旧関係は第7号土壊よりも

古い。

平面形態が長方形の北東カマドの住居跡で、主軸長

第15図 第 1号住居跡出土遺物

~J-_7 ロニ／ 口三 10cm 

第 1号住居跡出土遺物観察表（第15図）
番号 器種 口径 器高 底径

1 杯］3.4 I 5.0 
2 杯 12.6 I 3.4 
3 杯 11.s I 3.4 

胎

B 
BW 
BW  

土 成尭一

C
B
B

↓
k
 
色 調

にぶい橙色

にぶい橙色

にぶい橙色

残存率

70 
85 

60 

備

No. 8 器面の風化が激しい

No. 7 

No. I • 3 • 6 

考

第1号住居跡

1 黒褐色土
2 暗灰黄色土

3 オ')-7‘黒色土

4
 
黄褐色土

5 黒褐色土

黄褐色土粒少景

黄褐色土粒． 7̀防ク(5mm)、

灰色7‘‘nック

青灰色粘土質7‘0沙

(5~10 mm)少量

黄褐色土粒、灰白色

粘土粒少昌

黄褐色士粒． 7‘0炒

(5~10 mm)少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒少塁

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒微量

黄褐色土粒多贔、黄褐色土

7‘‘nック(10mm)少献

第1号住居跡カマド

a 黒褐色土

b 黒褐色土

c オリ-T黒色土

d 黒褐色士

e オリー7‘黒色土

f黒褐色土

g黒褐色士

h 暗オリー7‘褐色土

i黒褐色土6 黄褐色土

7 黒褐色土

8 暗灰黄色t

9 黒褐色土
10 暗オリー7` 褐色土

暗オリー7‘褐色上

第 1号溝跡

11 黒褐色上

12 黒褐色土

13 黄褐色土

第2号溝跡

14 黒褐色土

黄褐色土粒・焼土T防ク(5~10mm)少量

焼土Tn沙(5~10mm)多量

焼土粒微量

焼士粒少量

黄褐色土粒・焼土Tnック

(5~10 mm)少量

焼土粒． 7，，0ック(5~15mm)多量

焼土粒微量

焼土粒少量

切ド袖、黄褐色上粒．灰色粘土粒．

7，，砂ク(5mm)少量

切ド袖、灰色粘土粒少量

黄褐色土7，，胴ク多量

黄褐色t粒少量

黄褐色土Tn沙多量

ピット 21

15 黒褐色土

第25号土塀

16 オリーア黒色土

第 34号土城

17黒褐色土

18 オリーア褐色土

第35号土喋

19 黒褐色土

20 暗オリーア褐色土

21 オリー7，，褐色七

第36号土城

22 黒褐色土

23 黒褐色土

24 黒褐色t

黄褐色土粒少贔

焼土粒・黄褐色土粒少量

黄褐色土粒多量、焼土粒微最

黄褐色土粒多量

黄褐色土粒多量、焼土粒微量

黄褐色土粒微量

黄褐色上粒多量

黄褐色土粒微最、焼土粒少呈

黄褐色上粒少蘇

黄褐色土粒多呈

黄褐色土粒少埴
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第16図第 1 号住居跡•第25 • 34 • 35 • 36号土壊
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第 17図 第 2号住居跡・第42号土壊

I゚

］ 
均
活

口 第2号住居跡

1 オリーア黒色土 焼土粒少塁

□P 2 オリーア黒色土 黄褐色土粒少贔

3 オリーア黒色土 黄褐色土粒少昼

4 灰オリ弓が色土 黄褐色土粒少量

6 オリー7‘褐色土 黄褐色土粒少量

5 オリーア黄色上 粘土質

M-口 • て—

Q | Q 

第 42号土壊

:1 7 賠灰黄色士 黄褐色土粒多品、焼土粒微塁

B' 

4 4 

第 18図 第 3号住居跡・第 7号土壊
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第3号住居跡

8 1 黒褐色土 黄褐色土粒・焼上粒少量

2 1 1 2 2 黄褐色土 黄褐色土粒多量

第3号住居跡カマド

a 黒褐色土 焼土7。ITヅク(5mm)多量

b 黒褐色土 焼土粒少量

c 暗灰黄色土 焼土粒・黄褐色土T砂ク(5~10mm)少量

d オリーア褐色士 黄褐色土粒少蜃
C C' D D 

e オリーア褐色土 黄褐色士粒・焼土粒微量

第7号土壊

3 黒褐色土 焼土粒少量

゜
2m 4 オリー7‘褐色土 黄褐色土粒少娯

- 24 -



2.95m、東西幅4.05m、深さ0.07m、主軸方位N-34°

-Eを測る。埋没状況は、覆土が薄く明確ではない。

カマドは北壁中央やや東より付近に設置されている

が、残存状態が悪い。覆土には焼土や炭化物があまり

含まれていない。燃焼部から煙道部にかかる浅い掘り

込みをもつ。壁溝はほぼ全周し、輻0.16m、深さ0.08

mである。貯蔵穴、柱穴は設置されていない。

遺物は図示したほかに、土師器甕・杯片、須恵器

甕。杯片が出七している。

第4号住居跡（第20図）

E-7 • 8、F-7• 8グリッドに位置し、第3号

住居跡カマド、第5• 6号住居跡、第85号土壊、ピッ

ト317と重複する。新旧関係は第5• 6号住居跡、第85

号土壊よりも新しい。

平面形態が長方形の北東カマドの住居跡で、主軸長

3.45m、東西輻4.57m、深さ0.16m、主軸方位N-3T

-Eを測る。埋没は自然に堆積していった状況を看取

できる。

カマドは北壁中央付近に設置され、覆土の堆積状態

から、住居廃絶時に人為的に破壊されたものと考えら

れる。壁溝は全周し、輻0.36m、深さ0.08mほどであ

る。柱穴は検出されていない。

遺物は図示したほかに、土師器甕．杯片、須恵器

甕・杯．lill片が出土している。

第5。6号住居跡（第20図）

F-7 • 8グリッドに位置する。覆土の堆積状態や

北壁・西壁の一致から、第5号住居跡を拡張したのが

第19図 第3号住居跡・第 7号土壊出土遺物

第3号住居跡 第7号土壊

三ーー 1 □ 
10 cm 

第6号住居跡で、この際に北西カマドから北東カマド

に造り替えたものと捉えられる。

第4• 7号住居跡、第85• 100号土壊、ピット540• 

541 • 614と董複し、新旧関係は第4• 7号住居跡より

も古い。

第5号住居跡の平面形態は方形状で、主軸長3.12

m、主軸方位N-53.5°-Wを測る。カマドは覆土の堆

積状態から、第5号住居跡から第6号住居跡へ拡張し

た際に、第5号住居跡のカマドを完全に埋め戻した状

況か読みとれる。燃焼部はしっかりとした掘り込みを

もつ。壁溝は東壁の一部が残存しており、幅0.26m、

第6号住居跡床面からの深さは0.06mほどである。柱

穴、貯蔵穴は検出されていない。遺物は土師器甕• :f:不

片、須恵器甕・杯片が出土している。

第6号住居跡の平面形態も方形状で、拡張した際に、

第5号住居跡の北壁・西壁をそのまま利用し、東壁部

分を拡張している。東西輻3.62m、深さ0.14m、主軸

方位N-38°-Eを測る。覆土は1層で埋没状況を判断

しがたいが、重複する第4• 7号住居跡よりも古いこ

とから、人為的に埋め戻されている可能性がある。カ

マドは燃焼部が浅く掘り込まれ、覆土上層に多量の焼

土が含まれている。柱穴・壁溝・貯蔵穴は検出されて

いない。遺物は土師器甕・杯片、須恵器甕。蓋．杯片

が出土している。

第7号住居跡（第20図）

F-7グリッドに位置し、重複する第5• 6号住居

跡よりも新しい。

北西カマドの住居跡で、カマドが北壁中央やや東よ

りに設置されている。カマドは片袖形態で、カマド東

側の壁が張り出している。主軸長はカマド東側が3.80

m、カマド西側が3.40m、東西輻3.72m、深さ0.28m、

主軸方位N-57°-Wを測る。埋没状況は、最初に壁部

の地山の崩落後、自然冴t積していったものと捉えられ

る。

第3号住居跡・第 7号土壊出土遺物観察表（第19図）

番号 器種 ロ径

1

2

 

蓋
杯 12.6 竺言） 1 ）：f: I丑［心］へ11 ]]成 1以言：褐： 下80 I SK 7南比企産

考

25 -



第20図 第 4 • 5 • 6 • 7号住居跡・第85• I 00号土堀
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第4号住居跡

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 暗オリー7‘褐色上

第4号住居跡カマド

a 黒褐色土

b 黒褐色土

c 暗褐色土

d 暗オリー7‘褐色土

e 黒褐色土

f黒褐色上

g暗褐色土

h オリワ｀褐色土

i オリー7` 褐色土

第5号住居跡

4 黒褐色土

第5号住居跡カマド

j黒褐色土

K オリーア褐色上

1 黒褐色土

m オリー7‘褐色上

n 黒褐色土
0 黒褐色土

p オリーア褐色土

黄褐色土粒少量、灰白色粘土粒微塁

焼土粒• 7渭ック(5~10mm)・黄褐色土

7渭ック(5~10mm)少量

黄褐色土粒多呈

焼土粒少量

焼土粒・黄褐色土粒少贔

焼土粒少量

焼土粒少量、黄褐色土粒多量

焼土層、焼土粒． 7`防ク(10~20mm)多星

焼土7渭沙（10mm)少屈

焼七粒• 7‘‘恥ク(10~15mm)・黄褐色土

7‘砂ク(10~20mm)多岳

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒少星

黄褐色土粒・黄褐色上7渭沙(5~10mm)・炭化物粒多量

焼土粒． 7、リック(5~10mm)少昌

焼土粒少量、黄褐色土7‘恥ク(5~15mm)多量

焼上粒． 7‘0ック(5~10mm)多醤

黄褐色土粒多量、焼土粒微鼠

焼土粒少量

焼土粒少量

黄褐色土粒・焼土粒少量

第6号住居跡

5 暗オリーT褐色土

第6号住居跡カマド

q黒褐色上

r 黒褐色土

s 黒褐色土

t 暗オリ-T褐色土

第7号住居跡

6 黒褐色土

7 黒褐色上

8 暗オリーア褐色土

9 黒褐色七

10 黒褐色土

第7号住居跡カマド

u 黒褐色上

v 黒褐色上

w 暗オリデ褐色土

X にふい黄褐色土

第85号士塀

11 黒褐色土

12 黒褐色土

13 オリーア褐色十一

第 100号上城

14 暗オリーア褐色土

黄褐色土粒・焼土7渭ック(5~20mm)少量

焼土粒• Toック(5~10mm)多量

黄褐色上粒多局、焼上粒少鼠

黄褐色土粒少醤

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒・焼土7ゞllック(5~10mm)少量

黄褐色土粒多量

黄褐色土粒少贔

焼上粒． 7‘llック少醤

焼土粒・黄褐色士粒少量

黄褐色土粒・焼土粒少量

焼土粒・黄褐色土粒少娯、焼土7‘0ック(5~20mm)多最

焼t粒微量、黄褐色七粒少昂

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒• TEック(5~10mm)多羅、

焼上粒• TEック(5~10mm)少盤

鼓褐色土Tn沙(5~10mm)少置

笛褐色土7̀llック(5~10mm)多量

黄褐色土粒多鼠

- 27 



第21図 第 4。5 • 6 • 7号住居跡出土遺物
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カマドの燃焼部は、楕円形の掘り込みをもち、覆上

には多量の焼土が含まれている。壁溝は全周し、輻

0.24m、深さ0.18mほどである。貯蔵穴、柱穴は検出

されていない。

遺物は図示したほかに、土師器甕．i不片、須恵器

甕・杯片が出土している。

重複する第4• 5 • 6 • 7号住居跡から一括して出

土した遺物に、図示した須恵器杯・蓋・甕、砥石があ

る。

第8• 9号住居跡（第22図）

第8• 9号住居跡は、第8号住居跡を第9号住居跡

に建て直し、もしくは床を貼り替えたものと捉えられ

る。しかし、土層の堆積状況からの解釈される重複す

る第10号住居跡との新旧関係は、新しい順に第9号住

居跡←第10号住居跡←第8号住居跡となり、平面的な

解釈との矛盾が生じる。

第8• 9号住居跡は、 F-8グリッドに位置する。

平面形態が長方形の北東カマドの住居跡で、主軸長

3.57m、東西輻6.02m、深さ0.12m、主軸方位N-lT

-Eを測る。覆土の堆積状況からは、第8号住居跡の

覆土上に第9号住居跡の床を貼り、第9号住居跡廃絶

後、自然堆積していったものと捉えられる。

カマドは北壁中央付近に設置され、燃焼部の半部が

第4 • 5 • 6 • 7号住居跡出土遺物観察表（第21図）

番号 器種 ロ径 在"if"•tl 口fJ 底径 胎士 焼成

1 芸"T  3.3 13.7 RW針 A 
2 杯 12.7 3.5 6.4 W針 A 

3 杯 (12.1) 3.4 (7.3) BRW針 A 
4 杯 (11. 7) 3.5 (6.4) W針 A 
5 杯 (12.8) 3.6 (7 2) BW片 A 

6 杯 (12. 8) 3.8 (7. 7) BRW針 B 

7 乖忘 (21.8) (6 5) w A 
8 甕 (6 9) 4.7 BW B ， 台付甕 (4.3) 10.1 BW  B 
10 台付甕 (15.8) 10 2 RW  B 
11 砥 石
12 杯 10.8 3.1 6 8 w A 
13 杯 (12.6) 3.7 6.6 BW針 A 
14 杯 15.4 4.1 6.6 B B 
15 砥 石
16 均； (11.8) 3.6 (7 9) W針 A 
17 杯 (12.2) 3.6 7 6 BRW針 A 
18 昇； (1 8) (6 8) w片 A 
19 均； (1 9) (7 0) BRW B 
20 坪 12.7 3.8 6 4 BW針 B 
21 均： (1.2) (5 8) RW針 A 

色

灰色

灰色

壁外に張り出し、袖部は明らかにされていない。壁溝

は全周し、幅0.29m、深さ0.10mほどである。柱穴、

貯蔵穴は検出されていない。

遺物は図示したはかに、土師器甕・杯片、須恵器

甕．蓋・杯片、黒色七器椀片が出土している。

第10号住居跡（第22• 23図）

F-8. G-8グリッドに位置し、第8• 9号住居

跡、第124• 125号土塙と重複する。

平面形態は長方形で、カマドは当初北壁中央付近に

設置されていたか（カマドB)、最終的には東壁の南東

コーナー付近に造り替えられている（カマドA)。カマ

ドAを軸とした規模は、主軸長4.70m、南北輻3.90m、

深さ0.29m、主軸方位N 57°-Wを測る。

東壁に造り替えられたカマドA （南東カマド）は、

比較的残存状態がよく、遺物も多く出土している。覆

土には焼土と炭化物が多鼠に含まれている。覆土上層

の黄褐色土は天井部が崩落した層と思われ、住居廃絶

後、自然堆積によって埋没していった状況を示してい

る。一方、北壁に設置された住居跡構築当初のカマド

B （北東カマド）は、燃焼部の残痕のみが確認された。

東壁に造り替えた段階で人為的に破壊し、袖部・天井

部のカマド構築材も取り去ってしまったのであろう。

壁溝は全周し、輻0.45m、深さ0.08mほどである。

調 残存率 備 考

80 SJ4~7 No.11床直南比企産

70 S]4 ~5 No.39南比企産

灰臼色 50 SJ4~5 No.38南比企産

灰色 40 SJ 4~7 No. 8 SJ 4~5 No36火だすき南比企産

灰色 25 SJ 4 No.51床直末野産
にぶい黄橙色 20 SJ4~7 No.55床直油煙付着痕か？南比企産

灰臼色 5 SJ 4 ~7 No. 2 自然釉付着

橙色 10 SJ 4 No.44・ 146床直
橙色 80 SJ 4 No. 1 
明赤褐色 40 SJ4カマド内面調整単位イ＜明瞭

8.1 X 4. lcm 70 19 g 

灰色 60 SJ4~7 No.23床直東金子産か？

灰色 60 SJ4~7 No.100南比企哨

にぶい黄橙色 80 SJ4~5 No.15産地不明

6. 9 X 4 3cm 103. 61 g 

灰色 20 SJ4~7 No.29南比企産

灰白色 80 SJ 7 No.164南比企産
灰色 10 SJ4~7 No.24末野産

にぶい褐色 10 SJ4~7 No.31床直末野産？

灰白色 40 SJ4~5 南比企哨

灰色 10 SJ4~5 南比企産
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第22図 第 8 • 9 • I 0号住居跡・第124• 125号土壊
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第23図 第10号住居跡遺物出土状況
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第8号住居跡

1 黒褐色土 黄褐色土粒少景

2 暗オリーア褐色上 黄褐色土粒少星

第9号住居跡

3 黒 色 土 焼土粒少量

4 黒褐色土 黄褐色上粒・焼七粒少撻

第 10号住居跡

5 黒褐色土 黄褐色土粒、焼土粒• 7‘‘nック(5~10mm)

6 黒褐色土 黄褐色土粒微量

7 黒褐色士 黄褐色上粒・焼土粒少量

8 オリー7‘黒色上 黄褐色土粒少量

9 オリーア褐色土 黄褐色土粒多畠

10 黒褐色土 黄褐色土粒・焼土粒少量

11 黒褐色土 黄褐色土粒少量

12 オリー7‘‘褐色上 焼土粒少贔、黄褐色土粒• 7渭り(5~10mm)多量

13 黒褐色土 焼土粒• 7‘‘じヅク(5~10mm)多蜃

14黄褐色土 黄褐色土粒少量

15 黄褐色土 黄褐色上ア砂ク(5~15mm)多量

16 黒褐色上 t万卜1覆士、焼土粒少量

17 黒褐色土 ピ外1覆土、黄褐色土Tリック(5~15mm)少屋

Z
 

0 2m 

第9号住居跡カマド

a 黒褐色土 黄褐色土粒・焼土粒少量

b 暗褐色上 焼土粒• 7渭ック(5~10mm)多量、炭化物少屋

c 黒褐色土 黄褐色土粒少景

d 暗褐色土 焼土粒• 7..0ヅク(5~10mm)少量

e 黒褐色土 焼土粒微星

第 10号住居跡カマド

f 黄褐色土 黄褐色土粒 •7..n 、yク (5~15mm)多星、焼土粒少量

g黒褐色土 黄褐色土粒多量

h 暗オリー7‘褐色土 黄褐色土粒・焼土粒少星

i黒褐色土 焼土粒・黄褐色t粒少量

j 暗褐色上 黄褐色土粒少量、焼土粒 •7..0 ック (5~10mm)多鼠

k 暗オリー7.'褐色土 黄褐色土粒多昌、焼上粒、灰色粒少簸

l 極暗褐色土 焼土粒 •7渭ック(5~10mm)多量、拍褐色十＿粒、炭化物少械

m 暗オリー7‘褐色土 黄褐色土粒・焼土粒少星

n 暗赤褐色土 焼土粒• 7‘‘砂ク(5~10mm)多量、炭化物粒少塁

0 暗オリー7‘褐色上 焼上粒． 7`じヅク(5~15mm)多臣、黄褐色土粒、炭化物少量

p にぶい焚褐色土 焼土粒・黄褐色土粒少畠

q 黄褐色土 ガマト‘B、黄褐色土粒• 7..nック(5~15mm)多量、焼土粒少臣

第124号土城

18 暗オリー7‘褐色土 黄褐色土粒少醤

19 オリー7‘褐色土 黄褐色土粒多鼠

第 125号土壊

20 暗オリデ褐色土 黄褐色土粒少量

21 オリー7‘褐色上 黄褐色土粒多量
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杜穴、貯蔵穴は検出されていない。

遺物は図示したほかに、土師器甕・士不片、須恵器

盈・杯片、黒色土器椀片が出土している。

第11・12。21号住居跡（第25• 26図）

F-8. 9、G-8 • 9グリッドに位置する 3軒が

重複する住居跡である。各々の住居跡の規模や新旧関

係は明確ではない。第86• 98 • 99 • 122 • 123号土壊と

重複する。新旧関係は第86号土壊よりも新しく、第

122 • 123号土壊よりも古い。

第11号住居跡はカマドが北壁に設置されている北

東カマドの住居跡で、平面プランは明らかではない。

カマドは燃焼部～煙道部付近の残痕で、覆土には多鼠

の焼土粒と炭化物粒が含まれている。貯蔵穴がカマド

東側に確認されている。平面形態が隅丸方形で、径

0.64m、深さ0.07mほどである。

第12号住居跡は、西壁の一部～北壁～東壁の一部が

確認されている。カマドが北壁の北東コーナー付近に

設置されている北東カマドの住居跡である。カマドは

平面的な残存状態は良いものの、覆上には焼土・炭化

物はあまり含まれていない。

第21号住居跡は、西壁の一部～南壁～東壁の一部が

確認されている。調査所見では、カマドが第12号住居

第24図 第9 • I 0号住居跡出土遺物

第 9号住居跡
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第 9 • ID号住居跡出土遺物観察表（第24図）
番号 器種 ロ径 器高 底径 胎上 焼成 色 調 残存率 備 考
1 昇： (14 9) 4.0 (9.4) W針 A 灰白色 30 SJ 9 南比企産
2 蓋 (1.8) RW針 A 灰色 SJ10南比企産
3 芸.rnて (1.4) (17.4) RW針 A 灰色 5 SJ10南比企産
4 椀 (2.5) (9.1) RW針 B 灰褐色 5 SJ10南比企産
5 杯 (12. 9) 3.9 (6.3) BW  B 灰白色 30 SJ10産地不明
6 迄云柘 (24.6) (5. 1) w針 A 灰色 5 SJ10 No. 3 南比企産
7 小型甕 (9.8) (5 0) BRW B 明褐色 10 SJlO No.47・57カマド
8 姦琴 20.2 (22.8) RW  B 橙色 60 S]lO No.70・75・77-74-82・84・85・66・80・73カマト， 甕 (20.8) (9.1) BRW B にぶい橙色 10 SJlO No.55・63・81カマド
10 乖平 10.8 (17. 9) RW  B 明赤褐色 25 SJ10 Nol7'27 ・30・32・43・61'62・67・ 72・79カマド
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第25図 第11 • 12 • 21号住居跡・第86• 98 • 99 • I 22 • 123号土壊

"I 
＜
 w
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B_口／：［／）＼ 第 11 12 21号住居跡

1 黒褐色土 黄褐色土粒、焼土7̀0ック(10~

-g .• I i"『'Iミ＼` 2 黒褐色土
15 mm)、炭化物7‘砂ク

黄褐色土粒・焼土粒少量

3 暗灰黄色上 黄褐色土粒多呈、焼土粒少星

第 12号住居跡カマド

a 黒褐色土 黄褐色上粒多量、焼土粒微量

'--(-) 
b 暗オリー7‘褐色土 黄褐色土粒多量、焼土TEック

SJ21 (5~10 mm)、炭化物少皇

c オリーア褐色土 黄褐色士粒多贔

d t1J-7"褐色土 黄褐色土粒多塁、焼土粒少畠
e 黄褐色上 黄褐色土粒． 7や砂ク(5~10mm)多最

？ ＜ 
第 11号住居跡カマド

f黒褐色土 黄褐色土粒・焼土粒． 7‘0沙

(5~10 mm)少量

g黒褐色土 黄褐色土粒・焼土粒多量、

炭化物粒少量

h 暗オリーア褐色土 黄褐色土粒多量
B 8 i オリーア褐色士 黄褐色土粒． 7さ0ック(5~10mm) 

多量、灰色粒少量：

第86号土城

4 黒褐色土 焼土粒． 7`砂ク(5~10mm)少量、黄褐色土粒．

7渭沙(5~10mm)多星

5 黒褐色上 黄褐色土ア防ク(5~10mm)少量

6 オリーア褐色土 黄褐色土7̀nック(5~10mm)多畠

C C D D' 第98号土漿

7 暗オリー7‘褐色土 黄褐色土粒多量、炭化物粒、焼t粒少量

第99号土城

8 暗オリワ` 褐色土 黄褐色士粒多羅、炭化物粒・焼上粒少量

第 122号土壊

9 暗オリ-7‘褐色土 黄褐色土粒少量

H H' J ー」
SJ11貯萩穴 第 123号上壊

SK122 10 黒褐色士 黄褐色土粒少燥

11 オリづ｀褐色土 黄褐色上粒多屈

゜
2m 

跡のカマドに壊されているものとされているが、明確

ではない。

第11・12• 21号住居跡から出土した遺物は比較的多

く、図示したほかに土師器甕・杯片、須恵器甕・藍．

杯・椀片、鉄製鎌がある。

第13号住居跡（第28図）

G-9 •10グリッドに位置し、重複する第 5 号溝跡、

第45号土壊よりも新しい。

平面形態が長方形の北東カマドの住居跡で、主軸長

4.10m、東西輻3.10m、深さ0.15mで、主軸方位はN
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第26図 第11 • 12 • 21号住居跡遺物出土状況
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第11 • 12 • 21号住居跡出土遺物観察表（第27図）

番，；— 器種 日径 在叩廿．古戸J• 底径 胎上 焼成 色 調 残存率 備 考

1 杯 12 4 4 2 56 9 BRW針 B 灰[1色 90 No.48・ 131南比企産
2 杯 12.8 4.0 6.5 W針 A 灰色 75 No.6・91火だすき南比企産
3 杯 12.4 3.7 6 1 RW針 B 灰色 70 No.38 • 98 SK86 No. 2 • 14南比企産
4 昇： 12.3 3.5 6.5 RW針 A 灰色 95 No.114カマド南比企産
5 杯 11.8 3.4 6 1 BW針 A 灰白色 100 No.116カマド南比企産
6 杯 (12.8) 5.6 (6.5) W針 A 灰色 30 Nol02 SK86 Nol5南比企産
7 杯 (12.1) 3.5 6.5 BW針 A 黄灰色 60 No.18);ic前南比企産
8 杯 12 4 3.8 6 7 BW片 C にぶい黄色 100 No.30末野産， 高台付杯 04.8) 6.7 (8.5) BRW片 A 灰黄色 40 No.19末野産
10 均； (12 4) (3.4) RW  B 明赤褐色 10 No.72・ 167カマド
1 1 小型台付甕 9.8 (9.3) RW  B 橙色 60 No.171・172
12 珈式 (21 2) (8.5) RW  B 橙色 5 No. 9 ・21 
13 鉄 鎌 (3.0) X2.0cm 4 85 g 
14 砥 石 12. 5 X 4 2cm 194 20 g 

-38°-Eを測る。埋没状況は自然堆積で、南西側から

埋没していった状況が看取できる。

カマドは北壁中央付近に設置され、第5号溝跡の調

査との関連で、平面的には煙道部のみか確認されてい

る。平面長方形の北東カマドであるが、短辺にカマド

が設置され、他の住居跡と異なる。重複する第5号溝

跡内にカマドが設置される方形プラン北西カマドの住

居跡が拡張された可能性も残されている。柱穴、貯蔵

穴は検出されていない。壁溝は北壁を除く、北西コー

ナ一部から西壁～南壁～東壁から北東コーナ一部に
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第27図 第11• 12 • 21号住居跡出土遺物

口

＼ ＼ 

口「ロ
｝ r 0 ~-I □□I I¥□¥¥ ¥i/ 

10cm 

゜

] ])  
＼ 

3
 

ー

ヽ
ー
／ロ

12 

5cm 

10 cm 

巡っている。幅0.22m、深さ0.07mほどである。

遺物は図示したほかに、土師器甕．杯片、須恵器杯

片が出土している。

第14号住居跡（第29図）

H-9・10グリッドに位置し、重複する遺構はない。

平面形態が長方形の北東カマドの住居跡で、主軸長

3.15m、東西幅4.50m、深さ0.06m、主軸方位N-34°

Eを測る。

カマドは北壁中央付近に設置され、燃焼部が壁外に

ロローノ

□ 

□ 

＼ 

¥it7 

,¥ I 
1,' 
'" ,, I 
'I 
＇ 

口
14 

突出している。前面には円形の浅い窪みかある。いず

れの覆土にも焼土が多量に合まれている。ピットは住

居跡の各コーナ一部にそれぞれ検出されている。いず

れも柱穴と思われるが、深さは浅い。壁溝は、カマド

の両脇部分と北西コーナ一部を除いて巡っている。幅

0.24m、深さ0.06mはどである。また住居跡中央部に

は、長径1.27m、短径0.75m、深さ0.07mほどの浅い

惰円形の土壊か確認されている。貯蔵穴は検出されて

いない。出土遺物はない。

- 35 -



第28図 第13号住居跡・第45号土壊
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第29図第14号住居跡
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第13号住居跡
1 黒褐色土 黄褐色土粒少量

2 黒褐色土 黄褐色土粒多量

3 黒褐色土 黄褐色土粒多届

第13号住居跡カマド
a オリーア黒色土 黄褐色上粒少醤

b 黒褐色土 焼土粒・黄褐色
m u9 ヽ` 土粒少塁

；□□□ c 黒褐色上 黄褐色土粒・焼
土粒少量

d 黒褐色上 黄褐色土粒・焼

土粒少星

e オリー7`褐色土 黄褐色土粒少星

f オリー7‘褐色土 黄褐色土粒少贔

第45号土壊
4 オリーア黒色上 黄褐色上粒・焼

士粒若干

5 黒褐色土 焼土7濯yク(5mm) 

多量

6 黒褐色土 黄褐色土粒・焼

七粒(3mm) 

7 黒褐色土 黄褐色士粒多超

第 14号住居跡

1 黒褐色土 焼土粒・黄褐色

土粒少量

2 オリーア黒色土 黄褐色土粒

3 オリーT黒色土 黄褐色土粒多量

4 か）—T黒色土 贄褐色士粒多量

5 オリー7‘黒色土 黄褐色土粒多畠

6 オリーア黒色土 黄褐色土7‘砂ク
(10 mm)多娯

7 オリーア黒色土 黄褐色土粒少星

8 黒褐色土 黄褐色土粒少尾

9 黒褐色土 黄褐色土粒多量、

黄褐色土7湘炒

(10 mm)少塁
10 灰オリー7`色土 住居内士塙、黄褐色

D' 土粒・炭化物粒多量

第14号住居跡カマド
a オリー7‘黒色土 焼土7‘‘nック(10~15

mm)、炭化物粒(5mm) 

b オリーア黒色土 焼土7渭ック(15mm) 

，
 ò 

0. : 

c 黒褐色土

d オリー7`黒色土

e オリー7`黒色土

多量

焼上7渭炒(10~
15 mm)多量
黄褐色土7万炒(10~
20mm)焼土粒多螢

焼土7Wック(10mm) 

w
 

C' 

2m 
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第30図 第13号住居跡出土遺物

口ロ／一

□ C_--f-- - ¥ 
10cm 

第31図第15号住居跡

第15号住居跡（第31図）

H-10. 11、 I-10•11グリッドに位置し、厘複す

る遺構はない。

平面形態は長方形の北東カマドの住居跡で、主軸長

3.20m、東西幅3.85m、深さ0.10m、主軸方位N-26°

-Eを測る。

カマドは北壁中央付近に設置されている。燃焼部が

住居跡壁外に突出するタイプで、浅く掘り込まれてい

る。貯蔵穴、柱穴、壁溝は検出されていない。出土遺

物はない。

第32図 第17号住居跡・出土遺物
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第 15号住居跡

1 オリープ` 黒色土 黄褐色土粒(3~5mm)多騒、焼土粒若干

2 暗オリーT褐色土 鉄分少量、焼土粒若干

第15号住居跡カマド 第 17号住居跡

a 黒褐色土 焼上粒微呈、黄褐色土粒(3mm)・黄褐色上 1 黒褐色土

7濯沙（10mm)多量 2 黒褐色土

b 黒褐色土 黄褐色土粒多鼠、焼土粒少量 3 黒褐色土

黄褐色土粒多星、焼土7‘防ク(10mm)少蜃

黄褐色上粒． 7‘nック(10mm)多星、焼土粒若「

黄褐色土粒多誠
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第33図 第16号住居跡・出土遺物
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．．．．〉：二三□．8' 第16号住居跡カマド

a か）ーア黒色土 黄褐色土粒微景

b オリー7` 黒色土 黄褐色土粒多畠、

焼土粒若干

c オリーア黒色土 焼土7渭ック(10mm)•炭

化物7屯炒(10mm)多量

d オリーア黒色上 焼土粒多量

e 賠オリ-7‘‘ 色土 焼土粒少醤

第16号住居跡

1 黒褐色土 黄褐色土粒微蟄、

焼上粒若干

2 オリーア黒色土 黄褐色土粒少量

3 オリーア黒色土 黄褐色士粒多量、

焼土粒少量

4 オリーア黒色土 黄褐色土粒多畠

5 オリーア黒色土 黄褐色土粒多星、

焼土粒微緻、黄褐色

士7‘Uック(10mm)少星

6 オリー7‘黒色上 黄褐色上粒多塁、

焼土粒微呈

ー，＿・ー 1

ー ー

口

ロニー一ノ

一＿—-一ーロ□6 ゜

＼ ＇ 
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＇
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第17号住居跡（第32図）

H-8グリッドに位置し、南西半部が攪乱されている。

乎面形態は方形で、カマドは検出されていない。 1

辺3.15m、深さ0.30mを測る。北壁の方向はN-45°

Wを指す。埋没状況は、自然堆積である。

壁溝は西壁～北壁～東壁に巡り、本米は全周してい

たのであろう。幅0.26m、深さ0.08mはどである。壁

溝の設置状況から、カマドは攪乱されている東壁、西

壁もしくは南壁にあったものと推定される。柱穴、貯

蔵穴は検出されていない。

遺物は図示したほかに、土師器甕．i不片、須恵器

蓋．杯片が出土している。

第16号住居跡（第33図）

1-9グリッドに位置し、重複する遺構はない。

平面形態が長方形の北東カマドの住居跡で、主軸長

2. 70m、東西幅3.40m、深さ0.21m、主軸方位N-41°

-Eを測る。埋没状況は自然堆積で、まず壁付近の地

山の崩落後、順次堆積していった状況が看取できる。

カマドは北壁中央やや東より付近に設置されてい

る。燃焼部・煙道部は住居跡床面から平坦に続き、煙

道部突端は外傾しながら立ち上がる。覆土には炭化物

と多量の焼土が合まれている。壁溝は全周し、幅0.24

m、深さ0.07mほどである。柱穴、貯蔵穴は検出され

ていない。

遺物は図示したほかに、土師器甕・杯片、須恵器

甕．杯片、黒色土器椀片が出土している。

第18号住居跡（第34図）

E-9グリッドに位置し、重複する第14号溝跡より

も古い。第14号溝は、第18号住居跡を南北に貰いてい

るが、南壁を若干越えた地点で途切れている。

北西カマドの住居跡で、平面形態は西辺に比べ東辺

が短い台形である。規模は西辺長4.46m、東辺長3.70

m、東西輻4.42m、深さ0.24m、主軸方位N-37.5°

-Wを測る。埋没状況は、自然堆積である。

カマドは北峡中央付近に設置され、東半部を第14号

溝跡に攪乱されている。燃焼部が住居跡の壁外に張り

出し、前面には僅かな住居跡北壁の立ち上がりが認め

られる。袖部力淋『築されていないものと判断される。

覆土には、炭化物と多贄の焼土が含まれている。壁溝

はカマド前面を除いて全周し、幅0.42m、深さ0.06m

ほどである。柱穴、貯蔵穴は検出されていない。

遺物は図示したほかに、土師器甕．i不片、須恵器

甕．杯片、黒色土器椀片が出土している。

第19号住居跡（第35図）

k-10グリッドに位置し、重複する第108号土壊よ

りも新しく、第21• 25号溝跡よりも古い。

第19号住居跡は、北東カマドが設置されている北壁

に沿ってテラス部が付設された住居跡として発掘され

ている。しかしテラス部の壁方向と、深く掘り込まれ

た住居跡の壁方向が異なること、テラスのみにカマド

第13号住居跡出土遺物観察表（第30図）

番号 器種 日径 益＂＂ 晶`ェ．→ 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備

1 昇： (16.8) 4 1 RW  B 明赤褐色 50 カマド

2 珈寧 (20.2) (6 4) RW  B にぶい赤褐色 5 No. 6 

第17号住居跡出土遺物観察表（第32図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎上 焼成 色 調 残存率 備

1 均： 12.3 3 7 7 6 BRW針 A 黄灰色 75 No. l南比企産

第16号住居跡出土遺物観察表（第33図）

考

考

釆田界J 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 芸血 (1 5) w針 A 灰色 5 No. 3南比企産

2 杯 12.1 3 6 5 6 BW針 A 灰黄色 75 No.11・19・20南比企産

3 杯 12.4 3.9 5.8 BW針 A 灰色 70 No17・19南比企産

4 昇： (2.2) 6.3 BW針 B 灰臼色 20 Nol2南比企産

5 杯 (12 8) (3. 9) BW  B 明赤褐色 15 No.l • 6 ・22内面風化著しい
6 甕 (19.6) (8. 8) RW  B 橙色 5 
7 暦 石 15.2X9.lcm 1088.83g 
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第34図 第18号住居跡・出土遺物
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第 18号住居跡

1 黒褐色土 黄褐色t粒・焼土粒• 7渭ック(5~10mm)少最

2 黒褐色土 黄褐色土粒多塁

3 オリーア褐色土 黄褐色土粒少量・

第 18号住居跡カマド

a 黒褐色土 焼土7濯沙(5~10mm)多呈、焼土粒、炭化物少呈

b 黒褐色土 焼土粒． 7渭ック(10~15mm) 

C %1)-7‘褐色土 黄褐色七粒・焼上7` 砂ク少届

第 14号溝跡

4 黒褐色土 黄褐色上粒少量

口 ／

：・ローローロ
ー一ー ： 

2m 0 10cm 
| l | 
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第35図 第19号住居跡・出土遺物・第108号土壊

＼
 

＜ ． 
v̀ 

3
 

竺I
u」＜ 

一 三ミ三
B F —: 

3 SK 108 捲乱 SD 25 第 21号溝跡

7 オリーア褐色土 黄褐色土粒少蜀

8 暗オリー7‘褐色土 黄褐色土粒・焼土

粒少星

9 オリーア黒色土 黄褐色土粒多電

10 オリー7` 黒色土 黄褐色土粒多星

11 オリー7‘‘黒色土 焼土粒若干、黄褐

色土粒多量、黄褐
C C' D -g' 色上7‘砂ク(15mm)少量

第25号溝跡

12 黒褐色上 黄褐色土粒少贔

13 黒褐色土 黄褐色上粒多娯

第 108号土壊

14 暗オリ-7‘‘褐色上 黄褐色土粒． 7呵沙(10

G 
~40 mm)砂粒多量G 

15 暗オリーア褐色t 黄褐色土粒• 7渭沙(10

~20 nun）多量、焼土

7̀n砂(5~15mm)少呈

2m 

第19号住居跡

l 黒褐色土 黄掲色上粒少星

2 黒褐色土 黄褐色土粒． 7̀恥ク(5~10mm)多量

3 暗オリづ` 褐色土 黄褐色t粒・ア砂ク(5~10mm)多量

4 暗オリーア褐色十 黄褐色土粒多星、焼土粒、炭化物粒少星

5 暗オリーア褐色上 黄褐色土粒・焼土粒• TUック(5~20mm)少星

6 暗灰黄色土 黄褐色土粒少贔

［ニニ丁ニー＾ 1 0 10cm 
I l | 

第 19号住居跡カマド

a 暗オリヲ` 褐色土 黄褐色土粒・焼上粒． 7`砂ク(5~10mm)少届

b 暗オリーT褐色土 焼土層、焼土7渭ック(10~40mm)多畠灰色粘t少量

(20~40 mm)多塁

c 暗オリー7‘褐色土 焼上7‘‘防ク(10~20mm)少量、灰色粘土Tnック

d オリーT褐色土 焼土粒•砂粒・黄褐色土粒少量

e オリー7‘褐色土 カマト｀袖の一部、ガマト，•内側へ流れ込んだ（崩落含む）、

黄褐色土粒多量、焼土粒．灰色粘上粒少量

f オリー7‘褐色土 カマト` 袖の一部、カマト丁内側へ流れ込んだ（崩落含む）

焼土粒多星、黄褐色土粒・炭化物粒少量
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第36図 第20号住居跡・出土遺物・第110号土壊
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第 20号住居跡

1 オリーア黒色土 焼土粒・黄褐色上粒少贔

2 黒褐色上 黄褐色土粒多晶

第 110号士塙

3 黒褐色上 黄褐色土粒多昌、黄褐色土7濯沙(10mm)少量

4 オリーア黒色土 黄褐色土粒． 7`0ック(10mm)少贔

5 明黄褐色土 黄褐色土Toック(10~20mm)多畠

6 オリーア黒色上 黄褐色土粒． 7‘0ック(10mm)多塁

7 黄褐色土 黄褐色土7`防ク(10~20mm)多量

第22号住居跡

1 黒褐色七 黄褐色土粒・焼土粒． 7`防ク(5~10mm)少量

2 オリーア褐色土 黄褐色土粒多益

3 オリーア褐色上 t°ット覆上、黄褐色土粒多量、灰白色粒少量

4 黒褐色土 ヒ万卜覆土、黄褐色土粒多量、焼十粒． 7̀砂ク、

炭化物粒少鼠

5 オリーア褐色上 げット覆土、黄褐色土粒・灰白色粒多塁

第22号住居跡カマド

a 暗オリーア褐色土 焼土粒・黄褐色上TO沙(5~10mm)少最

b 暗オリゴ｀褐色土 黄褐色土粒少星、焼士粒• TOック(5~15mm)多量

c 黒褐色士 焼七粒・黄褐色土粒少星、焼土TOック(5~15mm)多量

d 暗オリ-T褐色土 焼土粒• TOック少量

第20号住居跡

゜
2m 
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の袖部か構築されていること、テラス部の壁が重複す

る第25号溝跡を越えずに深く掘り込まれた住居跡の

東壁にスムーズにつながらないことから、 2軒の住居

跡の重複の可能性がある。新旧関係は浅い住居跡床面

と同レベルに土層が分層できないことから、深く掘り

込まれた住居跡の方か新しい。浅い住居跡のカマドは

深い住居跡のカマドに壊され、かろうじて抽部のみが

残存していたものと捉えられる。但し、テラス部から

深く掘り込まれた住居跡にかかる箇所の土層の堆積状

況か確認されていないため、断定できない。

住居跡の平面形態は基本的には長方形で、深く掘り

込まれた部分の主軸長は3.30m、輻4.60m、深さ0.34

m、主軸方位N-29°-Eを測る。付設されているテラ

ス部の輻は、北西コーナー付近で0.30m、北東コー

ナー付近で0.62mを測り、深さは0.16m前後と一定で

ある。埋没状況は自然堆積であるが、黄褐色土粒・ブ

ロックを多菫に合んだ土が堆積している。

カマドは灰色粘土で構築され、柚はテラス部のみに

造られている。燃焼部には、多量の焼土が堆積してい

る。また土層断面の観察によると、カマド土層の上面

に住居跡覆土力升t積している状況や、カマド天井部が

崩落した土層か確認できないことから、住居跡廃絶直

後に人為的に破壊されたものと判断できる。

壁溝はカマド前面を除いて全周し、幅0.38m、深さ

0.12mほどである。貯蔵穴、柱穴はなく、ピットが1

第18号住居跡出土遺物観察表（第34図）

本検出されている。

遺物は図示したほかに、土師器甕・杯片、須恵器

甕・杯片、羽釜片が出土している。

第20号住居跡（第36図）

D-8グリッドに位置し、北半部が調査区外にある

遺構で、調査所見では住居跡として発掘されている。

重複する第llO号土壊よりも新しい。

平面形態は北西コーナ一部が内側に凹む「L」字形

で、調査区内の 2つのコーナーの角度が鋭角的である。

複数の住居跡の重複と捉えることもできるが、規模は

東西の長い方で3.26m、短い方で2.23mと小さい。平

面的な遺構確認や覆土の堆積状況でも、複数住居跡の

重複は捉えられていない。カマド、貯蔵穴、柱穴、壁

溝等の施設も検出されていない。これらの点から、住

居跡である可能性はきわめて低い。

遺物は図示したはかに、上師器甕・杯片、須恵器杯

片が出土している。

第22号住居跡（第37図）

I-12 • J -12グリッドに位置する。南東コーナー

が第23号住居跡と重複するが、新旧関係は不明である。

南半部に浅い攪乱力噴屈り込まれている。

平面形態は方形で、カマドは北壁中央付近に設償さ

れている。主軸長2.87m、東西幅4.00m、深さ0.24m、

主軸方位N-3°-Eを測る。埋没状況は、自然堆積で

ある。

番号 器種 日径 益＂ローr凸);J― 底径 胎上 焼成 色 調 残存率 I 備 考

1 杯 (12 6) (2.9) BRW B 明赤褐色 10 I内外面とも風化が著しい
2 況； (15 8) (3.2) RW  C 赤褐色 10 

3 甕 (22.8) (7.5) BW  B 橙色 5 I No. 3 • 28 • 35 

第19号住居跡出土遺物観察表（第35図）

番号 1 長器頸系重壺 1 □]) 器高
(1.2) 

底径 胎土

W針
竺／
A 灰色

調 残存率

5 

備 考

カマド西側壁溝内自然釉付着南比企産

第20号住居跡出土遺物観察表（第36図）

口2 杯
］］イ恥 I 言］ 1 底ィ各 1 i: _L I 焼百＜ I ;］：属胃： 1 残庄率 1 : ]:  6 備

若

第22号住居跡出土遺物観察表（第37図）

1

2

 

号番 器種

杯

椀 口）
門｀： 1 ［1成 1以：し黄：色 1 残□I 霊岱言力＇底部調整イ明若
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第38図 第23• 24号住居跡・第24号住居跡出土遺物
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第 23-24号住居跡

第24号住居跡

1 黒褐色土 黄褐土粒・焼土粒少量

2 黒褐色土 黄褐色上粒多景

3 オリーア褐色土 黄褐色士粒多鱚

4 黄褐色土 黄褐色土粒多量

5 黒褐色土 t°ット1• 3 • 4 • 5 • 6覆土、黄褐色土粒多星

6 オリ弓戸褐色t t万卜1• 3 • 4 • 5 • 6覆土、黄褐色土粒多贔、砂粒少量

10 黒褐色土 黄褐色土粒少量

11 オリーア褐色土 黄褐色土粒多量、砂粒少量

第23号住居跡

7 暗灰黄色土 黄褐色土粒多塁

8 黒褐色土 貯蔵穴覆土、黄褐色士粒多量

9 オリ-7‘褐色土 貯蔵穴覆十，、黄褐色土粒多最、砂粒少量

第 24号住居跡カマド

a 暗オリーT褐色土 黄褐色士粒少扇
b 暗灰黄色土 焼土粒． 7→防ク(5~15mm)多量

c 黒褐色土 焼土粒． 7`防ク(5~15mm)多量

d 暗オリー7‘褐色上 黄褐色土粒少羅

e オリー7‘‘褐色土 焼土粒． 7`防ク(5~10mm)・黄褐色土ア砂ク(5~10mm)少塁

f オリー7‘‘褐色土 黄褐色土粒多量

g オリーア褐色土 黄褐色土粒多量

第23号住居跡ガマト` ‘

h 黒褐色土 黄褐色土粒少星

i 暗オリーア褐色土 黄褐色土粒少量

第 24号住居跡

口 10cm 
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第39図 第25号住居跡
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第25号住居跡

1 黒褐色土

2 オリー7‘褐色土

3 黒褐色土

4 暗オリ-7‘褐色土

5 黒褐色土

6 黄褐色土

7 暗オリ-7‘褐色上

8 黒褐色士

9 オリーア褐色土

10 灰オリー7‘色土

11 暗オリー7` 色土

黄褐色土粒多量、黄褐色土7渭ック(5~10mm)少量

黄褐色土粒多最

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒． 7河炒(5~10mm)多量

黄褐色土粒． 7̀砂ク(5~10mm)少呈

黄褐色土粒少量

黄褐色土7`防ク(5~10mm)少量

黄褐色士粒少鼠、黄褐色土7‘防ク(20~30mm)多量

黄褐色土7渭ック(10~20mm)多星

黄褐色土粒多昌、焼土粒微量

黄褐色土粒多量

第25号住居跡カマド

a 黒褐色土 黄褐色土粒多量

b オリー7‘褐色土 黄褐色士粒少鼠

c オリーア褐色土 黄褐色上粒• 7‘0ック(5~15mm)多量

d 暗灰黄色士 黄褐色土粒，焼＿十粒．灰色粘土7，•恥ク（ 10~20mm)少量

e 黒褐色土 焼上7渭ック(10~20mm)多星

f オリー7‘黒色土 黄褐色土7，•砂ク (10mm)少畠

g 暗オリーア褐色土 焼土粒多量

h 黄灰色上 焼土粒少量

i オリーア褐色土 焼土塊

j オリー7‘褐色土 黄褐色土粒少量、焼土粒多量

K オリーア褐色土 黄褐色土粒多蜃

1 黄褐色＿十 黄褐色土粒多量・

m 黒褐色土 焼土粒・黄褐色土粒少量

n オリー7‘‘褐色土 黄褐色上粒・焼上粒少犀

第24号住居跡出土遺物観察表（第38図）

番号 1 器杯種 1 口） I :□ | 底径 胎七
BW  

焼成

B 

色調

にぶい橙色

残存率

30 

備

カマド内面風化が著しい

考
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第40図 第26• 27 • 28 • 29号住居跡・第I04 • I 05 • I 21 • I 81 • 182。183号土壊
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第41図
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第 28号住居跡

1 黒褐色上

2 黒褐色土

3 暗オリ—T褐色土

4 黒褐色土

5 暗オリー7‘褐色上

6 暗オリ-T褐色十^

7 暗灰黄褐色上

8 黒褐色土

9 暗オリーブ` 褐色上

10 黒褐色土

11 オリーア褐色土

黄褐色土粒・焼土粒・炭化物少星

炭化物層、黄褐色土粒・焼土粒少星、住居跡西側に雄積

黄褐色土粒多星、焼土粒． 7，，Oヅク(15~20mm)少犀

黄褐色土粒・焼土粒• 7屯炒少塁

黄褐色土粒多忌

黄褐色土粒． 7̀防ク(5~10mm)・炭化物粒・焼上粒少抵

黄褐色土粒多量

焼上粒少量

黄褐色土粒． 7、[ック(5~10mm)多量、焼土7̀『沙少贔

黄褐色土粒・焼土粒少贔、炭化物多塁

黄褐色上粒． 7屯汐多星

第28号住居跡カマド

a 黒褐色上 焼土粒・炭化物粒少量

b 黒褐色土 焼土層、炭化物粒少星

c オリーア褐色士 黄褐色士粒多量、青灰色粘土粒・焼土粒少鼠

d 暗オリーア褐色土 黄褐色土粒少量、焼上粒・青灰色粘土

ア砂ク(10~20mm)多星

黄褐色土粒多星、青灰色粘上粒・焼土粒少量

焼土粒多量

黄褐色土7渭ック(10~20mm)・焼土7冴ック(10~20mm)少量

焼土粒．灰色粘土粒・黄褐色土粒少量

焼土粒• 7渭沙(5~20mm)・ 青灰色粘七粒多鼠

黄褐色土粒・焼土粒少星

e 暗灰黄色t

f黒褐色上

g 暗オリーT褐色土

h 黒褐色土

i 暗オリーT褐色土

j オリーア褐色上
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第42図 第28号住居跡遺物出土状況

第28号住居跡
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第27号住居跡

12 黒褐色土

13 黒褐色七

14 黒褐色上

15 暗オリ—T褐色土

16 オリーア褐色士

17 オリー7‘褐色十一

18 オリーア褐色上

焼土粒少量

黄褐色土粒・焼土粒• 7..n沙（10~15mm)、

炭化物7‘恥り（10mm)少蜃

焼土粒・炭化物粒少塁、黄褐色上7渭ック(5~10mm)多星

黄褐色七粒． 7..リック(5~10mm)少星

黄褐色上粒・炭化物粒少景、焼土粒． 7`0沙

(10~15 mm)多量

焼土粒多星

黄褐色土粒少足

第 27号住居跡カマド

k 黒褐色上 焼士粒少星

］ 暗オリーア褐色上 焼上7‘恥ク(10~15mm)少号

m 暗オリー7‘褐色土 焼土粒少畠、黄褐色十粒多星

n オリーア褐色十． 黄褐色土粒少星

0 暗オリーT褐色上 焼十粒少屋、焼土7‘砂り(5~10mm)多景

p オリーア掲色上 黄褐色七粒・焼土粒少品

第 29号住居跡

28 黒褐色土 黄褐色土粒・焼上粒少星

第26号住居跡

19 暗オリー7‘‘褐色土

20 黒褐色土

21 黒褐色土

22 黒褐色土

23 黒褐色土

24 暗オリーア褐色土

25 黒褐色士

26 暗オリー7冷易色上

27 暗オリーア褐色土

第 26号住居跡カマト

q 黒褐色土 焼上粒少量

r 黒褐色土 焼土粒多忌、焼上T砂ク(10~20mm)少昌

s 黒褐色十 黄褐色土粒・焼上粒・炭化物粒・焼士ア砂ク

(5~10 mm)少蘇

焼上TOヅク（5～15mm)多量

焼土粒少犀

黄灰色7`砂ク(15~20mm)多呈

焼士層

焼上粒多星、黄灰色粘土粒少量

切ド袖、黄褐色上粒• Tnック(5~10mm)少贔

t

u

v

w

x
y
 

黒褐色上

オリーア褐色ナ

暗オリーア褐色土

県褐色上

暗灰黄色土

黄褐色土

黄褐色上粒多星

黄褐色土粒・焼士粒． 7，•砂ク (5~10mm) • 

黄褐色—+7｀防ク(5~10mm)少星

黄褐色土粒少量

焼土7‘砂ク(10~20mm)多星

炭化物層、壁際は炭化物微呈、焼上粒多量、

黄褐色士粒少量

黄褐色上粒多贔、黄褐色士7̀D沙(5~10mm)・焼七粒少盤

黄褐色土粒・炭化物少呈、焼t7‘じヽヅク(5~15mm)多呈

黄褐色七粒多蘇

黄褐色上粒． 7 •， D ック (5~15mm)多呈、焼上粒・炭化物粒
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カマドの袖部は、基整部のみ残存している。燃焼部

から煙道部突端に向けて、底面が緩やかに傾斜しなが

ら立ち上がり、燃焼部の掘り込みはみられない。柱穴

は4本で、いずれも浅い。柱痕や柱掘形への覆士の充

壌状況は観察できない。貯蔵穴、壁溝は検出されてい

ない。

遺物は図示したはかに、上師器甕・杯片、須恵器

甕。杯片が出上している。

第23• 24号住居跡（第38図）

I -12 • 13、J-12。13グリッドに位置し、第23号

住居跡と第24号住居跡が重複する。 2軒の住居跡の新

旧関係は、第24号住居跡が新しく、第23号住居跡が古

い。第23号住居跡は北西コーナー付近が第22局住居跡

南東コーナーと重複し、第24号住居跡は南壁中央付近

に重複する第25号住居跡カマド煙道部に切られてい

る。

第24号住居跡の平面形態は長方形で、カマドは短辺

の北壁中央付近に設置されている。北壁は第23号住居

跡の北壁と一致する。主軸長4.20m、東西幅3.35m、

深さ0.24m、主軸方位N-40.5°-Wを測る。上層断面

から、埋没状況は自然堆積と判断される。カマドは燃

焼部が若干窪みをもち、煙道部底面は緩やかに傾斜し

ながら突端に至る。 a層は崩落したカマド天井部の残

欠、 d層は崩れたカマド柚部の残欠と思われる。ピッ

トは6本検出されているが、いずれも柱穴ではない。

貯蔵穴、壁溝は設置されていない。遺物は図示した土

師器杯と甕片が出土している。

第23号住居跡の平面形態は長方形で、カマドは長辺

の北壁中央付近に設置されている。主軸長2.95m、東

西輻は北辺が5.26m、南辺か5.10m、深さは0.08mを

測る。主軸の方向は、第24号住居跡と一致している。

埋没状況は、黄褐色土を多鼠に含んだ人為的に埋め戻

されたものと推定できる。カマドは燃焼部・煙道部が

確認され、燃焼部は掘り窪められている。貯蔵穴は北

東コーナ一部に設置されている。短径0.68mの平面楕

円形で、深さは0.12mを測る。柱穴、壁溝は付設され

ていない。

遺物は図示し得なかったが、土師器甕片が出上して

いる。

第25号住居跡（第39図）

J-13グリッドに位置する。カマド煙道部の突端が

第24号住居跡と重複し、新旧関係は新しい。

平面形態は方形で、北壁、南壁の中央付近が外方へ

膨らんでいる。北西カマドで、主軸長5.00m、南北幅

5.22m、主軸方位N-50"-Wを測る。

覆土の惟積状況を観察すると、覆土10• 11層の上に

カマド覆士が堆積していることから、貼り床が施され

た住居跡と判断される。また覆土の埋没は、土層がブ

ロック状に堆積していることから、人為的に埋め戻さ

れた可能性もある。

カマドは西壁中央付近に設置され、断面が燃焼部か

ら煙道部突端まで緩やかな弧を描いている。燃焼部の

堆積上は覆土e~gて、本来の袖は住居跡の内側に張

り出していたものと考えられる。

壁溝はほぼ全周し、幅0.32m、深さ0.29mはどで、

しっかりとした掘り込みをもっている。北壁中央付近

で一旦途切れており、付随する施設は確認されていな

いが、この箇所に出入り日部か設けられていた可能性

がある。柱穴、貯蔵穴は検出されていない。

遺物は図示し得なかったが、土師器甕・杯片、須恵

器杯片が出上している。

第26• 27 • 28 • 29号住居跡（第40• 41 • 42図）

E-7•F-7 グリッドに位置し、第26号住居跡が

第29号住居跡と、第27号住居跡が第28号住居跡と、第

28号1主居跡が第27• 29号住居跡と重複している 4軒の

1主居跡である。

第26号住居跡は、第29号住居跡、第104・105号土瑞

と重複する。西壁から南壁中央付近まで力哺訃査区外に

あり、南壁付近は攪乱されている。新旧関係は、重複

する第29号住居跡、第104・ 105局土壊よりも新しい。

平面形態が方形状の北東カマドの住居跡であり、東西

幅3.45m、深さ0.22m、主軸方位N-29"-Eを測る。

カマドは北壁中央やや東より付近に設置されている。

黄灰色土で構築され、燃焼部に僅かな揺り込みがみら
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第43図 第26• 27 • 28号住居跡出土遺物
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第44図 第28号住居跡出土遺物 (2).第121号土壊出土遺物

第28号住居跡 第12 1号土墟
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第 104号土壊

29 暗オリーア褐色土 黄褐色土粒・炭化物粒少贔、焼土TOヅク(10mm)多犀

30 オリーア褐色土 黄褐色土粒・焼土TOヅク(10mm)少量、黄褐色土ア砂ク

(5~10 mm)多量

第 105号土漿

31 オリーア褐色土 黄褐色土粒 •TOック(5~10mm)多量、焼上粒． 7̀恥ク(10mm)、

炭化物粒少昌

32 オリーア褐色土 黄褐色土粒• TOック(5~10mm)少量

第 121号土壊

33 暗オリーT褐色土 黄褐色土粒・焼土粒少量、黄褐色土TOり(10~15mm) 

炭化物多量

34 暗オリー7‘褐色土 焼土粒・炭化物粒・黄褐色土粒• TOック(10~30mm)少景

35 暗オリーア褐色土 黄褐色土粒・炭化物・焼土TOヅク(10mm)少蘇

36 黄褐色土 焼土粒・炭化物少盤、黄褐色土7`リック(20~40mm)多景

37 黄褐色土 黄褐色土7̀Oヅク(10~20mm)少羅

れ、煙道部は緩やかに傾斜する。覆土には多量の焼土

と炭化物が合まれる。壁溝は幅0.27m、深さ0.04mほ

どである。カマド西側から西壁北西コーナー付近まで

と、東壁に沿って確認されているが、調査区外や攪乱

されている箇所については不明である。ピットは2本

検出されているが、柱穴との判断はつかない。貯蔵穴

はみられない。遺物は図示したほかに、土師器甕・杯

片、須恵器甕・蓋．杯片が出土している。

第27号1打号跡は、大半が第28号住居跡と重複し、第

183号土壊、第20号溝跡とも切り合っている。新旧関係

は、第28号住居跡よりも古く、第20号溝跡よりも新し

い。第183号土壊との関係は不明である。平面形態は方

形状で、カマドが北壁に設置されている北東カマドの

) - --] -¥25  0 
10cm 

第181号土壊

38 暗オリープな褐色土 黄褐色土粒． 7̀砂ク(5~10mm)多贔、焼土Tn・yク少量

第182号土腋

39 暗オリーア褐色土 黄褐色土粒． 7̀防ク(5~10mm)多鼠、焼土7屯汐少量

第183号土塊

40 黒褐色土 黄褐色土粒・焼土粒少量

41 黄褐色土 黄褐色土7‘恥ク(10~20mm)少量

42 オリー7` 褐色土 黄褐色土粒少量

住居跡である。カマドの東側には0.05mほどのテラス

状の段差がある。主軸長3.39m、深さ0.14mで、主軸

方位はN-31°-Eを測る。カマドは東側の袖部と煙道

部の一部か確認され、覆土に含まれる焼土の量も少な

い。ピットは2本で、柱ゲ：かどうかの判断はできない。

貯蔵穴、壁溝は検出されていない。遺物は図示したは

かに、土師器甕・杯片、須恵器甕・盈・杯片が出土し

ている。

第28号住居跡は、重複する第27・29号住居跡、第20

局溝跡、第121・181・182• 183号上壊よりも新しい。

平面形態が長方形の北東カマドの住居跡で、主軸長

3.22m、東西輻4.55m、深さ0.31m、主軸方位N-25°

-Eを測る。カマドは北壁中央付近に設置され、中心
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軸は住居跡の主軸と異なり、 N-11.5°-Eを指す。燃

焼部は床而から緩やかな傾斜をもつ程度に掘り込ま

れ、外傾しながら立ち上がって煙道部に至る。煙道部

床面は外方へ緩やかな傾斜面を上かり、突端は外傾し

ながら立ち上がる。ピットは4本で、柱穴かどうかの

判断はできない。岐溝は北東コーナー付近を除いて全

周し、幅0.23m、深さ0.06mほどである。遺物は図示

したほかに、士帥喘甕．杯片、須恵器甕．蓋？杯片、

黒色土器椀片が出十上している。

第29号住居跡は、西半部が調杏区外にあリ、重複す

る第26 。 28号1主~居跡よりも古い。平面形態は方形で、

カマド、柱穴、壁溝、貯蔵穴は検出されていない。平

面規模は不明で、深さ0.16m、残存する東西壁の方位

はN-28°-Eを測る。遺物は図示し得なかったが、土

師器甕。杯片、須恵器羞。杯片が出土している。

第30号住居跡（第45図）

I-8グリッドに位置し、重複する第21号溝跡より

も新しい。

平面形態が方形の北東カマドの住居跡で、主軸長

2. 75m、南北幅2.57m、深さ0.16m、主軸方位N-50°

-Eを測る。

カマドは東壁中央付近に設置されているが、燃焼部

の掘り込みは認められず、また覆士には焼土や炭化物

はほとんど合まれていない。柱穴、壁溝、貯蔵穴は検

出されていない。出土遺物はない。

第33号住居跡（第46図）

K-18・ L-18グリッドに位置する。南壁付近のみ

カ頓出され、大半力噌周査区外にある。

平面形態は方形で、東西長4.55m、深さ0.46m、主

軸方位N-37°-Eを測る。埋没状況は自然堆積で、最

下層直上の中央付近のみに、焼上が薄く堆積している。

壁溝は南西コーナーから南壁に沿って巡っている

か、南東コーナーで途切れている。輻0.18m、深さ0.04

mほどである。カマド、柱穴、貯蔵穴は検出されてい

ない。出土遺物はない。

第31号住居跡（第47図）

L-17グリッドに位置し、重複する遺構はない。平

面形態が長方形で、カマドが北壁中央やや西より付近

に設置されている北東カマドの住居跡である。カマド

の両脇に、北壁に沿ったテラス状の段差をもつ。主軸

第26• 27 • 28号住居跡・第121号土壊出土遺物観察表（第43• 44図）
釆m了ロテ 器種 ロ径 器高 底径 胎上 焼成 色 調 残存率 備 考
1 暮 (1 5) (17.4) W針 A 灰色 5 SJ26 No.90南比企産
2 芸」 (1.5) (17.4) W針 A 灰色 5 SJ26 No.73南比企産
3 珈工 (14 0) (15 3) BW針 A 灰色 20 SJ26 No.74・75・76・77南比企産
4 珈瓦 (23 8) (12 8) BRW B 橙色 10 SJ26 No.46 • 89 • 127 • 132カマド
5 珈写 (23.8) (18.1) B B にぶい赤褐色 15 SJ26 No.6・62・63・96・110・112 
6 珈コ (7.6) 3.6 BW  B にぶい赤褐色 5 SJ26 No.60 
7 刀 子 (7 4) XO. 9cm 10. 85 g 
8 均： 12.4 3.5 w B 明赤褐色 85 SJ27 No.39・41・71・76・77・78・82 ， 甕 (19.6) (26.6) BRW B にぶい橙色 20 SJ27 No. 4 ・81 ・89カマド
10 杯 02. 0) 3 1 (6.3) W針 A 灰白色 20 SJ28 No.150・ 198-261-326内面底部に赤色付着物
11 杯 (3.0) 6.8 W針 A 灰色 20 SJ28 SJ27-14 SJ28-305南比企産
12 杯 (11.9) (2. 7) BW針 B 灰白色 10 SJ28 No.358南比企産
13 杯 (12, 1) (3.1) W針 A 灰色 20 SJ28 No.333南比企産
14 杯 (12.8) 3.6 (6.0) BW針 B 灰白色 25 SJ28 No.89・182・352南比企産
15 杯 12 3 3.4 6.2 BRW針 A 灰白色 100 SJ28 No.330南比企産
16 杯 11 8 3.6 5.1 BW  A 灰口色 60 SJ28 No.16 • 17 • 56 • 250 • 252 • 443産地不明
17 昇： 12.2 3.6 6.1 W針 A 灰色 80 SJ28 No.459南比企佳
18 均： (12 4) 3 6 6 3 BW針 A 灰白色 50 SJ28 No.27 • 31南比企産
19 杯 12 0 3 2 w B 橙色 70 SJ28 No.332 • 469 
20 昇； 14 0 4 5 BRW B 橙色 80 SJ28 SJ27-7 • 8 • 9 SJ28-331 
21 小型甕 (13 0) (8.8) BRW B 橙色 10 SJ28 No.334 • 519カマド
22 小型甕 (14 8) (5 9) BRW B 橙色 5 SJ28 No.522カマド
23 咆・よ立 (1 9. 8) (6.6) w B 明赤褐色 5 SJ28 SK181 
24 甕 (23 8) (6.6) BRW B 明赤褐色 5 SJ28 No.398カマド
25 甕 (23 8) (7 9) w B 明赤褐色 5 SJ28 No.21 • 41・101・549 
26 杯 (13.9) (3.6) BW針 A 灰色 10 SK121 No.44南比企産
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第45図 第30号住居跡
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第46図 第33号住居跡
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第 30号住居跡

1 暗オリーア褐色土

2 オリーア褐色土

3 オリー7‘‘褐色七

黄褐色十粒多星、黄褐色十］旧）ク(10mn1)少届

黄褐色土粒多贔

黄褐色土粒

第30号住居跡カマド

a オリーア黒色土 黄褐色土粒

b 暗オリー7‘色土 炭化物粒・焼土粒若干

長3.55m、東西幅4.17m、深さ0.31m、主軸方位N

-27°-Eを測る。

カマドは燃焼部が摺り鉢状に掘リ込まれ、緩やかな

傾斜をもって煙道部につながっている。煙道部は中央

付近に段をもち、突端で外傾しながら立ち上がる。壁

溝は西峡の北東コーナー付近から北壁北東コーナー付

近まで設置され、北壁ではテラス状の段下に巡ってい

る。幅0.18m、深さ0.08mほどである。ピットは多く

掘り込まれているが、確実に第31号住居跡に伴うもの

と判断することができず、柱穴も不明である。貯蔵穴

は検出されていない。

第33号住居跡

1 黒褐色士

2 黒褐色」—ユ

3 黒褐色上

4 黒褐色土

部にあたり、

没褐色土拉・焼上粒少晟

焼七恥• 7叫りI5~10 mm)・炭化物7‘りック(10mm)少爵

焼土粒． 7U)ク(5~!Omm)多鼠

焼上粒少垣

ピット 1とした退構は覆士に鉄滓を含み、床面も一

部焼土化している。構造は不明であるが、住居内の小

鍛冶跡の可能性がある。

テラス状の段差は、壁溝の巡っている位置とt層断

面B-B'5層の堆積状況から、仕居跡の拡張に伴うも

のとも考えられる。拡張した住居跡の床面がテラス状

5層は拡張前の住居跡部分に貼り床とし

て埋め戻したという解釈ができる。カマド煙道部の段

差も、住居跡の拡張に伴って、煙道を延長した結果と

して捉えることかできる。しかし、土層断面A-A'で

は5層かカマド覆土の上面に堆禎し、住居跡の拡張を
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第47図第31号住居跡
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否定している。

遺物は図示したほかに、土師器甕・杯片、須恵器

甕．杯片が出土している。

第32号住居跡（第49図）

P~20·21グリッドに位置し、重複する遺構はない。

北壁を拡張した住居跡で、北壁に沿って輻0.16~

0.22m、比高差0.06~O.llmのテラス状の段差が残っ

ている。

F
 

・ロ

第31号住居跡

1 黒褐色土

2 黒褐色上

3 黒褐色土

4 オ1)-7‘褐色土

5 オリーア褐色土

6 黒褐色上

7 暗オリーア褐色土

8 黒褐色土

9 オリーア褐色土

第31号住居跡カマド

a 黒褐色土

b オリー7` 褐色士

c オリーア褐色t

d オリー7ゞ 褐色土

黄褐色土粒・焼土粒少量・

黄褐色土7‘llック(10mm)・灰色粘土7‘恥ク(10~15mm)少量

黄褐色土粒・土粒・炭化物少燐

黄褐色土粒． 7‘Uヅク(10mm)多霞

贄褐色土粒多呈、焼土7冴ック(10mm)少塁

黄褐色土粒少量

t万卜1覆土、焼上粒． 7，，nック(5~10mm)少星

t°ット1覆土、焼土粒． 7̀［沙(5~10mm)多巌

炭化物粒、黄褐色土粒少量

t°ット1覆土、黄褐色上粒多量、焼土粒少塁

焼土粒• 7渭炒(10mm) ·炭化物7 ，•〇ック (10~30mm)多最
黄褐色土7屯ック(10mm)多量

黄褐色土7ゞ砂ク少菫

黄褐色土粒少罷

゜
2m 

平面形態は長方形で、拡張後に造り替えられた北壁

中央のカマドAと、住居跡構築時の東壁中央やや南よ

りのカマドBが設置されている。拡張後の住居跡の規

模は、主軸長3.27m、東西輻4.32m、主軸方位N-35°

-Eを測る。深さは住居跡床面が0.21m、テラス状の

段差部では0.08mほどである。構築段階の住居跡の規

模は、主軸長4.32m、南北幅2.96m、主軸方位はN

-128°-Eを測る。
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カマドAは砂粒を多く含む暗灰黄色土で構築されて

いるが、抽部を平面的に検出できなかった。燃焼部は

比較闘架く掘り込まれ、煙道部突端は外傾しながら立

第48図 第31号住居跡出土遺物

ち上がる。カマドBは住居跡拡張時に破壊され、煙道

部や燃焼部の掘り込みは人為的に埋め戻されている。

燃焼部から煙道部にかけて、 しっかりとした掘り込み

----—~~-~-~-~----

ロl_- ／ーニ＿＼2

1 __J□二＼3

10cm 

- -二—- -_- - ―-¥  4 

第31号住居跡出土遺物観察表（第48図）

釆国旱」 器種 ロ径 器晶 底径 胎上 焼成 色 調 残存率 備 考

1 台付甕 (12 4) (14 4) RW  B 明赤褐色 30 No.36・ 38カマドー括

2 甕 (17. 6) (6.8) RW  B 橙色 5 No.25カマド

3 甕 (20.0) (6.4) BW  B 赤褐色 5 L-llG 

4 非芯 (22.0) (6 2) RW  B にぶい橙色 5 No. 5カマド

5 甕 18 7 (19.5) RW  B 明赤褐色 30 No. 6 • 14・ 58カマド

第49図第32号住居出土遺物

□ _-- ／□5 

＇ーロニ•一一＿ ＿ロー
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ロシ／
10cm 

第32号住居跡出土遺物観察表（第49図）

釆田万ロ 器種 口径 益nnt「nコーl 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 埒： (12.4) 4 1 (4. 9) BRW針 B 灰色 50 No. l・11・12南比企産

2 高台付椀 (13.4) 5 8 (7 6) w片 A 灰色 20 カマド末野産

3 短頸壺 9.9 (13.4) w A 灰色 40 SD22自然釉付着

4 鉢 (22.2) (6.6) RW  B にぶい橙色 No.23黒色処理

5 小型甕 12 0 (4. 5) w B 黒褐色 10 No.18 

6 珈零 19 8 (16.1) BW  B にぶい橙色 40 No 5 • 7 • 9 ・10・17・21・27・28・32・36 
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第50図第32号住居跡
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第32号住居跡

一旦 1 暗灰黄色上 砂粒多蕗、灰白色粘土・焼土粒微鼠
2 暗灰炭色土 砂粒多星、灰白色粘士・焼土粒微呈

第 32号住居跡カマド

a 暗オリーア褐色土 砂粒多量、焼土粒少畠

b 暗灰黄褐色土 砂粒多畠、黄褐色土粒．灰色粘土粒．

焼土7`砂ク(10IDlil)少昂

c 暗オリヴ` 褐色土 砂粒少量、焼十ーア防ク(10~15IDlll)・焼土粒多岳

d 暗灰黄色土 ガマド袖、砂粒多量、黄褐色土粒少星

e 暗灰黄色土 砂粒多塁、黄褐色上粒．灰色粘土粒・焼土
7、リック(101Dlll）少塁

をもつ。柱穴、壁溝、貯蔵穴は検出されていない。

遺物は図示したほかに、土師器甕・杯片、須恵器

甕・士不・皿片、黒色土器椀片が出土している。

第34号住居跡（第51図）

J-9 • 10、K-9グリッドに位置する住居跡で、

調査段階では、方形に巡る第33• 34 • 35号溝跡とピッ

ト群と捉えられていた。整理段階において、方形に巡っ

た範囲の規模が他の住居跡と近似すること、方形の方

向が他の住居跡と揃っていること、また遺跡内で住居

跡の方向が比較的揃っていることから判断し、第34号

住居跡と報告する。

確認された溝跡は住居跡の掘形部分で、遺構の状況

から 2度の拡張が行われたものと考えられる。南壁付

近が第21号溝跡に切られ、ほかに荼毘跡、第106・ 107 

号土壊、ピット306• 307 • 308 • 309 • 310 • 330 • 331 

と重複している。カマドは検出されていない。
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第51図 第34号住居跡・第I06 • I 07 • I 09号土壊。第 1号荼毘跡
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構築当初の規模は東西7.40mを測り、西壁の方向は

N-40°―Eを指す。次に北壁を0.67mほど拡張し、次

いで東壁・西壁を建て増しし、最終的には東西8.54m

の規模となっている。

柱穴は一辺に3本ずつで、全体に8本の柱穴が存在

していたものと推定される。柱掘形は浅く、柱痕の存

在や掘形への土の充填状況は把据できなかった。

遺物は図示し得なかったが、須恵器甕・杯片が出上

している。

第34号住居跡
1 オリー7‘黒色土 黄褐色土粒．7呵ック(5mm)少星
2 オリーア黒色七 焼土粒・黄褐色土ア［ック(10mm)少贔
3 灰 色 土 黄褐色土粒• Tn沙(10mm)多誠
4 オリー7‘黒色土 黄褐色上粒・焼土粒少羅
5 オリー丁色土 黄褐色土粒多量

6 オ1)-7` 黒色土 黄褐色士粒・黄褐色土7`砂ク(10mm)少量
7 オリーア黒色土 黄褐色土粒． 7‘砂ク(10mm)多量
8 オリーア黒色上 焼土粒少晟、黄褐色土粒多量

9 オリー7‘黒色土 焼上粒・黄褐色土7`砂ク(8mm)少量、黄褐色土粒多忌
10黒褐色上 焼土粒少贔、黄褐色土粒多贔

3.土壊
発見された土壊は187基あり、調査区全体に位置す

る。数基を単位としてまとまる傾向が窺われるが、密

集してはいない。殆どの土壊は用途が不明で、出土遺

物も土師器・須恵器の小破片のみで、時期の特定はお

ろか、伴出遺物かどうかの判断もし難い。

用途が想定されるものとして第9• 43 • 71局土壊が

柱掘形とも考えられるが、周辺には建物跡となる組み

合わさる柱穴は検出されていない。また第53・138号土

土壊

番号 グリッド 形状 長径(m) 短径(ml 深さ(ml

25 C-7•D-7 円 形 0 64 0.58 0 20 
34 D-7 円 形 0.92 0.28 
35 D-7 円 形 0.62 0.26 
36 C-7 楕円形 0 42 0.32 0 16 
42 E-7 隅丸長方形 1. 52 1.14 0.14 
7 E-7. F-7 隅丸方形 1. 28 1.21 0.18 
85 F-7 楕円形 1 24 0.97 
100 F-7 楕円形 1.52 0.10 
124 G-8 楕円形 0.54 0.09 
125 F-S•G-8 楕円形 0.60 0.51 0 13 
86 G-8 • 9 楕円形 1. 74 1 37 0.19 
98 G-8 楕円形 0 92 0.67 0.05 

第1号荼毘跡（第51図・図版8)

J-9グリッドに位渭し、重複する第34号住居跡よ

りも新しい。長方形の箱形土壊で、煙道状の突出部は

付設されていない。長辺の方向は、遺跡の立地する自

然堤防と平行して走る溝跡と揃い、東西辺が長い。規

模は東西0.62m、南北0.44m、深さ0.32mを測る。

壁は直立し、北壁から東壁が火熱による焼土化が著

しい。底面は平坦である。覆土の下層には、炭化物・

焼土・焼骨が合まれている。出土遺物はない。

第106号士壊

11 オリー7‘黒色士 黄褐色土粒． 7`防ク(6mm)少贔
12 オリーア黒色土 焼上粒・黄褐色土7''砂ク(10mm)少星
13 オリーア黒色上 黄褐色土粒多鼠
14 オリーア黒色土 焼土粒少蘇、黄褐色土粒多塁
15 灰 色 七 黄褐色土粒 •7渭ック(1 0mm)多泣

第21号溝跡
16 オリー7‘'褐色土 黄褐色土粒少量
17 暗オリー7‘渇色土 黄褐色ナ粒・焼土粒少撻
18 オリーア黒色土 黄褐色土粒多量
19 オリーア黒色土 黄褐色土粒多星

20 オリーア黒色上 焼土粒若干、黄褐色士粒多昌、黄褐色土7‘‘nック（15mm)少塁

壊はきわめて深く、井戸跡の可能性も考えられるが、

検出されている井戸跡と比較すると平面規模は小さ

い。埋没した覆土中に、第24号土壊では多量の焼土、

第54号土塙では多量の黄褐色土と焼土ブロック、第95

号土壊では上層に焼士と炭化物が含まれていた。遺物

は、第86号土壊から鉄製刀子、第38号土堀から土師器

甑・須恵器杯・羽釜．灰釉高台付椀などが出土してい

る。

重複遺構 出土遺物・その他

SJl（新） 第16図須恵器杯片
SJ 1 ・SE 1 ・SD14（帝斤） •SK35 第16図土師器甕片
SE l・ 9（新） •SJ l-SK34-SD1 第16図
SJ 1 ・SD14（新） 第16図
SJ 2 第17図
SJ 3（旧） 第18図土師器甕・i［片・須恵器甕・蓋・杯片
SJ 4 • 5 • 6 SKlOO 第20図上師器甕片・須恵器甕・士不片
SJ 4 • 5 • 6 SK85 第20図上師器甕片
SJIO 第22図
SJ10 第22図
SJll ・12・21（新） 第25図土師器甕•土不片・須恵器杯片
SJll・12・21 第25図
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上城（ 1)

第 1号土壊

1 黒褐色土

第4号土塀

1 黒褐色土

第5号土城

1 暗オリーT褐色土
2 暗オリーア褐色土

3 黒褐色土

4 黒褐色七

5 オリー7‘褐色土

第2号士壊

1 黒褐色t

2 オリーア褐色七

第3号土城

3 黒褐色土

4 暗オリー7‘褐色十r

十．壊（ 2)

第 11号土塙

1 黒褐色士

2 黒褐色土

暗灰笛色七

第 19号上城

4 黄灰色土

5 暗オリー7‘‘褐色土

6 暗灰貨色土

第5号溝跡

7 黒褐色t

8 暗灰渋色上

第 13号士壊

1 黄褐色上

2 黄褐色十

3
 
黄褐色上

士横（ 3)

第 24号土城

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 黒褐色十

4 黒褐色上

5 オリーア褐色十

第 28号士壊

1 黒褐色土

第27号士城

1 黒色土

2 オリーア褐色上

第31号土渡

1 黒褐色土

2 オリー7‘褐色十

黄褐色士粒． 7..『ヅク

(5 mm)多量

黄褐色上粒少量

焼土粒多量

黄褐色上粒少量

焼土粒少醤

黄褐色土粒多塁

菌褐色土粒少量

黄褐色士粒． 7‘‘砂ク少贔

黄褐色上粒少贔

焼七粒少畠

黄褐色七粒少昂

黄褐色土粒少燐

黄褐色土粒• Tuック
(5 mm)多昂

黄褐色土粒少呈、黄褐色

士Tnック(5~10mm)多量

黄褐色土粒少畠

黄褐色七7濯汐(5mm)少埴

黄褐色上粒多量

黄褐色上粒少鼠

黄褐色土粒・黄褐色上

7̀Uック(5~!Ollllil）多塁｝火色

7̀U沙(5~lOllllil）少鼠

黄褐色十粒微砥

黄褐色上粒． 7`nック
(5Dllil)多届

青灰色粘上少畠

黄掲色上粒少届、焼土粒．

7`砂ク(10~30mm)多競

焼上屑、焼上Tnック(5~

10 mm)多量

黄褐色上粒・焼上粒少塁

黄褐色土粒少措、焼上粒・

7‘、Uック(10mm)多篭

黄褐色上粒少犀

黄褐色上粒少畠、焼土粒

多星

黄褐色上粒多塁

黄褐色土粒多棗

黄褐色土粒微呈

黄褐色上粒．灰色粒微塁

第26号土壊

5 黒褐色土

6 黄褐色上

第6号土塙

1 黒褐色土
2 オリー7‘‘褐色十．

第8号土壊

1 黒褐色上

2 黒褐色土

第9号土城

3 黒褐色士

4 黒褐色t

5 黄褐色上

第 10号土壊

1 黒褐色土

2 黒褐色土
3 暗オリー7‘褐色上

4 黄褐色土

第 14号土城

1 黄褐色上

第5号溝跡

2 黒褐色土

3 黒褐色t

4 黒褐色上

第 15号士城

1 黒褐色上

2 黒褐色土

第5号溝跡

3 黒褐色上

4 暗灰黄色士

第 18号土壊

1 黄灰色上

2 暗灰黄色土

3 オリー7‘‘褐色十．

第47号土壊

1 黒褐色上
2 暗灰黄色土

3 オリーア褐色土

4 黙褐色士

5 黄褐色上

6 暗オリーア褐色土

7 黄祀色士

第32号土壊

1 黙褐色土

2 黒褐色七

3 暗オリー7‘‘褐色上

第 33号土壊

1 オリー7‘黒色土
2 オリー7‘黒色上
3 黄灰色土

黄褐色土粒． 7‘n炒少羅

黄褐色土7`防ク(10~15mm)少量

焼土粒少塁

黄褐色土粒少量

黄褐色上少呈

焼土粒． 7ゞ砂ク(5~10mm)少景

黄褐色土粒少量

焼土粒． 7，，0ック(5~10mm)少属

黄褐色上7旧り(10~15mm)少匿

黄褐色土粒• 7‘‘砂ク少量

黄褐色土粒少贔

黄褐色上粒少量

黄褐色上ア砂ク(10~15mm)少縫

黄褐色上粒．灰白色

粘上粒少量

黄褐色土粒少置

黄褐色士粒多呈

黄褐色土粒． 7̀［ック

(5~10mm)多星

焼土粒少畠

黄褐色士粒多蕗

黄褐色土粒少星

黄褐色十粒・黄褐色t

7さ防ク（5-lOIDlil）多塁灰色

7頂ック(5~lOIDlil）少塁

黄褐色上粒少贔

黄褐色土粒多塁

黄褐色土7`防ク(5mm)少星

黄褐色土粒少量

黄褐色上粒少贔

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土7渭炒(5~10mm)少塁

黄褐色上7̀Uック(5~10mm)少屋

黄褐色十粒少星

焼土粒・黄褐色土粒微塁

黄褐色上粒・黄灰色粘土粒少星

黄褐色土粒少塁

黄褐色上粒少量

黄褐色土粒多晟

黄褐色土粒•砂粒少量

第16号土壊
1 土屈注記無し

2 土層注記無し

3 土層注記無し

第 12号土壊

1 黒褐色士

2 オリーア褐色土

第17号土壊

1 黄褐色土

第5号溝跡

2 黒褐色土

3 黒褐色土

4 黒褐色上

5 黄灰色土

6 暗灰黄色土

7 灰オリーア色土

第20号士城

1 黒褐色土

2 黄褐色上

第21号土壊

1 暗灰黄色土
2 オリー7‘褐色土

I-lOGrPitl 

3 オリ-7‘褐色十一

4 黄灰色上

5 暗オリー7‘褐色土

第 22号土漿

1 暗灰黄色上

2 オリーア掲色土

第23号土壊

1 暗灰黄色上

2 オリー7‘‘褐色土

第38号土壊

1 黒褐色土

2 黒褐色土
3 暗オリー7‘‘褐色土

第37号土城

1 オリー7‘褐色土

2 黄褐色土

第40号土壊

1 オリー7‘褐色土

2 オリー7‘‘褐色土

3 オリーア褐色土

ピット 25

4 暗オリー7` 褐色土

5 黄褐色土

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒少量：

砂粒、黄褐色土粒少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒多塁

黄褐色土7‘nック

(10~15mm)多量

黄褐色上粒少盤

黄褐色土ア恥ク(10

~15mm)砂粒少塁

青灰色粒・黄褐色

上粒粘性あり

黄褐色上粒多量、砂粒．

黄褐色土7，，〇沙

(5~20 mm),焼土7渭沙

(5~10 mm)少量

黄褐色土7`砂ク(5~10mm) 

多量

黄褐色土粒少量、砂粒多星

黄褐色t粒少量、砂粒多星

黄褐色土粒少量、砂粒多塁

灰色粘十．粒、砂粒

灰色粘土粒、砂粒

黄褐色七粒少量、砂粒多量

黄褐色土粒少晟、砂粒多呈

黄褐色土粒少屈、砂粒多菌

黄褐色上粒少量、砂粒多量

灰色粘土粒・焼土粒

焼土7濯汐多塁

黄褐色上粒・焼土粒少量

黄褐色土粒多星

黄褐色土粒多量

黄褐色土粒・焼土粒少晟

黄褐色上粒少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒・焼土粒少量

黄褐色土粒少量

第6号溝跡

4 黄灰色十．

5 灰籾ーア色土

6 灰色上

7 灰色土

8 黄褐色士

黄褐色土粒・白色粘土粒•砂粒少塁

砂粒少塁

砂粒少最

砂粒・灰白色粘土粒少呈

黄褐色土粒少量
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第56図土壊（ 5)
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土腋 (4)

第39号土城

1 オリーT褐色土

2 オリーア褐色土

第43号土壊

1 暗オリー7‘褐色土

2 黒褐色土

3 黒褐色土

4 オリー7` 褐色土

暗オリ—T褐色土

ピット 27

6 オリー7‘褐色土

ピット 26

7 オリーア褐色土

第44号土塀

l 黒褐色土

2 オリづ‘‘褐色土

第49号土壊

1 黒褐色t.

2 黒褐色土

土墟 (5)

第 55号土壊

1 黒褐色土

2
 
黄褐色土

第62号土城

1 黒褐色土

2 籾ーア褐色上

第59号土城

1 暗オリ-T褐色土

ピット 50

2 黒褐色土

第60号土壊

1 黒褐色土

2
 
黄褐色土

第61号土壌

1 黒褐色上

2 オリーア褐色t

土城 (6)

第 75号土城

1 オリーア黒色土

第 78号土城

1 オリー 7ゞ 色土

第79号土壊

1 オリーア黒色士

第83号土壊

1 黒褐色上

第76号土喋

1 黒褐色土

第 80号土壊

1 黒褐色土

黄褐色土粒・焼土粒少量

黄褐色土粒少畠

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒• Tn炒

(5~10 mm)少量

黄褐色土粒多量

黄褐色上粒微届

黄褐色上粒多贔

黄褐色土粒少星

黄褐色土粒少量

黄掲色土粒•砂粒少撻

黄褐色上粒多量

黄褐色士粒• 7渭炒

(10~20 mm)少星

黄褐色七粒多撮、焼土粒・黄褐

色七7ゞ砂ク(5~10mm)少届

黄褐色上7̀0ック(10~15mm)少星

黄褐色上粒少量

黄褐色土粒少量

黄褐色上粒•砂粒多晟灰色

7`防ク(15~20mm)少畠

焚褐色＿十粒・焼土粒少呈

黄褐色土粒多最、焼十粒・黄褐

色十］` 恥ク(5~10mm)少量

黄褐色土7凋ック(10~15mm)少星

黄褐色土粒少星

黄褐色土粒少掻

焼土粒・黄褐色土粒若干

焼土粒若干

黄褐色上粒・焼上粒多量

黄褐色土粒少昌

黄褐色土粒・焼土粒少畠

苗掲色土粒・焼土粒少塁

第48号土壊

1 黒褐色土

2 オリーア褐色土

3 黒褐色土

4 オリー7‘褐色土

第46号土壊

1 黒褐色土

2 暗灰黄色上

3 暗灰黄色土

第52号土壊

1 暗灰褐色上

第54号土壊

1 黒褐色土

黒褐色士

第53号土壊

3 黒褐色士

4 黒褐色上

5 オリーア黒色土

第64号土塀

1 黒褐色t

2 オリーア褐色土

第63号土城

1 暗オリー7‘‘褐色十

第65号土凛

1 オリーア褐色土

第67号土壌

1 黒褐色上

2 暗オリづ` 祀色十→

3 オリーア褐色上

第 68号土壌

1 暗灰黄色土

2 オリーア褐色土

第 69号土塀

1 オリーア褐色十．

第81号土城

l 黒褐色土

2 黒褐色土

3 負褐色土

第82号土壊

1 黒褐色土

2 暗灰黄色土

第84号二壊

1 暗灰関色土

黄灰色上

第87号上壊

1 黒褐色土

2 黄褐色十

黄褐色土粒・・焼土粒• 7渭炒
(5~10 mm)・ 炭化物少量

黄褐色土粒・焼土粒．

炭化物粒少量

黄褐色土粒多畠

黄褐色土粒少景

焼土粒少扇・焼土7̀Uック

(5~10 mm)多贔

黄褐色土粒少扇

黄褐色七粒・焼十粒少量

炭化物粒微星

黄褐色上粒多星・黄褐色上

7さ防ク(5~15mm)・焼土7‘‘砂ク

(10~15 mm)少贔

黄褐色tTnック(10~15mm)多塁

黄褐色t粒・焼土粒少醤

黄褐色土粒少塁

黄褐色士T砂ク(10~20mm)少量

黄褐色土粒少鼠

黄褐色土粒少星

黄褐色土粒多呈

黄褐色土粒． 7頂妙

(5~15 mm)多量

黄褐色十粒・焼士粒少禎

贄褐色上粒多昂

黄褐色土粒多畠

黄褐色上粒少鼠

黄褐色上粒少量

苫褐色上粒少星

黄褐色土粒多呈、黄褐色土

7渭ック(10~2OIDlil）少量

黄褐色土粒多忌

黄褐色上7゚砂ク(5~2OIDlil）多星

黄褐色上粒多星

黄褐色七粒少塁

黄褐色土7`砂ク(10~30mm）多量、

暗灰色粘土T防ク(20~30mm）少罷
黄褐色土粒・ア阿ク(5~15mm)少篭

黄褐色土粒少鼠

菌褐色土粒少醤

第 51号士塀

1 暗灰褐色土

第 56号士城

1 黒褐色土

2 黒褐色土

第58号土城

3 黒掲色土

4 黒褐色上

5 黄灰色十△

第77号土壊

6 黒褐色十”

7 黒褐色土

8 黄灰色上

第 126号上壊

9 黒褐色十．

第 57号土壊

1 土層注記無し

第70号土塙

1 灰オリー7` 色土

第71号土塙

1 オリーア黒色上

2 オリーア黒色十

3 オリーア黒色上

第 72号±壊

1 オリーア黒色上

2 オリー7‘‘ 黒色土

第73号上城

1 黒褐色土

2 オリー7‘黒色上

第 74号土讃

1 暗オリーア色上

第88号土壊

1 黒褐色上

2 暗灰黄色土

第93号土城

1 黒褐色t

2 暗灰黄色上

第90号上城

1 暗オリー7‘‘褐色土

第89号土塙

1 黒褐色上

2 暗オリーT褐色土

3 黒褐色土

4 黒褐色土

第 96号士壊

1 暗オリーア褐色上

黄褐色土粒多量

黄褐色士粒• 7渭り(10mm)少量

黄褐色上粒多畠

関褐色七粒． 7屯炒(10mm)少最

黄褐色上粒少犀

黄褐色上粒多昂

黄褐色土粒• Tnック(10mm)少星

黄褐色t粒少星

黄褐色土粒多塁

黄褐色土粒・焼上粒少呈

黄褐色土粒．灰白色粘士7，，防ク

(10~15 mm)少量

黄褐色t粒．灰白色粘土粒少量

黄褐色土粒．灰白色粘土粒・灰色

粘土7，，［ック(5~10mm)少呈

黄褐色上粒少苗、焼上粒・黄褐

色十ア［ック（5-lOmm)若干

苫褐色上粒・黄褐色上7`砂ク
(10 mm)多呈

関褐色:L粒多贔

黄褐色上粒． 7‘、ITック(10mm)社十

黄褐色上粒・炭化物粒少畠

黄褐色士粒・灰色粒少昌

灰色粒•閲褐色土粒多星

黄褐色土粒多星

黄褐色土粒多量

黄褐色上粒少塁

黄掲色上粒． 7`防ク(5~JOmm)少呈

黄褐色土粒． 7さ砂ク多量

黄褐色土粒少星

黄褐色土粒多鼠

黄褐色土粒少岳
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土撰（ 7)

第 94号土壊

1 暗オリーア褐色土

第 25号溝跡

2 黒褐色土

3 オリーア褐色土

第 95号土塙

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 黒褐色土

第 101号土塀

1 黒褐色土

第 97号土塙

1 暗オリー7` 褐色士

第 103号土壊

1 黒褐色土

2 黒褐色十

3 黒褐色土

土職 (8)

第 120号土壊

1 黒褐色土

第 127号士城

1 黒褐色土

2 オリー7゚ 褐色土

第 128号上城

1 黒褐色上

第129号士壊

2 暗オリー7‘‘褐色土

3 オリーア黒色七

4 オリーア褐色上

第 131号土城

1 黒褐色七

2 オリーア掲色上

第 132号土壊

1 黒褐色土

2 オリーア渇色上

十漿 (9) 

第 143号上壊

1 黒褐色土

2 オリーア褐色土

第 144号土城

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 オリー7` 褐色土

第 145号土壊

1 暗灰黄色上

2 暗灰黄色土

第 147号上漿

1 黒褐色上

2 賠オリープ‘‘褐色土

3 暗オリーア褐色十一

黄褐色土粒少屋

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒多量

第 102号土壊

1 オリーア褐色土

第 109号土壊

1 オリー7‘黒色土

2 暗オリー7` 色土

焼土粒． 7̀Uック(10mm)、炭化物少品 3 オリーア褐色土

黄褐色土粒少星

黄褐色士粒多呈

黄褐色土粒多贔

黄褐色上粒少菌

黄掲色土7..0ック(10~30mm)多星

第 112号土塀

1 黒褐色上

第 115号士城

1 黒褐色土

第 114号土塙

1 黒褐色土

2 オリーア褐色＿十

黄褐色土粒． 7`防ク(10~30mm)多忌 ピット 374

黄褐色土7渭ック(10~30mm)少星 3 黒褐色十→

白色粘土粒・黄褐色土粒少届

黄褐色上粒少塁

黄褐色上7`恥ク(10mm)多量

黄褐色土粒多星、焼上粒少菌

黄褐色上粒・焼土粒少星

黄褐色土粒少星

黄褐色土7`砂ク(10~15mm)多量

黄褐色上粒•砂粒少量

黄褐色土粒．）‘0ック(10mm)少苗

黄褐色上粒•砂粒少斌

黄褐色士粒． 7‘‘胴ク(10mm)少量

黄褐色土粒少塁

黄褐色t粒少星、砂粒多星

黄褐色土粒少星

黄褐色土粒． 7` 防ク・砂粒少址

黄褐色土粒少坦、砂粒多贔

黄褐色土7渭砂(10mm)多最

黄褐色t7濯り(10~15mm)多歯

黄褐色土粒少星

黄褐色十7頂ック(10~15mm)多星

黄褐色t7‘‘砂グ(10~15mm)少星

第 133号上城

1 暗オリー7‘褐色土

ピット 400

2 黒褐色上

第 134号土壊

1 黒褐色土

第 137号土壊

1 黒褐色土

2 オリ-7‘褐色土

第 135号上壊

1 黒褐色土

第 138号土壊

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 オリーア褐色上

第 148号上墟

1 黒褐色士

2 暗オリ-T褐色上

3 黒褐色土

4 暗オリーア褐色十

第 146号土壊

1 暗灰黄色土

2 オリー7` 褐色士

第 149号土堀

1 黒褐色土

2 暗オリー7‘褐色＿L

第 150号土壊

1 黒褐色十今

2 黒褐色上

第 151号土壊

1 黒褐色十→

黄褐色土粒少贔

黄褐色土粒多贔、黄褐色土

7̀Uック(10mm)若干

焼土粒微醤黄褐色十粒．

7渭ック少量

黄褐色土粒・ア砂ク(10mm) 

白色粘上粒・黄褐色土粒少星

白色粘土粒・黄褐色十粒少贔

内色粘十粒・黄褐色上粒少星

黄褐色土粒少贔

黄褐色十粒少菌

黄褐色土粒少呈

黄褐色七粒少塁~

黄褐色士粒•砂粒少量

黄褐色上粒•砂粒少墨

砂粒少娯

黄褐色土粒•砂粒少星

黄褐色上7..nり(lOIDIIl）少塁

黄褐色土7‘‘砂ク(5~15mm) • 
灰白色粘十粒少盤

関褐色十粒少品

黄褐色＿十粒少品

黄褐色上Tnック(10~15mm)多足

黄褐色土粒少最

黄褐色土Tnック（10~15mm)少紺

黄褐色上7`町ク(10mm)多塁

黄褐色十粒•砂粒少畠

黄掲色十粒少畠

苫褐色上7屯り（10~15mm)多鼠

黄褐色十7`防ク(10~15mm)少蔽

黄褐色上7‘‘砂ク(10~15mm)多星

黄褐色土粒少鼠

- 70 -

第116号士城

l 黒褐色土

2 オリー7‘褐色土

第 113号上壊

1 暗灰黄色土

2 黒褐色土

3 黒褐色土

第5号溝跡

4 黄褐色土

第 117号上壊

1 黒褐色十一

2 オリープ｀褐色上

第 118号土壊

1 黒褐色土

2 オリー7` 褐色十．

第 119号士壊

1 焦褐色土

2 オリー7‘‘褐色土

第 141号土壊

1 暗灰黄色土

第 142号土壊

1 黒掲色t

2 黒褐色土

3 オリーア褐色土

第 140号土壊

1 黒褐色十今

第 136号士城

1 黒褐色土

第 139号土壊

1 果褐色上

2 オリーア褐色土

第 153号土壊

1 黒渇色士

2 オリーア褐色土

3 オリー7` 褐色土

第 154号土城

1 黒褐色十，

第 156号土漂

1 黒褐色上

2 暗オリーア褐色十一

第 157号上壊

3 黒褐色土

4 賠か）ーア掲色十

5 黒褐色十

第 155号±壊

1 黒褐色土

2 暗オリー7‘褐色t

3 暗オリー7‘‘褐色十

白色粘土粒・黄褐色土粒少星

黄褐色土粒・ア砂ク(10mm)少塁

黄褐色土7渭ック(10~30mm)多昂

黄褐色土7濯yク(10~15mm）多鼠

黄褐色土7‘‘恥ク(10~15mm)少局

黄褐色土粒多蜀

白色粘上粒・黄褐色土粒少星

苗褐色土粒． 7 •， n沙（ 10mm)少量

白色粘土粒．焚褐色上粒少昂

黄褐色上粒． 7‘‘防ク(10mm)少星

白色粘上粒・黄褐色土粒少塁

黄掲色土粒• 7濯汐(10mm)少厨

砂粒多塁、暗オリ-T褐色7屯炒

(10 IlUl1）少足

黄褐色土粒少贔

黄褐色七粒． T防ク、砂粒少岳

黄褐色上粒少呈、砂粒多量

黄褐色t粒•砂粒少星

黄褐色七粒少星

黄掲色土粒•砂粒多呈

黄褐色十粒•砂粒多菌

黄褐色＿十粒少畠、砂粒多畠

黄褐色土粒•砂粒少星

英褐色土粒少量、砂粒多星

黄褐色土粒多菌

剪褐色七粒少塁

黄掲色上粒少坦

黄褐色上粒少量

黄褐色上粒少呈

焼土粒~・黄褐色土7｀恥ク(1 0mm) 

少盤

黄掲色上粒． 7`即ク(10mm)少迅

黄掲色土7屯）ク(10mm)多盤

黄褐色土粒少星
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第62図土壊 (II) 
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第63図 土墟（12)
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上横（ 10) 
第 161号土城 第 167号土壊 第172号土城
l 暗灰黄色土 砂粒多畠 1 黒褐色土 黄褐色土粒•砂粒多景 1 黒褐色土 黄褐色土粒•砂粒多量

第 160号上壊 第 168号土城 第173号土壊
1 黒褐色土 黄褐色土粒•砂粒多醤 1 暗灰黄色土 砂粒多量 1 黒褐色土 黄褐色土粒•砂粒多量

2 オリーア褐色土 黄褐色土粒•砂粒多景 2 暗オリ-T褐色土 黄褐色土粒少呈
第162号上漿 3 オリーア褐色土 黄褐色土粒•砂粒多量
1 黒褐色土 黄褐色土粒•砂粒多量 第170号土壊
2 オリー7` 掲色土 黄褐色士粒•砂粒多量 1 黒渇色土 黄褐色士粒•砂粒多塁 第174号士城

1 黒褐色土 黄褐色土粒•砂粒多量
第163号土城 第169号土墟 2 オリー7‘褐色上 黄褐色土粒•砂粒多醤
1 黒褐色土 黄褐色十粒•砂粒多塁 1 黒褐色土 黄褐色土粒•砂粒多呈
2 オリー7‘褐色上 黄褐色上粒•砂粒多晟 第 177号土城

第178号土塀 1 灰黄色上 砂粒・暗オリー7，，褐色7‘‘n沙
第164号土城 1 オリー7‘‘褐色上 黄褐色t粒少昌、砂粒多塁 (20~30 mm)多贔
1 黒褐色七 焚褐色十粒•砂粒多塁 2 暗灰黄色土 黄褐色土粒少扇、砂粒多塁 2 暗灰黄色土 砂粒・暗オリープ泣褐色7渭ック

(20~30 mm)多星
第165号土壊 第 171号土壊 3 暗オリ-7‘褐色土 黄褐色土7渭ック(20~30mm) 
1 焦褐色土 黄褐色上粒•砂粒多磁 1 黒褐色土 酌褐色土粒•砂粒多贔 少星、砂粒多量

第166号上城 ピット 500
1 黒褐色土 黄褐色上粒•砂粒多塁 2 黒褐色十一 黄褐色上粒•砂粒少昂
2 オリづ` 褐色十一 黄褐色十．粒•砂粒多星

上嫡（ 11) 士城（ 12) 
第 185号土城 第192号士壊 第201号士漿
1黒褐色t 黄褐色士粒・灰色粘土 1 土層注記無し 1 オリーア掲色土 焼土粒少鼠

7`砂ク(20~30mm)少塁 2 土層注記無し

第202号士壊
第 175号土壊 第 187号士壊 1 暗オリー7‘褐色土 黄褐色t粒多塁
1 黒褐色十一 黄褐色士粒•砂粒多塁 l 上層注記無し 2 オリーア褐色土 黄褐色土粒少抵

2 土厨注記無し
第786号土城
1 土居注記無し 第188号土壊
2 士層注記無し 1 オリー7‘黒色上 焚褐色上粒多量
3 土層沖記無し 2 オリー7‘‘黒色七 黄褐色士粒多星、関褐
4 上層注記無し 色上7屯汐(20mm)少星
5 士層注記無し 3 オリー7‘‘黒色土 黄褐色土7̀D沙

(10~20mm)少贔
第 176号土城

l 黒褐色十 黄褐色土粒•砂粒多塁 第184号土城
1 黒褐色土 黄褐色土粒少呈

番号 グリッド 形状 長径(m) 短径(ml 深さ(m) 重複遺構 出士遺物・その他、

99 G-8 楕円形 1.74 1 27 0.05 SJ11・12・21 第25図

122 G-8 円 形 1 08 0 07 SJ11・12・21 第25図

123 G-9 隅丸長方形 1.03 0.54 0.23 SJll。12・21(旧） 第25図

45 G-9 円 形 1.55 1.31 0.27 SJ13・SD 5（新） 第28図土師器甕片・須恵器杯片

108 k-10 隅丸長方形 1 78 0.25 SJ19・SD21（新） 第35図

110 D-8 ィ、整形 3.00 2.30 0.62 SJ20（新） 第36図土師器甕片・須恵器杯片

104 G-7 隅丸長方形 1 35 0 13 SJ26（新） 第40図須恵器杯片

105 G-7 円 形 0.80 0.14 SJ26（新） 第40図

121 F-7•G-7 不整形 2.73 1 70 0 27 SJ28（新） •SK182 第40図七師器甕・杯片・須恵器甕片

181 F-7•G-7 惰円形 0.80 0 64 0.35 SK181（旧） •SJ28 第40図

182 G-7 円 形 0.99 0 12 SJ28・SK121 第40図

183 G-7 円 形 0 88 0.24 SJ27・28 第40図

106 J-9  鶏卵形 1. 31 0.98 0 31 SJ34（旧） 第51図

107 J -9 円 形 0.98 0.18 SJ34 第51図須恵器杯片

1 D-7 円 形 1.10 0.99 0 24 SD5（旧）

4 D-7 円 形 0 79 0. 72 0.12 

5 E-7 隅丸方形 1. 54 1.26 0 20 

2 D-7 円 形 1 37 1.22 0 25 SD3（新） •SK29 （旧）

3 D~7 円 形 0.73 0.60 0 06 SD3（旧）

26 D-7 楕円形 0. 72 0.54 0 18 SD4（新）
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釆m旦勺 グリッド 形状 長径(m) 短径(m) 深さ(ml 重複遺構 出七遺物・その他

29 D-7 隅丸長方形 2.35 1 19 0 30 SK2（新） •SD2 須恵器杯片

6 E-7 円 形 1.11 1 05 0.17 

8 C-6 円 形 0.59 0.24 ， C-6・7 西0.42X026m東0.43 XO. 36m十師器甕片

10 C-7・D-7 楕円形 0 93 0.70 0.27 

16 I -13 円 形 1 11 0 19 SD5（新）

12 D-6•7 円 形 0.79 0 72 0 12 土師器甕片

17 I -13 方 形 0.50 0.16 SD5（新）

11 E-8 楕円形 1 10 0.63 0.29 SD5（新） 須恵器杯片

19 E-8 楕円形 1 23 0 58 0 32 SD5 

50 E-8 隅丸方形 0.48 0 41 0 26 SD5 

13 G-10 円 形 1.09 0.96 0 43 SD5（新）

14 G-10 0 90 0 39 SD5 

15 H-10 円 形 1 23 0 12 SD5（新）

18 E-8 楕円形 0 96 0 55 0 24 SD5 

20 F-8 円 形 1.37 1.12 0.23 

21 I -]0 円 形 1.10 1.10 0.22 

22 J -10 円 形 1 23 1 12 0 17 

23 J-10 円 形 1.14 1.09 0.19 七師器甕片

24 G-7 円 形 1.26 1.12 0.36 土師器甕片・須恵器杯片

28 D~7 楕円形 0.78 0.54 0.22 SD 3 • 5 上師器梨。j:不片

27 F-9 円 形 0.89 0.71 0 20 SD5（旧）

31 G-10 円 形 1.19 1.17 0 48 

30 F-9 円 形 0.62 0.40 SE 7（新） •SK47·SD 5 

47 F-9 楕円形 0.94 0.52 SK30・SE 7 ・SD 5 

32 D-7 楕円形 1.04 0.78 0.31 SD 7 ・SE 1 

33 D-7 • E-7 円 形 1 68 0.22 SD6（新）

38 E-8 円 形 0.65 0.63 0.16 土師器甕片・須恵器杯片

37 D-8 長方形 1.18 0.59 0.13 SD14 

40 E--8 不整円形 1.60 0.64 0 18 上師器甕片

39 D-8 • E-8 楕円形 0.86 0.48 0 12 

43 E-8 楕円形 0 67 0 49 0 32 

44 E-8 円 形 0.62 0.59 0.16 

49 F-8 円 形 0. 72 0.66 0.19 

48 E -8. 9 楕円形 2.14 1.23 0.41 七師器甕片・須恵器甕・杯片

46 D-8 楕円形 1 39 0.75 0 11 SD14（新）

52 0-26 円 形 1 49 1 23 0 18 

53 E-8•F-8 円 形 0.81 1.40 SK54（新） 土師器甕•土不片・須恵器甕・杯片

54 E-8 円 形 1 08 0.97 0.33 SK53（旧） 土師器甕・J不片・須恵器杯片

51 0-26 楕円形 2.90 1.06 0 19 須恵器杯片

56 F-10 円 形 1 06 0 88 0 28 SK58 • 126 • 77 上師器杯片・須恵器甕片

58 F-10 • G-10 円 形 0 89 0 84 0 20 SK128（旧）

126 F-10. G-10 | ll 形 0 86 0.84 0 29 SK58（新）

77 F-lO•G-10 楕円形 0.98 0 77 0 34 SD55（旧）

57 F-10 円 形 0 79 0.76 0.12 

55 F-10 円 形 0 84 0.71 0.16 

62 G-11 円 形 0 84 0.82 0.20 

59 F-10 | ll 形 0 92 0 85 0 14 

60 F-10 円 形 1 15 1 08 0 12 須恵器甕片

61 F-11. G-11 円 形 0 89 0 21 七師器甕片

64 I -13 円 形 1.11 1.08 0.23 

63 G-11 円 形 1.10 0.93 0.14 
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番号 グリッド 形状 長径(m) 短径(m) 深さ(m) 重複遺構 出上遺物・その他

65 F-10 円 形 1.14 0.88 0.13 SD54 須恵器甕片

66 M-13 楕円形 1 99 0 43 0.18 

67 H-12 円 形 0.73 0 08 SD18 

68 H-l2 円 形 0.74 0 71 0.16 

69 H-12 • I -12 円 形 0.75 0 71 0.08 

70 H-12 • I -12 円 形 0 78 0.70 0.14 

71 H-13 円 形 0 78 0.68 0 21 

72 H-8. I -8 円 形 1.09 1 07 0.17 須恵器杯片

73 I -8 円 形 1 26 1 01 0.17 須恵器杯片

74 1-9 円 形 0.88 0.82 0.13 

75 I -8 円 形 0.88 0.73 0 16 

78 H-10 円 形 1.03 0.97 0.10 

79 G-9 円 形 1 00 0 97 0.11 

83 D-11 P l 形 0.56 0.55 0.05 
76 H-13・ I-13 円 形 1.00 0.95 0 18 

80 G-11 円 形 0.93 0.84 0.08 

81 F-13 棺円形 1. 21 0 51 0.34 SD18 

82 E-13. F-13 方 形 1 08 0 16 

84 A-7 不整形 1.34 1.25 0.56 

87 H-13 円 形 0.69 0.64 0.17 

88 F-13 隅丸方形 0.59 0.43 0.15 SD15 

93 I -11 隅丸長方形 1 44 0.24 SD20（新）

90 E-9•F-9 円 形 0.67 0.61 0.10 

89 k-11 円 形 1.14 1 06 0.18 

96 H-9 隅丸長方形 0.76 0.56 0.12 

92 E-8 円 形 1.07 0 95 1.42 

94 J -11 楕円形 1.22 0.06 SD25（新）

95 G-8 円 形 1.16 0.95 0.25 土師器甕・i不片・須恵器甕・蓋片

101 G-7 円 形 1.06 0.91 0.27 SD20 

97 H-9 楕円形 1 00 0 36 0.13 

103 I -8 楕円形 1 43 0 38 0 29 SD17 

102 H-8 楕円形 0.44 0 14 

109 ] -9 楕円形 1.02 0.42 SD21 (IR) 

112 K-15 円 形 0 76 0 72 0 17 

115 K-16 • L-16 円 形 0.70 0 63 0 24 

114 K-16 円 形 1.00 0.92 0.26 

116 L-16 • 17 円 形 0.89 0.13 

113 J -16 楕円形 2 00 0.96 0.41 SD5（旧）

117 L-17 円 形 0.84 0 71 0.13 

118 L_17 円 形 0.85 0 73 0.12 

119 L-17 円 形 0.68 0.65 0.12 

120 L-17 円 形 0.82 0.76 0.15 

127 F-8 円 形 0. 72 0 65 0 17 

128 G-]1 円 形 0.87 0 78 0 14 上師器甕片

129 G-11 隅丸長方形 1. 93 0.95 須恵器甕片

131 L-17 円 形 0.67 0.66 0.10 

132 L-17 円 形 0.81 0.75 0.19 

138 L-19 円 形 1.03 1.00 2.01 

133 M-18 I l l 形 0.69 0.56 0.09 

134 M-18 円 形 1.11 1.02 0.13 SD38（旧）

137 L-19 柘円形 0.96 0.32 土師器甕片

135 M-18 円 形 0.68 0.63 0.12 
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釆mー，勺L グリッド 形状 長径(m) 短径(m) 深さ(m) 重複遣構 出上遣物•その他

141 Q-24 円 形 0.74 0.70 0.21 

142 P-24 • Q-24 円 形 0 80 0.70 0.23 

140 N-20 長方形 3 38 1. 73 0.07 七師器甕片・須恵器杯片

136 K-18 • 19 楕円形 1.18 0. 72 0.27 

139 N-18 円 形 1.15 1.09 0.24 

143 P-24 円 形 0 77 0.13 

144 P-23 円 形 0 76 0.72 0.18 

145 Q-25 • R-25 長方形 2.61 0.64 0.22 

l47 0-22 不整円形 1.13 0.87 0.54 

148 0-21 楕円形 1 18 0 85 0 52 

146 Q-25 • R-25 長方形 2 07 0.50 0.10 

149 N-21 双円形 1.29 0.55 0.91 

150 0-21 楕円形 1.35 0.76 0 52 

151 M-20 方 形 0 70 0.62 0.14 

152 N-20 円 形 0 69 0.65 0 21 

153 N-20 楕円形 1 00 0. 77 0.20 

154 0-21 隅丸方形 0.20 0.24 SD20（新）

156 0~19 楕円形 1 83 0 32 0.12 

157 0-19 楕円形 1 88 0 64 0 20 

155 0-19 楕円形 0.95 0 80 0 18 

161 N-18• 0-17・18 楕円形 1 69 0 37 0.08 

160 N-18 円 形 0.76 0.69 0 22 

162 N-18 円 形 0.87 0 80 0 18 

163 N-17 円 形 0 76 0 69 0.11 

164 M-17 円 形 0.91 0.90 0.21 

165 N-17 円 形 0.87 0 83 0.26 

166 M-17 円 形 0.74 0 70 0 15 

167 N-17 円 形 0.73 0.70 0.14 

168 N-16 P ] 形 0.49 0 43 0.09 

170 L-15 円 形 0.75 0.69 0.17 上師器甕片

169 L-15 円 形 0.75 0.74 0.23 

178 P-19 円 形 0.65 0.59 0.44 SD21 

171 L-15 円 形 0.76 0.75 0.18 

172 M-18 円 形 0.96 0.83 0.12 

173 K-17 • L-17 円 形 0 79 0.76 0.47 

174 K-17 • L-17 円 形 0.63 0.62 0 22 

177 N-21 長方形 0.78 0.82 SD47 

185 J -16 円 形 0 79 0.69 0.36 SD59 

175 k-17 | l_] 形 1.06 1.00 0.15 

186 L-14 円 形 0.86 0.83 1.02 

176 K-17 楕円形 0 70 0 67 0.10 

192 J -15 円 形 0.58 0.47 0.04 

199 N-15 楕円形 0 41 0 40 SD21 

187 Q-20 楕円形 1 10 0 54 0.12 

188 M~13·14 不幣形 SK189・190・191 南北260X東西3.40m

189 M-13・14 SK188・ 190。191

190 M-13 • 14 SK188・189・191

191 M-13 • 14 SK188・ 189・190

184 J -16 不整楕円形 2.42 0 16 SD5 

201 K-14 • L-14 長方形 4 80 1 58 0 08 須恵器杯片

202 L-17 円 形 0.81 0.13 SE16 
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第29• 38 • 48 • 72 • 86 • 95号土壊出土遺物観察表（第64図）

番り 器種 ロ径 益99 9 ！ 古向 底径 胎土 焼成

1 杯 (11.8) 4.0 (6.2) W針 A 

2 昇： 10 8 3 8 4.8 BRW C 

3 高台付椀 04.6) 5.7 (8.6) w A 

4 羽 釜 (18.8) (9.4) BRW C 

5 甑 (20.4) (13.8) 4.8 BW片 B 

6 杯 (2.1) 6.8 W針 A 

7 況； (12.9) (3.6) W針 B 

8 杯 (13.8) 4.6 (8.0) BRW A ， 刀 子

4.井戸跡
発見された23基の井戸跡は調査区全体に散在し、そ

の配置に綿密な計画性を窺うことはできない。強いて

いえは、群集するピットの周辺に所在する傾向がある

が、両者の関係は明確ではない。

遺物は第 3 • 4 • 6 • 11 • 13 • 16 • 20 • 21 • 23号井

戸跡から住居跡出土遺物と併行する時期の土師器片・

須恵器片が、第 8 • 10 • 12 • 14 • 15号井戸跡から中祉

土器片や常滑片が出土している。しかし出土遺物の殆

どは小破片であり、また人為的に埋め戻された状況も

井戸跡

釆国方ロ グリッド 形状 長径(m) 短径(m) 深さ(m)

1 D-7 円 形 1.49 1.45 2.88 ， D-7 円 形 0.80 2 03 

2 F-9 円 形 1.10 1.04 1.52 

4 H-10 円 形 1.46 1.36 1 47 
こ'う） F-9 円 形 1.37 1.32 

5 H-11 円 形 1.13 1.07 1.52 

6 H-11 隅丸方形 1.60 1 39 1 99 

7 F-9 円 形 0.92 0.86 1.28 

8 H-11 楕円形 1. 76 1.50 2.01 

10 I -13 円 形 2.09 1. 90 1. 97 

1 1 E-8 円 形 1.18 1.00 1.24 

12 D-11 楕円形 1.44 1.26 1.62 

13 J -14•K-14 円 形 2.70 2.39 2.26 

14 J-15 • 16 隅丸方形 1. 78 1.67 1.83 

15 K-17 円 形 1.52 1.35 1. 93 

16 L-17 円 形 1 14 1.01 1. 73 

17 L-16 1リ 形 1.67 1.63 1. 90 

19 Q-24 円 形 1.33 1. 22 1.36 

20 Q-24 円 形 1.00 0 90 1.37 

22 0-22 円 形 1.09 0.98 1.43 

23 F-9 円 形 0.88 0.82 1.27 

18 L-16 隅丸方形 1.23 1.17 1. 94 

21 P-23 円 形 1.63 1.60 1.50 

色 調 残存率 備 考

灰色 10 SK29南比企産

褐灰色 95 SK38 No. 7 

灰白色 50 SK38 No. 2施釉漬掛静岡産（東遠江）

5 SK38 No. l 

褐色 15 SK38 No. 3 • 4 
灰色 20 SK48 Nol0・12・23南比企産

灰色 5 SK72南比企産

にぶい黄橙色 10 SK95内面黒色処理

SK86 SJ12内(4.4)X 1 0cm 8.54 g 

看取できるため、遺物の時期がそのまま井戸跡の時期

を確定するとは限らない。

第6号井戸跡からは、明瞭に加工痕を残す熔結凝灰

岩45点が検出されている。井戸跡の石組としては数量

的に少なく、井戸廃絶段階での石組石材の持ち去り、

木枠井戸の枠の支えや押さえとしての使用、地表面付

近の井戸に関わる施設に用いられた石材の井戸内への

落下、人為的な投棄などが考えられる。

重 複 遺 構 出上遺物・その他

SJ11 ・SD14-SK35(1R) ・SD 1 • 7 ・SE 9 ・SK32・34 
SJ 1。SK35（旧） •SDl·SEl 

上師器甕・須恵器甕片

須恵器甕．杯片

SD5（旧） 上師器杯片・須恵器甕片

SD 5 ・SK30（旧） •SK47 

須恵器甕片・中批土器片

中世土器片

土師器甕片・須恵器甕・i不片

中世七器片・山荼椀片•青

磁碗片

須恵器甕・蓋片

中世七器片

常滑甕片・山荼椀片

SK202（旧）

須恵器甕片・中世土器片

須恵器甕片

須恵器甕片

須恵器甕昇片
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第65図 井戸跡 (I)

第1• 9号井戸跡

|
‘
-

第2号井戸跡 第4号井戸跡

A 1 6. 0 0 A
 

B 8』

SJ 1 SE 9 

2m 

A ・-

ロ--A. 

A 

第3号井戸跡

A 

A' 

_A  

第 1号井戸跡

1 黒褐色土

第2号井戸跡

1 黒褐色土

2 焦褐色上

3 黒褐色上

4 暗オリーア色土

5 オリー7` 黒色上

黄褐色上粒• 7濯炒

(5~15 mm)少量

黄褐色上粒・焼士粒少屋

黄褐色土7渭炒(5~10mm)少量

黄褐色土粒多塁

黄褐色十7，，りック(5~10mm)多星

黄褐色、十粒微塁

黄褐色t粒• 7渭ック
(5~10 mm)少塁

A 

跡

ー

ロ

ー

戸井号5
 
第

A 

第3号井戸跡

1 黒褐色土

2 灰色上
3 灰色土

4 暗オリー7‘‘色七

5 オリーア黄色土
第4号井戸跡
1 黒褐色土

2 黒褐色上

3 黒褐色土

4 暗灰黄色十

5 暗灰黄色土

第1• 14号溝跡
1 黒褐色土
2 黄褐色土

2 黒褐色土

黄褐色七7‘Uック(30mm)を西から 3 黒褐色土

50~80cmの位置に多星、 4 オリーア褐色土

焼上粒(1~2mm)若十 5 灰オリー7` 褐色十

黄褐色土塊(30mm)微星、黄褐色土第5号井戸跡

7渭沙（10~20mm)・焼土粒(5mm) 1 黄褐色土

若干、灰白色粘七少星

黄褐色土粒． 7‘‘砂ク(10~20mm) 

多星

黄褐色土粒・焼土粒(1~Zmm) 

黄褐色上粒•砂粒

A 

一；

2 黒褐色土
3 オリー7‘褐色土

4 暗オリー7‘褐色上

黄褐色十．粒• 7渭炒(50mm)多量、

焼土粒(2mm)若 I•

黄褐色土粒． 7..防ク(20mm)多斌

黄褐色十粒• 7渭沙(10mm)多量

砂粒・鉄分若干

鉄分若干

黄褐色上粒• 7渭ック(10~30mm) 

多昌

黄褐色土粒． 7̀砂ク(10~15mm) 

多量

黄褐色土粒少鼠

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土7渭沙・黒褐色7`じック

多娼

黄褐色土粒多量

黄褐色土7呵沙(10~30mm)多星

黄褐色土7濯汐(10~30mm)多蘇

- 79 



第66図 井戸跡 (2)

第6号井戸跡 第7号井戸跡

A 1 6 0 0 
ー今 A 

SD5 

|
、
一

第8号井戸跡

又

□
 

¥4 

—. 

第10号井戸跡

［ 

f_ A' 

—•’ 

第11号井戸跡

ロ

第6号井戸跡

1 暗黄灰色土

2 黒褐色土

3 黒褐色上

4 暗オリー7‘褐色上

5 暗オリー7‘褐色土
6 オリー7` 褐色土

焼土粒少量、黄褐色上7‘リック
(10~30 mm)多星

黄褐色土粒・焼土粒少品

黄褐色上粒少畠

黄褐色上粒． 7屯ック(5~10mm) 

多量

黄褐色土粒少星

黄褐色土粒• 7濯炒(5~10mm) 

少呈

0 2m 
1,  1 

第12号井戸跡

又

¥4 

A-- A 

第7号井戸跡

1 黒褐色土

2 黒褐色上

3 暗灰黄色上

第8号井戸跡

1 黒褐色土
2 黒褐色土

3 暗オリ—T褐色七
第 10号井戸跡

1 黒褐色士
2 黒褐色土
3 黒褐色土
4 暗オリー7‘褐色土
5 灰オリー7‘‘ 色上

6 灰色七

第11号井戸跡
1 暗灰黄色上

黄褐色土粒． 7渭炒(5~10mm) 

少量

黄褐色土7、Pヅク(5~10mm)多量
黄褐色土7‘防ク(15~20mm)多量・

黄褐色上粒少景

黄褐色上7‘‘砂ク(20~30mm)少塁
黄褐色土7，・〇ック(20~30mm)多畠

2 暗オリー7‘褐色士
3 黒褐色士

4 黒褐色土

第 12号井戸跡

1 暗灰黄色土

2 オリー7‘黒色土

黄褐色土粒． 7`0ック(10mm)少塁 3 黄褐色土
黄褐色土粒． 7さuック(5~10mm)多塁 4 暗オリーT褐色土

黄褐色土粒多呈
黄褐色上粒． 7̀砂ク(5~10mm)多量 5 黒褐色土
黄褐色士粒多呈

貨褐色土粒•砂粒

黄褐色土粒． 7→0ック(5~20mm) • 
灰白色粒・焼十．粒少星

7
 

暗か）一7‘‘褐色七

青黒色上

黄褐色土粒少塁
黄褐色土7‘恥ク(20~30mm)少景
黄褐色土粒•砂粒少量

焼土粒． 7w、yク(5~10mm)・黄褐
色土粒・炭化物・灰白7ゞじック

(15~30mm)少星
黄褐色土粒多量、焼土粒・黄褐

色士7頂ック(5~10mm)・炭化物粒少犀
黄褐色上粒少星、黄褐色上7ゞUヅり多塁
黄褐色土粒． 7`阿ク(5~15mm)少量、

焼土7̀nック微量
黄褐色t粒．灰白色粘上7‘0ック
(10~30mm)少蘇
灰白色粘土7さ胴ク(10~30mm)• 
黄褐色土7渭ック(10~20mm)多畠
黄褐色十7̀nック(10~20mm)少量
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第67図井戸跡（ 3)

第13号井戸跡 第14号井戸跡 第15号井戸跡

／ 卜

／ ゃ・

， ， 口c ~ -¥) ］ 
I 

＼ ＼ 

> /  ¥ ＼ 

汽／

＼ ／  ,;/ 

¥S・ A ―¢ A A' 

A二上• O O _ A  

B 

第 13号井戸跡

1 暗オリー7‘褐色土 黄褐色土粒、灰白色粘土7ゞp、yク(20mm)少鼠

2 黒褐色土 灰白色粘土7‘恥ク(20mm)少星、砂粒多蘇

3 暗灰黄色士 黄褐色土粒少監

4 黒褐色土 黄褐色土7冴り(20~30mm)少星、砂粒多景

5 オリーア褐色上 黄褐色土粒． 7，，砂ク(10~30mm)少蜃

第 14号井戸跡

1 暗オリー7‘褐色土

2 暗オリーア褐色土

3 オリーア掲色土

4 暗オリー7ゞ 褐色土

5 が）ーア黒色土

6 暗灰黄褐色土

7 オリー7‘褐色土

8 オリーア黒色上

第 15号井戸跡

1 暗オリゴ` 褐色土

2 オリーフ` 黒色七

3 オリーア黒色土

4 籾ーア黒色上

5 灰オリー7‘ 色土

第16号井戸跡

A 

黄褐色土粒．灰白色粘土7‘0ック(10~20mm) • 

炭化物7`砂ク(10~20mm)少量

黄褐色土粒• 7濯炒(5~30mm)多量

黄褐色土粒少最、黄褐色七Tn汐

(20~50 mm)多品 第 16号井戸跡

黄褐色上粒．）冴り(10mm)少械 1 黒褐色上

黄褐色土7‘‘砂ク(10~15rnm)多星

黄褐色土粒． 7ゞ恥ク(10~20mm)多畠 2 黒褐色土

黄褐色土7渭炒(10~15mm)多霞

黄褐色上7卜0り(10~15mm)少畠 3 黒褐色士

｝ ー

マ／

SE16 SK202 

6 5 

A 

第17号井戸跡

ーゃ．

A_  A
 

黄褐色土粒． 7ゞ防ク(10mm) • 

焼上粒少畠

黄褐色土粒• 7渭沙(10mm)、

灰白色粘土7濯yク(20mm)少燥

炭化物粒多岳

黄褐色土粒． 7̀防ク(10mm)少坦

粘土・砂粒・黄褐色上粒少犀

4 暗オリー7‘褐色土

第 202号土壊

5 暗オリーア掲色上

6 オリーア褐色土

第 17号井戸跡

黄褐色土粒多星、黄褐色十 1 黒褐色士

7呵沙(20~30mm)少星

黄褐色上粒・黄褐色上7‘nック 2 黒褐色土

(10~30 mm)多塁 3 か）ーア褐色土

黄褐色土粒少屋、黄褐色土 4 黄褐色土

7`防ク(10~30mm)多量 5 黒褐色上

贄褐色＿十7渭ック(10~15mm)多盤 6 暗オリーア褐色土

7 オリー7‘褐色上

黄褐色士粒多築 8 暗灰黄色士

黄褐色土粒少塁 9 暗緑灰色上

゜

黄褐色土粒・焼土粒少塁、灰白

色粘土7冴沙（10~30mm)多塁

灰白色粘土ア砂ク(10~30mm)多鼠

黄褐色土粒少量

黄褐色士粒少塁

黄褐色上粒．灰臼色粘土粒少星

黄褐色土粒． 7`砂ク多鼠

黄褐色土ア恥ク(20~40mm)多贔

黄褐色土TOック(10mm)多量

砂粒粘付強

2m 
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第68図井戸跡 (4)

第19号井戸跡 第20号井戸跡

ロ］／］ Aーロ
A l 6 0 0 A A -A』

第18号井戸跡

マ／

マー

第22号井戸跡

シ ロ」

A ー：

第23号井戸跡

,/0>  

A 瓦`

第21号井戸跡

ヘ
/---¥ 

口
＼ 

£＼ . 

A' 

A---

第18号井戸跡

1 黒褐色上

2 黒褐色土

3 暗オリーア褐色十一

黄褐色土粒多星、黄褐色土7‘0ック(10~20mm)少星

黄褐色ナ粒・灰白色粘上ア砂ク(20~40mm)少量

黄褐色上粒．灰白色粘土7‘恥ク(10~20mm)少贔

_A: 

2m 

第 19号井戸跡

1 オリーア黒色七 黄褐色土7‘’nック(10~30mm)多量

2 オリーア黒色土 黄褐色十7‘砂ク(10~15mm)少畠

3 オリーア黒色土 菌褐色土7,.0ック・黄褐色土塊多星

4 オリー7"黒色土 黄褐色土7"砂ク・黄褐色t塊多屋、砂粒少星

5 が）ー 7` 色七 黄褐色土粒・黄褐色士塊多坦、砂粒少量
6 暗オリー7"色上 黄褐色土粒.7.• リック (10mm)少星、砂粒多量

第20号井戸跡

1 黒褐色土 黄褐色土粒． 7＂nヅク(10~20mm)・炭化物粒少星
2 黒褐色土 黄褐色十7"砂ク(10mm)少量

3 暗灰黄色土 黄褐色土7渭ック(10~20mm)多蘇
4 オリー7''黒色上 黄褐色土粒． 7•,n ック (10~20mm)多箪

5 暗灰黄色土 黄褐色土7"砂ク(10~20mm)多塁

6 オリー7` 黒色土 黄褐色上粒• 7"0ック少忌
7 オリ-7"褐色上 黄褐色土7 ，•恥ク (10~40mm)多呈、砂粒少泣

第21号井戸跡

1 焦褐色上 黄掲色上粒．灰色粒多星、黄褐色土7•, じヅク

(10~15 mm)・ 砂粒少星

2 黒褐色土 黄褐色土粒．灰色粒多晟、黄褐色土7湘炒

(10~15 mm)少量

3 黒褐色上 黄褐色土粒• 7"Eック少最、砂粒多量

4 オリー7"褐色土 黄褐色十粒・ア砂ク少星、砂粒多鼠

5 オリー7‘褐色上 黄褐色土粒•砂粒多忌

第22号井戸跡

1 黒褐色土 黄褐色土7"砂ク(10~15mm)・灰白色粘上7渭ック

(10~20 mm)少藷

2 黄褐色土 焚褐色上7渭ック(30~50mm)• 黒褐色土7`0沙

(20~30 mm)多量

第23号井戸跡

1 暗オリ—T褐色＿十 黄褐色土粒多鼠、黄褐色土7渭ック（10mm)少星
2 暗オリー7‘‘褐色土 黄褐色土粒少呈

3 暗オリー7"褐色土 黄褐色土粒少品、黄褐色土7'‘砂ク

(10~15 mm)多量

4 オリー7"褐色土 黄褐色土粒． 7凋炒(10~20mm)多星

5 暗オリー7"褐色土 黄褐色土7`防ク(10~20mm)少屋

6 が）ーア褐色土 黄褐色土7渭ック（10~20mm)少塁
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第69図 井戸跡出土遺物

第6号井戸跡
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第6。|0• 13号井戸跡出土遺物観察表（第69図）

I~三□：ロロ□ ! ! 

色調

褐灰色

残存率 備 考

勺l三喜誓□□9言lgこ指頭脹あり
SElU 13. 3 x 10. 2cm 707. 34 g 
SE13 (12. 5) x (8.1) cm 593. 78 g 

5.溝跡
第1号溝跡（第4図、第70図）

D-7、E-3 & 7クリj，ヽに紅置し、北4叫が］開

堀り水路、附俯か胴査遼外にある。治2・'.lゑ！t.'.'

7, 9号溝跡とヤ；し 第5• 14号溝闘と交差する。

第1号住居跡、第l,9号井戸跡、第35号卜塙と重複

し、新旧閏係は第9乃溝跡よ，）も先行し、第1号1打習

岡よりも妍しし、。況長は幅0.9三 0.28m、深さ0.41~

0.10m、走行力位N-38-Eを測る。溝底は北から南

に約0.5％の知斜をらってドI)、D-7グリッドには

長さ4.4mにわたり、深く掘り込まれた箇所がある。遺

物は図示し得ないが、土師器甕片、須恵器甕．j:ネ・長

頸壺片、中世土器鉢．椀片が出土している。

第2• 9号溝跡（第4図、第70図）

D-7 • E-7グリッドに位置し、北側が千間堀水

路、南側力哺訃査区外にある。第1• 3 • 4 • 6 • 7号

溝跡と平行し、第5• 14号溝跡と交差する。第2号溝

跡が第5号溝跡と交差する箇所から南側では、第2号

溝跡の延長上に第9号溝跡が走り、第2号溝跡は第5

号溝跡と交差する箇所で屈曲して第9号溝跡に平行す

る溝跡として調査されている。土層断面の観察は行わ

れていないが、平面的な位置関係からは、第9号溝跡

を第2号溝跡を掘り直した溝跡とし、交差する第5号

溝跡以南の第2号溝跡は異なる溝跡と捉える方が理解

しやすい。

第2号溝跡の規模は輻0.77~0.22m、深さ0.45~

0.07m、走行方位は第5号溝跡と交差する北側がN

-45°-E、南側がN-37°-Eを測る。溝底レベルはほ

ぼ一定である。第29号土壊と重複する。遺物は図示し

得ないが、土師器甕、須恵器杯片、常滑甕片が出土し

ている。

第9号溝跡の規模は幅0.87~0.63m、深さ0.44~

、).32m、日［万位N-:唸°-Eを測る。溝底レベルは、

¢jば‘ー一定である一，重複する第1号溝跡よりも祈しい。

出上追闘：よなハ。

第3号溝跡（第4図、第70図）

D-7グリッドに位置し、北側か千間堀水路にある。

第1• 2 • 4 • 6 • 7 • 9号溝跡と平行し、緩やかに

カーブしながら第5号溝跡と乖直に交わり、第14号溝

跡と交差する。第2• 3 • 28与土壊と重複し、新旧関

係は第3号土塙よりも先行し、第2号土壊、第5号溝

跡よりも新しい。規模は輻0.67~0.27m、深さ0.29~

0.09m、走行方位N-45°-Eを測る。溝底レベルはほ

ぼ一定である。出土遺物はない。

第4号溝跡（第4図、第70図）

D-7 • E-7グリッドに位置し、北側が千間堀水

路、南側力鳴査区外にある。第1・2・3・6・7・

9号溝跡と平行し、第5• 14号溝跡と交差する。第26

号土壇と重複し、新旧関係は第6号溝跡よりも先行し、

第26号土壊よりも新しい。規模は幅0.74~0.38m、深

さ0.25~0.05m、走行方位はN-28°-Eを測る。溝底

レベルはほほ‘一定である。遺物は図示したほかに、土

師器甕片、須恵器甕・杯片、常滑甕片、青磁椀片が出

土している。

第6号溝跡（第4• 11図、第70• 77図）

B-9 、 C-9 、 D-7• 8、E-7、F-7グリッ

ドに位置し、南北ともに調育区外にある。 B-9、C

-9、D-8グリッドで2条の溝跡が、 D-7グリッ

ドで合流したものである。規模は合流したE-7グ

リッドでは輻2.65~2.10m、深さ1.16~0.88m、走行

方位N-3T-Eを測る。 2条の溝跡が平行する B

-9、C-9グリッドでは西側の溝が幅1.83~1.68

m、深さ0.32m、東側の溝跡は輻1.35~1.22m、深さ
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第70図 溝跡断面図（ I。第 4辺）

第3号海跡 第3• 5号溝跡第1• 2 • 9号溝跡
A二上~ 0 0 _A' B 8 

P rt 1 1 

c_ -g 
第4• 6号溝跡
D 

一
SDI 

第5号溝跡 第5号溝跡

F _F  G 

p,9 62 

第14号溝跡 第20号溝跡

l J_  

第9号溝跡 A-A' 

1 黒褐色上 炭化物粒多品、説士若f

S05 SO3 

第14号溝跡
G H H 

第23号溝跡
K K 

第6号溝跡 E -E' 

第4• 6号溝跡
E 

S04 

第5号溝跡 F -F' 

SD 6 

1 坦囮色上 黄褐色上粒少鼠

E' 

2 黒褐色士 炭化物若1、K凡十粒多泣

1 黒 色 上 S04 7~) iいを記行する、

閲色粕iた＿T-が混人 2 哨灰虻色士 黄褐色士粒少量、贄褐色土7̀E沙

3 黒褐色七 炭化物・次見上を苫干

4 黄灰色上 黄灰色粘上梧、英褐色上若干

5 黒褐色士 焼土粒多星、炭化物若！

6 褐灰色土 炭化物・黄褐色土若干

7 黄褐色土 地山の崩れ、焼士若干

8 暗褐色土 黄褐色十・黄灰色粘土汎多品

第1号溝跡

9 褐灰色土

10 褐灰色七

11 黒褐色土

12 暗褐色上

13 にぶい贄褐色土

14 にぶい黄褐色七

15 にぶい黄褐色士

16 黒褐色土

第2号溝跡

17 黒褐色土

18 褐灰色上

第3号溝跡 C-C' 

黄褐色t．焼土若干

黄褐色上若干

黄褐色上多堡、焼十若丁

黄褐色土・焼十若干

地山の崩れたもの

黄褐色土多臣

黄褐色上多量、灰化物ど 1

茄褐色土・砂質＿t若I-

黄褐色上混入

焼土粒若干

1 黒褐色土 黄褐色土拉少塁

2 暗灰黄色土 黄褐色土粒少呈、黄褐色上70砂

(5~lDIDlil)多塁

3 オリーア褐色上

第5号溝跡

4 黒褐色土

5 暗灰黄色土

6 オリーア褐色土

黄褐色土粒少輩

黄褐色土粒少星

黄褐色土粒少星、黄褐色t7リック

(5~10mm)多醤

黄褐色土粒少呈

2 にぶい黄色七

3 灰黄色t

4 暗灰黄色」

5 焚灰色t

6 黄灰色工

＇「黒褐色t

樹灰色上

朗掲色土

助褐色十

11 F1,｛灰黄色」

l2 関灰色上

i 3 釦色t~

14 褐灰色」・

15 I火貸褐色＿一

渇賠杓—7褐色上

17 賽出色し

i5 褐i火色

褐灰色上

20 にふい黄橙色「~

第4号溝跡

21 患褐色十

22 黒褐色 L

23 黒褐色士

24 褐色寸•

25 賠褐色上

幼 にふい黄褐色オ

0.68~0.61mである。溝底は北から南へ約1.6％の傾

斜をもって下る。第 1• 2。3• 4 • 7 • 9号溝跡と

平行し、第5• 14号溝跡と交差する。重複する第2号

住居跡、第33号土壊、第4号溝跡よりも祈しい。退物

は図示したほかに、土師器甕。杯片、須恵器甕・長頸

壺．蓋・杯片、常滑甕片、中世士輩昇砕汀が出上してい

1屈，り':古い溝状迫構、

やは，，り[4(1) {i心を 1層

の構と長＿，ながら蛇行する

炭化約方一-dF・、鉄分多犀
黄砲ょ•＋ゎ・欽分多星

玖分夕砥、炭化物若干

咲分・んも＿·.炊化物等多~讚

的、］，多琺、焼上若干

鉄分多拉、焼i:.炭化物若干

黄妃色土粒・焼十多塁

鉄分多足

鉄分晶入 炭化物若干

或刀ぶ入~ 焼t多掛・

妖分；，

仄ヵ；＿ ｝ m［ふ且人
的、ノJt＿三 、足化物矛，l-

知し杉ね

鉄匁忽こ：

欽分多汲、緑出片オ与等か出＿I:

水分多遠、仄化物若干

9_kグi、・粒の珊かい粘上・

鉄分多呈

地山の和芝若干

地山祠含まない

地山拉及び炭化物を若干

地山粒を多呈

地山の粒多築、焼上を若干

砂分多塁、ほとんと黄褐色七に近

いか、炭化物・鉄分多量

る。

ピり卜§? G -G' 

1 黒朽色土

2 オリー7‘‘褐色土

(5~10mm)多星

黄街色土粒少一

黄褐色七粒少址

第 1i号渭跡 H-i!' 

し 忠図色i 虹褐色十粒少蜀

2 オリ -7 渇←：上~ 閃褐色上粒多泣

第 14号溝跡 I -I, 

1 黒掲色土 閃褐巳上粒少盤

2 黒渇色！ 釘褐色土粒多呈

、つ オリー7‘ ネヽ葛色j_ 旦褐色ナ粒少昂

4 ]リー）、‘褐色 1~ 兵褐1五十粒微扇

ピット芯26 し，9 -」＇

4 暗が）ー7忙已t 丸渇色土7‘‘砂ク(5~lOilllll)少局

第 23号溝跡 k -K 

， 黒褐色 L 出褐色上粒多量

2m 

第7号溝跡（第4図）

C-7•D-7 クリッドに位汎し、北側が調査区外

にある。第1• 2 • 3 • 4 • '9号溝跡と平行し、

第14号溝跡と垂直に交わる。第｛号井戸跡、第32局土

塙と重複する。規模ぱ幅0.96~0.78m、深さ0.27m、
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第71図溝跡断面図 (2.第5図）

第5号溝跡 第5号溝跡

A一旦゚ ° A B B 

S05 S05b SD5a S05b 

第20号溝跡 第20号溝跡 第54号溝跡
F --F G G H H' 

第5号溝跡 A-A' 第 5号溝跡 C-C' 

第5号溝跡
c_  

第55号溝跡
l 

-g 

第55号溝跡
J _!  

第17号溝跡
D D 

第21号溝跡
K 

第20号溝跡 G-G' 

第17号溝跡

E E' 

K 

1 黒褐色土黄褐色土粒少量 1 黒褐色士黄褐色土粒少量 1 黒褐色土 黄褐色土粒少量
2 暗灰黄色土 黄褐色土粒少塁、黄褐色土7‘‘恥ク(5~ 2 黒褐色上黄褐色土粒少塁 2 オリー7‘褐色土 黄褐色土粒多星

lOIDID）多量、他に灰色7呵沙(5~10IDID）少畠 3 黒褐色土黄褐色七粒多量

4 暗灰黄色土 黄褐色土粒少量、黄褐色土Tnック(5~lOIDID) 第 54号溝跡 H-H' 
第5号溝跡 B-B' 多醤、他に灰色ア恥ク(5~lOIDID）少謎 1 暗オリー7‘褐色土 黄褐色土粒少は
1 黒褐色土黄褐色土粒少景

2 黒褐色土黄褐色土粒多星

5 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色上Tnック(5~101DID）多量

第55号溝跡 I -I' 
3 黒褐色土黄褐色土粒・黄褐色土7̀nック(5~10mm)多星第 17号溝跡 D-D' 1 暗オリ—T褐色土 黄褐色土粒少星
4 黒褐色土黄褐色土Tnり(10~15mm)多星 1 黒褐色土黄褐色土粒多量
5 黄灰色土黄褐色土粒少塁 2 黄褐色土黄褐色上粒少呈 第 55号溝跡 J -J' 
6 暗黄灰色土 黄褐色土7屯ック（10~15mm)少量、他に 1 暗オリーT褐色上 黄褐色七粒少量

砂粒混入 第 17号溝跡 E-E' 

7 黒褐色上黄褐色土粒少呈

8 黒褐色土黄褐色土粒多星

l 黒褐色ナ黄褐色土粒多量 第21号溝跡 k-K'
2 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色十7‘0ック（10~15Dllil）少量 1 オリーア黒色上 黄褐色士粒若干、焼土粒少量

9 黒褐色士黄褐色土粒• 7渭炒(5~10mm)多星 3 黄褐色土黄褐色土粒少贔 2 か）ーア褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土7`防ク
10 暗黄灰色上 黄掲色土7‘0ック(10~15mm)少量、他に

砂粒混入 第20号溝跡 F-F' 
(8Dllil）混入

3 オリーア黒色土 黄褐色土粒多量

2m 

1 黒褐色土黄褐色士粒少星

2 オリデ褐色土 黄褐色土粒多量

3 黒褐色土黄褐色上粒少晟

4 暗籾—T黒色土 黄褐色土粒多昆
5 オリーア黒色土 焼土粒若干、黄褐色土粒多星、

黄褐色土7屯炒(15mm）を少星

走行方位N-45°-Eを測る。溝底レベルはほぽ一定で

ある。遺物は図示し得ないが、土師器甕片、須恵器杯

片、常滑甕片が出土している。

第23号溝跡（第4図、第70図）

E-8グリッドに位置する。第5号溝跡と垂直に交

わるが、新旧関係は不明である。規模は幅0.37~0.29

m、深さ0.08~0.05m、走行方位N-45°-Eを測る。

溝底は南から北へ約1％の傾斜をもって下る。出土遺

物はない。

第14号溝跡（第4• 5図、第70図）

C-7、D-7• 8、E-8• 9グリッドに位置す

る。西は調査区外にあり、東はE-9グリッドで突然

立ち上がる。約lm東に位固する第54号溝跡か走行方

位をほぼ同じくするが、これに続く溝跡かの判断はで

きない。第1• 2 • 3 • 4 • 6号溝跡と交差し、第7

号溝跡と垂直に交わる。第1• 18号住居跡、第1号井

戸跡、第29• 34 • 36 • 37 • 46 • 48号土塙と重複し、新

旧関係は第 1号住居跡、第 1号井戸跡よりも先行し、

第18号住居跡、第36• 46号土壊よりも新しい。規模は

幅0.89~0.32m、深さ0.26~0.04m、走行方位N-50°

-Wを測る。溝底は西から東へ約5％の傾斜をもって

下る。遺物は図示し得ないが、土師器甕片が出土して

いる。

第17号溝跡（第5図、第71図）

H 9、I-8 • 9グリッドに位置し、第21号溝跡

と垂直に交わるが、新旧関係は不明である。規模は輻

0.68~0.18m、深さ0.34~0.14m、走行方位N-50°

-Eを測る。溝底には方向を一致させて第103号上壊

カ嗚り込まれているが、これは第17号溝跡に伴う遺構

として捉えられる。溝底は北から南へ約2％の傾斜を

もって下る。遺物は図示し得ないが、土師器甕・士不片、

黒色土器椀片、須恵器甕・杯片が出士している。
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第72図溝跡断面図 (3.第6図）

第5• 8号溝跡 第8号溝跡 第20号溝跡 第20号溝跡 第20号溝跡

A~OO ＿今 B B 已＿ -g' D D' E_  E 

S020 SK93 

SD 8 SD 5 

第26号溝跡 第27号溝跡 第27号溝跡 第28号溝跡 第28号溝跡 第29号溝跡

F F H _____!' l J _J' K K 

第30号溝跡 第31号溝跡 第32号溝跡
L L M M N N 

p,t 255 

2m 

第8号溝跡 A-A' 第20号溝跡 D-D' 第28号溝跡 I -I' 

1 黒褐色士 黄褐色十粒（細）少呈 1 黒褐色上 黄褐色土粒少鼠 1 暗オリ-7` 褐色土 黄褐色土粒少量

2 オリーア褐色土 黄褐色土粒多量

第5号溝跡 第28号溝跡 J -J, 

2 黒褐色土 黄褐色土粒少鼠 第20号溝跡 E-E' 1 暗オリー7‘褐色土 黄褐色土粒少量

3 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色上7ゞDック 1 黒褐色上 黄褐色土粒少競

(5~10mm)多量 2 か）ーア褐色土 黄褐色土粒多星 第 29号溝跡 K-K' 

4 灰オリー7`色十， 青灰色粒、黄褐色土粒混入 1 暗籾—T褐色土 黄褐色土粒少量

第26号溝跡 F-F' 

第8号溝跡 B-B' 1 黒褐色土 黄褐色上粒少棗 第 30号溝跡 L-L' 

1 黒褐色土 黄褐色土粒少量 1 暗オリー7‘褐色土 黄褐色土粒少量

ピット 261 G-G' 

第 20号溝跡 C-C' 1 黙褐色七 黄褐色土粒少量 第 31号溝跡 M-M' 

1 黒掲色上 黄褐色土粒少昌 1 暗オリーア褐色士 黄褐色七粒少量

2 オリーア褐色上 黄褐色土粒多臣 第27号溝跡

2 暗オリーア褐色七 黄褐色土粒少号 ピット 255 N -N' 

第 93号土猥 3 暗オリデ褐色上 黄褐色七粒・黄褐色土 1 黒褐色土 黄褐色土粒多量

3 黒褐色上 黄褐色上粒多量 7‘防ク(5~10mm)少醤 2 黒褐色七 黄褐色士粒・黄褐色上7‘恥ク(5~10mm)少贔

4 暗灰黄色上 黄褐色土粒多塁 3 暗オリーア褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土7渭り(5~10mm)多星

第27号溝跡 H-H' 

1 か）→T褐色土 黄褐色土粒少箪 第 32号溝跡

4 暗オリ_T褐色土 黄褐色士粒少星

第54号溝跡（第5図、第71図） はない。

E-9、F-9• 10グリッドに位置し、西約lmに

第14号溝跡がある。第65号土壊と重複するが、新旧関

係は不明である。規模は幅0.68~0.45m、深さ0.10~

0.05m、走行方位N-53'-Wを測る。溝底レベルはほ

ぱ一定である。出土遺物はない。

第8号溝跡（第6図、第72図）

1-12グリッドに位置する。垂直に交わる第5号溝

跡よりも新しい。規模は幅0.65~0.43m、深さ

0.26~0.08m、走行方位N-36°-Eを測る。溝底は、

南から第 5号溝跡と垂直に交わる北に向かって、約

3.3％の傾斜をもって下る。出土遺物はない。第55号溝跡（第5図、第71図）

F-10• ll、G-10グリッドに位置し、北は千間堀

水路にある。重複する第77号土壊よりも古い。規模は

幅0.48~0.22m、深さ0.18~0.10m、走行方位N-45°

-Eを測る。溝底レベルはほぼ一定である。出土遺物

第18号溝跡（第6• 11図、第77図）

千間堀水路を挟んだF-13・14グリッドと、 G

-12・ H-12グリッドに位置する。しかし水路北側の

F-13・14グリッドには第15• 16 • 18号溝跡が至近に
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平行し、水路南側のG-12.H-12グリッドからいず

れの溝跡に繋がるのか平面的には判断できなし 9。F

-13 • 14グリッドでは、溝底に第81号土堀か掘り込ま

九、第18号溝跡に伴う遺構と捉えられふ規模は輻

0.83~0.64m、深さ0.23m、走行方位N 39°-Eを測

る。溝底レベルはほぼ一定である。 G-12・ H-12グ

リッドでは、幅0.72~0.50m、深さ0.23~0.07m、走

行方位N-28~46°-Eを測る。溝底は南から北へ約

1％の傾斜をもって下る。重複する第67号上堺どの祈

1日関係は不明である。いずれの調査区からも迫物は出

土していない。

第25号溝跡（第6図）

J -10• 11、K-l0グリッドに位阻する。第2i)号溝

跡と第21号溝跡に乖直に交わり、第19号住屈閏、第94

号土堀と重複する。祈旧関係は第19号住居跡、第94号

土塙よりも新しい。規模は幅0.86~0.65m、深さ0.28

~0.14m、走行方位N 35~47°-Eを測る。溝底は北

から南へ約1.5％の勾配をもって下る。出土遺物はない。

第26号溝跡（第6図、第72図）

H-11。I-11グリッドに位置する。第5号面跡と

垂直に交わるが、新旧関係は不明であるo I、.. 見校は輻

0.46~0.30m、深さ0.75~0.05m、走i［方位N-40°

-Eを測る。溝底は南から第5号溝跡と交わる北へ、

約1.4％の勾配をもって下る。出土遺勃まない3

第27号溝跡（第6図、第72図）

k_11・12グリッドに位置する。規模は延長6.7m、

幅0.36~0.20m、深さ0.10~0.09m、走寸方｛立N-30°

-Eを測る。溝底は北から南へ約2％の勾配をもって

下る。出土遺物はない。

第28号溝跡（第6図、第72図）

J 12、 K-11• 12、L-11グリッドに位置する。

第21号溝跡と垂直に交わるが、新1日関係は不明である。

規模は輻0.42~0.27m、深さ0.14~0.10m、走行方位

N-32° Eを測る。溝底は北から第21号溝跡と交わる

南へ約0.5％の勾配をもって下る。出土遺物はない。

第29号溝跡（第6図、第72図）

k-12グリッドに位置する。規模は延長5.lm、輻

0.42~0.30m、深さ0.36~0.08m、走行方位N-30°

-Eを測る。溝底は北から南へ約7％の勾配をもって

下る。出土遺物はない。

第30号溝跡（第6図、第72図）

K-12・ L-12グリッドに位置する。第21号溝跡と

垂直に交わるが、新旧関係は不明である。規模は輻

0.42~0.20m、深さ0.11~0.09m、走行方位N-33°

-Eを測る。溝底は北から南へ約1％の勾配をもって

下る。出土遺物はない。

第31号溝跡（第6図、第72図）

L-12グリッドに位置する。第21号溝跡と垂直に交

わるが、新旧関係は不明である。規模は輻0.39~0.31

m、深さ0.31~O.llm、走行方位N-34°-Eを測る。

溝底レベルはほぱ一定である。出土遺物はない。

第32号溝跡（第6図、第72図）

J -11 • K-11グリット‘に位置し、南北端からピッ

トが連続する。規模は輻0.43~0.30m、深さ0.11~

0.08m、走行方位N-26°―-Eを測る。溝底レベルはほ

ぼ一定である。出土遺物はない。

第19号溝跡（第7図、第73図）

L-15グリッドに位置する。規模は延長5.8m、輻

0.62~0.30m、深さ0.12~0.08m、走行方位N-50°

-Wを測る。溝底は西から東へ約2％の勾配をもって

下る。出土遺物はない。

第50号溝跡（第7図、第73図）

M-15。16、L-16グリッドに位置する。第20号溝

跡と交差し、第21号溝跡と乖直に交わる。新旧関係は

第20・21号溝跡よりも先行する。規模は幅1.50~0.26

m、深さ0.66~0.16m、走行方位N-35°-Eを測る。

溝底は北から南へ約1.5％の勾配をもって下る。出土

遺物はない。

第51号溝跡（第7図、第73図）

K-13・ 14、 L-13• 14、M_13グリッドに位置す

る。垂直に交わる第21号溝跡よりも古い。規模は幅

1.24~0.64m、深さ0.13~0.05m、走行方位N-37°

-Eを測る。溝底は北から南へ約1％の勾配をもって

下る。出土遺物はない。
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第73図 溝跡断面図 (4.第 7図）
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第 5号溝跡 A-A' 

1 黒褐色土 黄褐色土粒・灰白色粘十7渭沙(10~15mm)少星

2 暗オリーア褐色上 黄褐色上粒多贔

3 黒褐色土 灰白色粘土7渭沙(10mm)少址

4 暗オリーア褐色土 黄褐色士粒多塁

5 黄褐色土 黄褐色土粒多星

ピット 373 B -B' 

1 黒褐色土 黄褐色土粒少量

第5号溝跡

2 黒褐色土

3 黒褐色士

4 黄褐色土

5 暗オリー7‘褐色土

第19号溝跡 C -C' 

1 黒褐色上 黄褐色上粒少量

第 20号溝跡 D -D' 

1 黒褐色土 黄褐色上粒少星

2 黒褐色上 黄褐色土粒多品

3 オリーア褐色七 黄褐色土粒多星

第21号溝跡 E-E' 

1 オリー7` 黒色上 黄褐色土粒多塁

2 オリー7‘黒色土 焼土粒若干、黄褐色土粒多鼠、黄褐色土7渭沙(15mm）少置

3 オリ＿ア黒色士 黄褐色土粒多墓

4 暗オリーア色土 黄褐色七粒多量、黄褐色士7̀nック(20mm）少鼠

第51号溝跡

5 暗オリー7‘色七

6 オリー7‘黒色土

7 灰色十一

黄褐色土粒．灰白色粘土Tnック(10~15mm)少量

灰白色粘上T防ク(10mm)少蜀

黄褐色上粒多塁

黄褐色土粒多塁

第59号溝跡
T T 

第 21号溝跡 F-F' 

1 オリー7‘黒色土 黄褐色土粒多量

2 オリー7‘黒色土 焼土粒若干、黄褐色土粒多塁、黄褐色十ー7̀0ック(15mm)少電

3 オリー7‘‘黒色土 黄褐色土粒多量

4 暗オリーア色上 黄褐色上粒多呈、黄褐色七Tnック(20mm)少呈

第66号土壊

5 オリーア黒色土

6 籾ーア黒色土

黄褐色土粒多撰

焼士粒若干、黄褐色土粒多蘇、黄褐色七7で0ヅク(15mm)少星

黄褐色土粒多星、 SD51の覆士

黄褐色上粒多贔

黄褐色土粒多星、黄褐色土7屯ック(8mm)若干

2m 

第21号溝跡 G-G' 

1 オリーア黒色士 英褐色土粒多量

2 オリ-7‘‘黒色土 焼土粒若干、苫褐色土粒多量、黄褐色tT砂ク(15DID1)少呈

3 オリー7` 黒色上 黄褐色土粒多昌

4 暗オリー7‘‘色土 黄褐色士粒多蘇、黄褐色十7‘‘砂ク(20DID1)少母
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第21号溝跡 H-H' 第50号溝跡 k-K' 第51号溝跡 P-P' 

1 オリーア黒色土 黄褐色土粒多量 1 黒褐色土 黄褐色土粒．灰色粘土質粒少星 1 灰 色 土 黄褐色土粒多量

2 オリーア黒色土 黄褐色土粒多畠

3 オリーア黒色土 黄褐色上粒多呈 第20号溝跡 第 51号溝跡Q-Q'

4 暗オリーア色土 黄褐色土粒多量、黄褐色土Tn妙(20mm)少儲 2 黒褐色土 黄褐色土粒．灰色粘土質7`防り 1 灰 色 土 黄褐色土粒多量

(10~20Illlil）少塁5 オリーア黒色土 黄褐色土粒多量、黄褐色土T恥ク(8mm)若干

6 オリーア黒色土 焼土粒若干、黄褐色土粒多盤、黄褐色土7̀ 3 オリ-7‘褐色土 黄褐色土粒•砂粒少屈 第 52号溝跡 R-R'

防ク(15mm)少是 1 暗が）ーア色土 黄褐色土粒少量、砂質

第50号溝跡 L-L' 

第22号溝跡 I -I' 1 暗籾ー7‘褐色土 黄褐色土粒少量 第 53号溝跡 s-S'

1 暗オリー7‘色上 黄褐色J__粒少産、焼上粒若干 2 黒褐色土 黄褐色土粒・灰色粘上質粒少量 1 暗籾ー7‘色土 黄褐色土粒少量、砂質

2 オリーア黒色土 黄褐色土粒多最、焼土粒若干

3 オリーア黒色上 黄褐色土粒多呈、焼土粒・黄褐色土7渭沙 第50号溝跡 M-M' 第59号溝跡 T-T' 

(81Dlll)若干 1 黒褐色土 黄褐色土粒．灰色粘上質粒少畠 1 暗オリー7‘色土 黄褐色土粒少最、砂質

2 が）ーア褐色土 黄褐色土粒多塁

第22号溝跡 J -J, 第60号溝跡 u-U' 

1 暗オリーア色土 黄褐色土粒少蛸、焼七粒若干 第51号溝跡 N-N' 1 暗オリーア色上 黄褐色土粒少量、砂質

2 オリー7` 黒色土 黄褐色上粒多鼠、焼上粒若Iこ 1 灰 色 土 黄褐色土粒多量

3 オリー7` 灰色土 黄褐色土粒多星 第61号溝跡 V-V' 

4 オリーア黒色十 笥褐色土粒多贔、焼土粒・黄褐色土7渭汐 第51号溝跡 0-0' 1 暗籾ーア色土 黄褐色上粒少馘、砂質

(8lDlil）若干 1 灰 色 土 黄褐色土粒多磁

第21号溝跡 A-A' 第21• 22 • 48号溝跡 D-D' 

1 暗オリーア黒色士 黄褐色十粒多贔 1 オリー7` 黒色土 焼七粒若干、黄褐色上粒多量、黄褐色土Tn沙(15mm)少最

2 オリー7‘‘黒色土 焼土粒若干、黄褐色上粒多星、黄褐色十7屯炒(151Dlil)少塁 2 オリーア掲色上 黄褐色土粒・黄褐色土T砂り(8mm)若干

3 灰色土攪乱屑 3 オリーア黒色土 黄褐色上粒多量、黄褐色＿十7渭沙(8mm)若干

4 オリーア黒色土 黄褐色土粒多届 4 オリヴ｀黒色土 黄褐色土粒多最

5 暗オリー7` 色十 黄褐色土粒多鼠、黄褐色十ー7‘‘恥ク(201Dlil)少娼 5 暗オリー7` 黒色土 黄褐色十粒多景

6 オリーア黒色上 焼上粒若干、黄褐色土粒多星、黄褐色上7濯ック(15mm)少量

第21号溝跡 B-B' 7 オリづ‘‘黒色土 黄褐色土粒多醤

1 暗籾—7"黒色土 黄褐色上粒多鼠 8 暗オリーア色土 黄褐色土粒多星、黄褐色土7渭ック(20mm)少最

2 オリーア黒色七 焼上粒若干、黄褐色土粒多量、黄褐色土7渭ック(151Dlil)少塁 9 オリーア黒色土 黄褐色土粒多星

3 灰色上攪乱眉 10 オリーア黒色土 黄褐色土粒多星

4 オリー7‘黒色土 関褐色土粒多量

5 オリーア黒色土 黄褐色七粒・黄褐色七7渭ック(lOIDlil)多量 第 22号溝跡 E-E' 

1 暗オリーア黒色土 黄褐色十粒多呈

第21号溝跡 C-C' 2 オリーア黒色土 焼士粒若干、黄褐色上粒多星、黄褐色土Tn炒(15mm)少量

1 賠オリ—T黒色土 黄褐色土粒多量 3 か）ーア褐色土 黄褐色上粒・黄褐色土ア砂ク(8mm)若干

2 オリー7‘黒色土 黄褐色士粒多畠 4 か）ーア黒色上 黄褐色土粒若—F、焼七粒少量

3 オリーア黒色上 黄褐色上粒多撼、黄褐色上7‘0妙(SIDlil)若—F 5 オリープ‘‘黒色土 黄褐色十粒多星、黄褐色土T‘恥ク(8mm)若干

4 オリー7‘黒色土 黄褐色上粒・黄褐色上7..0ック(lOIDlil)多絨

5 オリー7` 黒色士 関褐色土粒多星 第 21号溝跡

6 オリー7` 黒色上 黄褐色十粒多紺：、黄褐色土7‘防ク(SIDlil)若干 6 暗オリーア色上 黄褐色土粒多坦、黄褐色士7，，〇ック(20mm)少星

7 暗オリー7` 黒色土 黄褐色ナ粒多羅

8 オリーア黒色土 黄褐色上粒多塁

9 暗灰色上 黄褐色土粒・黄褐色七ア砂ク(10mm)多量

10 か）ーア黒色土 黄褐色土粒少量

11 オリーア黒色土 黄褐色土粒多量

第22号溝跡 F -F' 第40号溝跡 G-G' 第48号溝跡 L-L' 
1 オリー7‘黒色土 黄褐色士粒若干、焼十＿粒少星 1 黒褐色土 黄褐色土粒少呈 1 黒褐色土 黄褐色土粒少星
2 オリー7` 褐色七 黄褐色土粒・黄褐色土7渭ック 2 黒褐色t 黄褐色土粒・黄褐色土7.. 

(8暉）若干 第41号溝跡 G-G' 胴ク(5~10皿l)少量
3 暗オリーブ` 色上 贄褐色＿十粒若干、焼十粒微呈、 1 黒褐色土 黄褐色土粒少星 3 暗灰黄色土 黄褐色上7`砂ク(10mm)少鼠

黄褐色土7`防が少量 4 オリー7.'褐色十 黄褐色土7..nック(10mm)少量
4 オリーア黒色土 黄褐色上粒多星、黄褐色土7‘O 第39号溝跡 H -H' 

沙(8皿）若＋ 1 黒褐色土 黄褐色土粒少塁 第48号溝跡 M-M' 
5 オリー7‘黒色土 黄褐色十粒多謎 1 黒褐色土 黄褐色上粒少量
6 オリーア黒色士 黄褐色上粒多塁 第49号溝跡 I -I' 2 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土7‘

1 黒褐色土 黄褐色上粒少量 砂ク(5~10mm)少贔
第36号溝跡 G-G' 3 暗灰黄色上 黄褐色土7可沙(10mm)少星
1 黒褐色土 黄褐色上粒少呈 第42号溝跡 J -J, 4 暗灰黄色土 黄褐色十7渭ック(10mm)少量

1 黒褐色土 黄褐色土粒少畠 5 賠灰黄色十． 菌掲色土粒少量
第37号溝跡 G-G' 6 オリー7.'褐色上 黄褐色上7湘汐(10mm)少量
1 果褐色上 黄褐色上粒少星 第48号溝跡 K-K' 

1 黒褐色土 黄褐色土粒少塁 第48号溝跡 N-N' 
第 38号溝跡 G-G' 2 黒褐色上 黄褐色土粒・黄褐色土7 ，• 1 焦褐色土 黄褐色七粒少量
1 黒褐色ナ 黄褐色土粒少量 砂ク(5~10mm)少筐 2 黒褐色七 黄褐色十粒・黄褐色上7.. 

3 暗灰苫色土 黄褐色上7渭ック(10mm)少星 砂ク(5~10mm)少畠
第39号溝跡 G-G' 3 暗灰黄色上 黄褐色上7‘恥ク(10mm)少畠
1 黒褐色土 笛褐色上粒少盈 4 オリ-r褐色上 菌褐色上7•,0 沙（ 10mm)少蘇

5 黄褐色土 黄褐色土粒少呈
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第74図溝跡断面図 (5.第8図）
第21号溝跡

Aーニ 。。

一

第21号溝跡

C C 

第21号溝跡

8 8
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第22号溝跡

F _F' 

第21 • 22 • 48号溝跡

p_ D 

S022 so48 SD21 

第21 • 22号溝跡
E 

第39号溝跡

H H 

第49号溝跡

I 

第42号溝跡

J 

2m 

第36• 37 • 38 • 39 • 40 • 41号溝跡
G 

SD37 S038 

G 

S039 SD40 S041 

第48号溝跡
K K 

第48号溝跡

L —. 
第48号溝跡

M M 

第48号溝跡

N N 

第52号溝跡（第7図、第73図）

L-14•M-14グリッドに位置する。規模は延長3.5

m、幅0.23m、深さ0.03m、走行方位N-40°-Eを測

る。溝底レベルはほぼ一定である。出土遺物はない。

第53号溝跡（第7図、第73図）

M-14グリッドに位置する。規模は延長4.2m、輻

0.29~0.22m、深さ 0.06m、走行方位N-36°—E を測

る。溝底は北から南へ約3％の勾配をもって下る。出

土遺物はない。

第59号溝跡（第7図、第73図）

J-16グリッドに位置する。「L」字に屈曲する溝跡

で、第5号溝跡、第185号土壊と重複する。新旧関係は

不明である。規模は輻0.56~0.26m、深さ0.08~0.06

mを測る。走行方位は東西方向がN-59"-W、南北方

向がN-38°-Eである。溝底は東から西へ約0.5%、

北から南へ約3％の勾配をもって下る。出土遺物はな

し、

゜
第60号溝跡（第7図、第73図）

J -15•K-15グリッドに位置する。規模は延長7.3

m、輻0.30~0.18m、深さ0.06~0.04m、走行方位N

-25°-Eを測る。溝底は南から北へ約1％の勾配を

もって下る。出土遺物はない。
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第61号溝跡（第7図、第73図）

K-15・ 16、L-15グリッドに位置し、北端が西に

振れる。規模は延長7.3m、幅0.20~0.10m、深さ

0.05~0.04m、走行方位N-27°-Eを測る。溝底レベ

ルはほぼ一定である。出土遺物はない。

第36号溝跡（第8図、第74図）

L-18、M-17・ 18グリッドに位置する。規模は延

長8.3m、幅0.35~0.19m、深さ0.09~0.05m、走行

方位N-20°-Eを測る。溝底レベルはほほ‘一定であ

る。出土遺物はない。

第37号溝跡（第8図、第74図）

L-18•M-18グリッドに位置する。規模は延長5.7

m、輻0.33~0.17m、深さ0.12~0.07m、走行方位N

-28°-Eを測る。溝底は南から北へ約1％の勾配を

もって下る。出土遺物はない。

第38号溝跡（第8図、第74図）

L-18•M-18グリッドに位憐する。重複する第134

号土壊よりも古い。規模は延長9.lm、幅0.48~0.16

m、深さ0.14~0.05m、走行方位N-29°-Eを測る。

溝底は南から北へ約0.6％の勾配をもって下る。出土

遺物はない。

第39号溝跡（第8図、第74図）

L-18、M-18、N-17・18グリッドに位置する。

第20号溝跡と交差するが、新旧関係は不明である。規

模は延長22.8m、幅0.43~0.16m、深さ0.14~0.05

m、走行方位N-24°-Eを測る。溝底レベルはほぼ一

定である。出土遺物はない。

第40号溝跡（第8図、第74図）

M-18グリッドに位置し、南0.6mの地点から始ま

る第49号溝跡と繋がる可能性がある。規模は延長9.3

m、幅0.32~0.23m、深さ0.10~0.06m、走行方位N

-20°-Eを測る。溝底は南から北へ約1％の勾配を

もって下る。出土遺物はない。

第41号溝跡（第8図、第74図）

M-18・ 19グリッドに位置する。規模は延長3.lm、

輻0.31~0.26m、深さ0.12~0.08m、走行方位N-10°

-Eを測る。溝底は南から北へ約1％の勾配をもって

下る。出上遺物はない。

第42号溝跡（第8図、第74図）

M-19•N-19グリッドに位固する。規模は廷長3.9

m、輻0.25~0.19m、深さ0.12~0.06m、走行方位N

-17°-Eを測る。溝底レベルはほぼ一定である。出土

遺物はない。

第48号溝跡（第8図、第74図）

M-19・20、N-18・19、0-18、P-17・18グリッ

ドに位置し、北が千間堀水路、南が調査区外にある。

第20• 21・22号溝跡と交差し、第1号掘立柱建物跡と

重複する。新旧関係は不明である。規模は幅1.80~

1.03m、深さ0.94~0.68m、走行方位N-35C-Eを測

る。溝底は北から南へ約1％の勾配をもって下る。追

物は図示し得ないが、土師器甕片が出土している。

第49号溝跡（第8図、第74図）

M-18•N-18グリッドに位置する。規模は延長6.6

m、輻0.28~0.20m、深さ0.07~0.04m、走行方位N

-22°-Eを測る。溝底レベルはほぼ一定である。出土

遺物はない。

第46号溝跡（第9図、第75図）

N-20・ 21、0-20、P-19・20、Q-19グリッド

に位置し、北が千間堀水路、南力哺訃査区外にある。第

47号溝跡と乎行し、 N-21グリッドでは接している。

第20• 21 • 22号溝跡と交差し、新旧関係は第22• 47号

溝跡よりも新しい。規模は輻2.17~1.57m、深さ1.04

~0.28m、走行方位N-35°-Eを測る。溝底レベルは

ほぼ一定で、 0-20グリッド付近が若干低い。遺物は

図示したほかに、土師器甕・杯片、須恵器甕片が出土

している。

第47号溝跡（第9図、第75図）

N-21、0-20・21、P-19・20、Q-19グリッド

に位置し、北が千間堀水路、南力情麟枢外、にある。第

46号溝跡と平行し、 N-21グリッドでは接している。

第20・21・22号溝跡と交差し、第177号土塙と重複する。

新旧関係は第46号溝跡よりも先行し、第22号溝跡より

も新しい。規模は輻1.93~1.21m、深さ1.20~0.49m、

走行方位N-30°-Eを測る。溝底レベルはほぼ一定で
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第75図溝跡断面図 (6.第 9図）

第2;-22彎 46• 47号溝跡
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第 46-47号溝跡 A-A’ 第 21号溝跡 C-C' 第 46号溝跡 F-F' 

1 黒褐色土 褐色鴻卜粒多量、黄褐色シルト粒少量 1 暗オリーア色土 黄褐色土粒・焼十粒多最 1 暗灰黄色土 黄褐色土粒、砂粒、白色粒混入

2 土層注記無し

3 土層注記無し

4 黒褐色上 灰色シルトア砂ク(15IDIIl）少量

第 22号溝跡

5 オリーア黒色上 焼土粒若干、黄褐色土粒多星、

6 オリ-7` 黒色土

7 土層注記無し

8 士層注記無し

9 土層注記無し

黄褐色土7‘砂ク(15mm)少塁

黄褐色士粒・黄褐色土7`防ク

(10mm)多塁

10 オリー7‘黒色土 黄褐色土粒若干、焼土粒少量

11 オリーア黒色上 黄褐色ナ粒若干、焼土粒少燥

12 オリーア黒色土 黄褐色土粒多呈

第 21号溝跡

13 暗オリー7‘黒色上

14 オリーア黒色土

15 オリーア黒色土

16 オリー7‘黒色土

17 暗オリーア色土

18 暗オリーア色土

第 22号溝跡 B-B' 

黄褐色十粒多最

焼土粒若干、黄褐色上粒多量、黄

褐色土7，，恥ク(15mm)少量

黄褐色上粒多星

黄褐色土粒多量、黄褐色土ア砂ク

(8mm)若干

黄褐色土粒多量、黄褐色土Tn刃

(20mm)少量

黄褐色土粒多量

1 オリーア黒色土 黄褐色土粒多晟、焼土粒若干

2 暗籾—ア色土 黄褐色土粒少畠、焼土粒若干

3 土層注記無し

4 黄褐色上 砂層、灰色混入

黄褐色土粒多醤

5 オリ＿T黒色土 黄褐色十，粒多呈、焼土粒若干、

黄褐色土7屯ック(8mm)若干

2 オリーア黒色土

3 土層注記無し

4 七層注記無し

第22号溝跡 D-D' 

黄褐色土粒多量

1 陪オリ-7‘色上 黄褐色土粒少量、焼上粒若干

2 暗灰黄色土 黄褐色士粒少蜃、白色粒•砂粒多誠

3 黄灰色土 黄褐色土粒少塁

4 暗オリー7‘褐色土 砂粒・黄褐色土粒少昌

5 灰籾ーア色土 黄褐色土7渭妙(10~15mm)、

灰色7，，恥ク(10mm)少呈

2 オリー7‘黒色土 黄褐色上粒多呈、焼土粒若干 第47号溝跡

3 オリー7‘‘黒色土 黄褐色十粒多最、焼土粒若丁、 6 黒褐色土

黄褐色上7̀Uヅク(8mm)若干 7 黒褐色土

第46号溝跡 E-E' 

1 暗灰黄色土 黄褐色土粒、砂粒、

白色粒混入

8 黒褐色土

9 暗オリーア褐色土

10 オリー 7‘‘ 色土

黄褐色土7河ック(10mm)、砂粒少鼠

黄褐色土7屯ック(10~15mm)、砂粒少醤

黄褐色土7冴ック・灰色7̀nック(10mm)少星

黄褐色土粒・黄褐色土ア砂ク(10mm)

少、砂粒多星

黄褐色土7準沙(10~15mm)、灰色

2 焚灰色土 黄褐色土粒少畠 7`防ク(10mm）少鼠

3 灰オリーア色土 黄褐色土7̀n沙(10~20mm)多属 11 オリー7‘黒色土 黄褐色土7`砂ク（10~20mm）多畢

4 オリーア黒色土 黄褐色土7‘‘砂ク(10~20mm）多最

6 黒褐色土 黄褐色土7渭ック・灰色7渭汐 第46号溝跡 G-G'

(10mm）少犀 1 暗灰黄色土 黄褐色土粒、砂粒、白色粒混入

5 暗オリー7` 褐色七 砂粒少犀 2 暗灰黄色土 黄褐色十粒少、白色粒•砂粒多塁

7 暗オリー7‘褐色土 砂粒・黄褐色土粒少星 3 黄灰色十， 黄褐色土粒少量

8 黄褐色土 黄褐色上7砂ク(10~15mm)多塁 4 暗オリー7‘褐色上 砂粒・黄褐色土粒少星

9 灰オリー7‘色上 黄褐色土7‘砂ク(10~15mm）、

第47号溝跡

10 黒褐色土

灰色7‘0ック(lOilllll）少呈

黄褐色上粒・黄褐色土

7渭ック(10mm)多量
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第47号溝跡

5 黒褐色上

6 黒褐色土

7 暗オリー7‘褐色上

黄褐色土7渭ック(10mm)、砂粒少景

黄褐色土7`砂ク・灰色7`恥り（10mm)少量

黄褐色土粒・黄褐色土Tn沙

(10mm)少量、砂粒多量

8 灰が）-7` 色土 黄褐色土7`防ク(10~15mm)、

灰色7渭ック(10mm)少量

2m 



第76図溝跡断面図 (7.第10図）
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ある。遺物は近世の磁器類が多く出土している。

第43号溝跡（第10図、第76図）

第44号溝跡
E 

R-24•S-24グリッドに位置する。規模は延長4.4

m、幅0.48~0.36m、深さ0.13~0.03m、走行方位N

-49°-Eを測る。溝底は南から北へ約0.4％の勾配を

もって下る。出土遺物はない。

第44号溝跡（第10図、第76図）

R-24グリッドに位固する。規模は延長3.6m、輻

0.40~0.38m、深さ0.13~0.09m、走行方位N-61°

-Eを測る。溝底レベルはほぼ一定である。出土遺物

はない。

第45号溝跡（第10図、第76図）

Q-24•R-24グリッドに位置する。規模は延長7.6

m、幅0.43~0.28m、深さ0.10~0.08m、走行方位N

-22"-Eを測る。溝底は北から南へ約1％の勾配を

もってドる。出土遺物はない。

第56号溝跡（第10図、第76図）

Q-24 • 25グリッドに位置し、東が千間堀水路にあ

り、緩やかにカーブを描く。規模は幅0.51~0.42m、

深さ0.17~0.10m、走行方位N-62"-Eを測る。溝底

8 

E' 

2m 

第 21号溝跡 A-A' 

1 暗オリーア色土 黄褐色土粒・焼上粒多量

2 オリー7‘黒色土 黄褐色土粒多置、黄褐色上7渭ック(10mm)少忌

第58号溝跡 B-B' 

1 暗オリー7‘褐色土 黄白色シルト7平炒（12mm)・焼土粒少星、

黄褐色土粒•砂粒多量

2 籾ー7‘黒色土 黄褐色土粒多鼠、灰色シルト7̀0ック(10mm)少景

第58号溝跡 C-C' 

1 黒褐色土 黄褐色土粒多畠、関褐色シルト7，•防ク (12mm) • 
黄褐色シルト粒少塁、砂粒多星

2 暗オリー7‘褐色土 黄白色シルトア恥ク(12mm)・焼上粒少星、

黄褐色上粒•砂粒多塁

第43号溝跡 D-D' 

1 暗灰黄色土 黄褐色十＿T砂ク・灰白色粘土質7`砂ク

(10~15mm)少量、砂質

第 44号溝跡 E-E' 

1 暗灰黄色土 黄褐色土ア砂ク・灰白色粘土質7渭ック

(10~15mm)少星、砂質

第45号溝跡 F-F' 

1 暗灰黄色土 黄褐色土7渭ック・灰白色粘土質7渭ック

(10~15mm)少量、砂質

第56号溝跡 G-G' 

1 黒褐色土 黄褐色十粒少量

は西から東へ約1％の勾配をもって下る。出上遺物は

ない。

第58号溝跡（第10図、第76図）

S-22・23、T-23グリッドに位置し、西力哺訃査区

外にある。第21号溝跡と交差するが、新旧関係は不明

である。規模は幅1.02~0.62m、深さ0.51~0.18m、

走行方位N-67°-Wを測る。溝底レベルはほぱ一定で

ある。出土遺物はない。

第10号溝跡（第11図、第77図）

C-9 • 10グリッドに位置し、北が調査区外、南が

千間堀水路にある。水路南側の調査区にはこれに続く

溝跡は検出されていない。規模は幅0.34~0.30m、深

さ0.15~0.04m、走行方位N-34°-Eを測る。溝底は

北から南へ約2.5％の勾配をもって下る。出土遺物は

ない。

第11号溝跡（第11図、第77図）

D-10•11グリッドに位置し、北が調査区外、南が

千間堀水路にある。水路南側の調査区にはこれに続く

溝跡は検出されていない。規模は輻0.73~0.66m、深

さ0.37~0.36m、走行方位N-45°-Eを測る。溝底レ
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第77図溝跡断面図 (8.第11• 12図）

第6号溝跡
A 1 6 ~ o o 

第15号溝跡
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第15• 16号溝跡
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S015 
7 5 5 

第12• 13号溝跡
A 

sol J 

ーム'

第18号溝跡
A' C -g 

-g' 

第10号溝跡 第11号溝跡 第 10号溝跡 A-A'
A A 

8- -P‘ 1 黒褐色土 黄褐色上粒多醤

2 オリーア褐色十， 黄褐色土粒少鼠

第 11号溝跡 B-B' 

1 暗オリー7冷褐色土 黄褐色上粒・黄褐色土7̀0ック

(ID~301Dlil)焼七粒少呈

2 オリー7‘褐色上 黄褐色土粒多品（ヒ°ット覆土）

3 オリーT褐色十 黄褐色土粒・焼十粒少星、贄褐

第 15号溝跡 A-A' 

1 暗灰黄色上 黄褐色＿十粒多贔

2 暗オリーT褐色土 焚褐色上粒多塁、灰色粒・焼十粒．

黄褐色上7•， 0炒(10~20mm)混入

3 暗オリーア褐色t 黄褐色土粒多星

4 黄褐色上 黄褐色土粒少呈

5 暗灰贄色土 贄褐色土粒多塁、焼上粒少量

6 暗オリーT褐色土 黄褐色土Tn炒(5~10mm）少忌

7 黄褐色上 焼土粒少量

8 黄褐色土 黄褐色上粒少星

第 15号溝跡 B-B' 

1 暗灰黄色上 黄褐色土粒多忌、焼土粒少星

2 暗灰黄色土 黄褐色ナ粒多堡

3 暗オリ—T褐色士 黄褐色土粒多星、灰色粒・焼土粒．

黄褐色土7‘リック(10~20mm)混入

4 賠オリー7` 褐色土 黄褐色土粒・黄褐色士7‘‘恥ク

(5~10mm)多、灰色粒少量

5 暗オリーア褐色上 黄褐色上粒少呈

6 暗オリーア褐色上 黄褐色土粒・黄褐色土7‘‘砂ク

(20~30mm)多星、灰色粒少鼠

7 暗オリー7‘‘掲色土 黄褐色上粒多呈、黄褐色上7屯ック

(10~20mm)少星

第 12号溝跡 A-A' 

⇒‘1 暗褐色上 灰黄色の7呵沙多星

2 灰黄褐色上 やや砂質

色土7‘‘防ク(5~2DIDlil）多呈

第 16号溝跡

8 暗灰黄色土

9 暗籾ーア褐色十マ

10 黄褐色土

第 18号溝跡 C-C' 

2m 

黄褐色土粒多量

黄褐色土粒・焼上粒

．灰色細粒・黄褐色上

• 7‘‘砂り(5~10mm)多量

黄褐色土7`胴ク(5~

10皿）多星、贄褐色土粒

．灰色粒少星

1 暗灰黄色土 黄褐色土粒多量

2 暗オリー7‘褐色土 黄褐色土粒多星、灰色粒

・焼土粒・黄褐色土7，，じ沙

• (10~20mm)混入

3 暗籾ー7‘褐色土 黄褐色上粒多量

第 13号溝跡

8 暗褐色上 灰色粘土7呵ック(10mm)混入

9 黒褐色土 灰黄色粘土7‘砂りを一部混入

3 黒褐色土 灰禎色粘土ア防ク(10mm)少塁 10 褐色土 暗褐色土7渭沙多量

4 黒褐色十 灰黄色7，・砂クを部分的に混入 11 灰褐色t

5 黒褐色土 灰色粘上T恥ク(10mm)少星

6 灰黄褐色上 灰黄色粒多星、木炭粒(1mm~5mm)少昌

7 灰褐色土 灰黄色粒多塁、木炭粒(2mm)少塁

ベルは基本的に均ーであるが、千間堀水路際に土壊状

の窪みがある。出土遺物はない。

堀水路にある。水路南側G-12• H-12グリッドの第

18号溝跡がこれに続く可能性がある。規模は輻

0.60~0.51m、深さ0.29~0.26m、走行方位N-29°

-Eを測る。溝底レベルはほぼ一定である。出土遺物

はない。

第15号溝跡（第11図、第77図）

F-13グリッドに位置し、北力囁隣区外、南が千間

堀水路にある。水路南側G-12• H-12グリッドの第

18局溝跡かこれに続く可能性がある。方向を一致させ

て溝底に掘り込まれた第88号土瑞は、第15号溝跡に伴

う遺構と捉えられる。規模は輻1.01~0.82m、深さ

0.51~0.42m、走行方位N-33"-Eを測る。溝底レベ

ルは均ーであるが、千間堀水路際に七塙状の窪みがあ

る。出土遺物はない。

第16号溝跡（第11図、第77図）

F-13グリッドに位置し、北力憚l査区外、南が千間

第12号溝跡（第12図、第77図）

L-22グリッドに位置し、北が調査区外、南が千間

堀水路にある。水路南側N-20• 21、0-20。21、P

-19・ 20、Q-19グリッドの第46号溝跡がこれに続く

可能性がある。規模は輻1.93~1.81m、深さ0.89~

0.85m、走行方位N-25'-Eを測る。溝底レベルはほ

ぼ一定である。出土遺物はない。

第13号溝跡（第12図、第77図）
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第78図溝跡出土遺物（ I)

第4号溝跡
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第79図溝跡出土遺物 (2)

第 46号溝跡
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第 4 • 5 • 6 • 21 • 46 • 47号溝跡出土遺物観察表（第78• 79図）

番号 器種 ロ径 益ロロー品 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 鉢 (3 9) (12.6) w A 灰白色 5 SD4 

2 鉢 (4.6) (14 0) W針 A 灰色 5 SD4 自然釉付着

3 芸m (1 9) (13.4) W針 A 灰色 10 SD5 南比企産

4 杯 (12 4) (3.4) W針 A 灰色 10 SD5 火だすき南比企産

5 杯 (12 2) (2. 9) W針 A 灰色 20 SD5 火だすき南比企産

6 杯 (11 9) (3.4) w片 A 灰色 10 SD5 外面自然釉付着末野産

7 昇； (2.0) (8.0) BW針 A 灰色 10 SD5 南比企産

8 昇： (2.4) 7.8 BW針 A 灰色 20 SD5 火だすき南比企産， 杯 (2 0) 6.8 W針 A 灰色 20 SD5 南比企産

10 椀 (16 8) 6.6 (6.4) W針 B 灰白色 25 SD5 南比企産

11 高台付椀 (15.2) (6 2) BW片 B 黄灰色 60 SD 5高台欠損末野産

12 甕 (26.0) (9.8) BRW B 灰色 5 末野産

13 鉢 (2 8) w A 灰白色 5 SD 5 内外面とも施釉ーオリーブ

14 砥 石 SD6 (5.7)X5.6cm 95.22g 

15 白磁皿 (2 3) (5.5) w A 灰白色 10 SD21施釉

16 皿 (2.0) w A 灰白色 5 SD21施釉ーオリーフ灰

17 鉢 (4.2) w A 灰白色 5 SD21 

18 鉢 (4 3) (15.6) BW  A 灰白色 5 SD21 

19 鉢 (29.2) (4.5) BW  B 灰色 5 SD21 

20 甕 (13.8) w A 灰色 5 SD21自然釉付着

21 珈式 (2.6) (18 0) w A にぶい黄橙色 5 SD21自然釉付着

22 甕 (4 2) (16.0) w A にぶい橙色 5 SD21 

23 鉢 (27 5) (8.0) BW  A 灰臼色 5 SD46自然釉付着

24 蓋 (9 7) (1 6) w A 灰白色 10 SD47内外面とも施釉一明褐色切れ込み入る

25 猪 l l (5 8) (2.8) w A 灰白色 20 SD47内外面とも施釉

26 猪 日 (5 3) (2 9) w A 灰白色 25 SD47内外面とも施釉

27 椀 (8 8) (3 7) w A 灰白色 10 SD47内外面とも施釉

28 椀 (8. 7) (3 6) w A 灰白色 10 SD47内外面とも施釉

29 磁僻椀 9.7 5.0 4 1 w A 日色 90 SD47内外面とも施釉一灰白

30 皿 10.1 1 9 5 5 w A 灰赤色 60 SD47底部糸切離し

31 皿 (10 6) 1.9 (6.4) BW  A 灰臼色 30 SD47釉ーにぶい褐色内外面とも施釉

32 皿 (11 9) 2.8 (6.0) w A 灰白色 25 SD47施釉

33 鉢 (3.3) (7 3) w A 灰白色 10 SD47内面施釉ーにぶい橙色

34 皿 (1.5) (7 2) w A 灰臼色 10 SD47内面施釉一灰オリーフ

35 仏飯器 (3 1) 4.3 w A 灰白色 5 SD47施釉

36 水 差 1.8 w A 灰白色 50 SD47施釉一灰臼先端欠
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L-22グリッドに位置し、北が調査区外、南が千間

堀水路にある。水路南側N-20• 21、0-20• 21、P

-19・ 20、Q-19グリッドの第47号溝跡がこれに続く

可能性がある。規模は幅1.15~1.02m、深さ0.79~

0. 70m、走行方位N-71°-Eを測る。溝底は南から北

へ約1.8％の勾配をもって下る。出土遺物はない。

第5号溝跡（第4~7図、第70~73図）

D-6 • 7、E-7• 8、F-8• 9、G-9• 10、

H-10. 1 1・12、I-11・12• 13 • 14、J-13・ 14・ 

15 • 16グリッドに位置する。遺跡の立地する自然堤防

に沿った溝跡で、緩やかな弧を描く。西端が調査区外、

東端が千間堀水路にあり、千間堀水路北側の調査区に

はこれに続く溝跡は検出されていない。 F-9、G

-9. 10グリッドでは平行する 2条の溝跡となり、数

度の改削が行われているものと考えられる。第1• 2 • 

4 • 6号溝跡と交差し、第3• 8 • 9 • 23 • 26号溝跡

と垂直に交わる。第59号溝跡、第13号住居跡、第6.

7号井戸跡、第1・11・13・ 14・ 15・ 16・ 17・ 18・ 19・ 

27 • 28 • 30 • 45 • 47 • 50 • 113 • 184号土壊と重複する。

新旧関係が明らかな重複遺構は第13号住居跡、第7号

井戸跡、第1• 27 • 113号土壇、第3• 8号溝跡が第5

局溝跡よりも新しく、第11・13・ 14・ 15・ 16・ 17・ 45 

号土壊が第5号溝跡よりも古い。規模は幅2.60~0.57

m、深さ0.55~0.12m、走行方位N-50~63~75°-W

を測る。溝底は西から東へ約0.5％の勾配をもって下

る。遺物は図示したほかに、土師器甕．杯片、須恵器

甕．蓋•土不片、山荼碗系鉢片、中糀土器甕片が出土し

ている。

第20号溝跡（第4~9図、第70~73図）

F_ 7、G-7• 8 、 H-8•9·10、 I-10•11、

J -11 • 12 • 13、K-13• 14 • 15、L-15• 16、M

-16 • 17・ 18、N-18・19・ 20、0-20・21 • 22グリッ

ドに位置する。遺跡の立地する自然堤防に沿った溝跡

で、緩やかな弧を描く。西端が調査区外、東端が千間

堀水路にあり、千間堀水路北側の調査区にはこれに続

＜溝跡は検出されていない。第25号溝跡と垂直に交わ

り、第39• 46 • 4 7 • 48 • 49 • 50号溝跡と交差する。第

1号掘立柱建物跡、第27• 28号住居跡、第93• 101 • 

154 • 183号土壊と重複する。新旧関係は第1号掘立柱

建物跡、第27• 28号住居跡、第183号土壊よりも先行

し、第93• 154号土壊よりも新しい。規模は輻0.90~

0.40m、深さ0.30~0.06m、走行方位N-53~63~90°

-Wを測る。溝底レベルはほぽ一定である。遺物は図

示し得ないが、須恵器長頸壺片が出土している。

第21号溝跡（第5~10図、第71• 73~76) 

I-8、J-8• 9、K-9• 10・ ll、L-11。12・

13、M-12• 13 • 14 • 15、N-15。16• 17、0-16・

17 • 18、P-18• 19 • 20、Q_19。20• 21、R-21・

22、S-22・23、T-23グリッドに位置する。遺跡の

立地する自然堤防に沿った溝跡で、緩やかな弧を描く。

西端が調査区外にあり、東端はT-23グリッドでtち

上がる。第17• 25 • 28 • 30 • 31 • 50 • 51号溝跡と垂直

に交わり、第46・47・48・58号溝跡と交差する。第19・

30 • 34号住居跡、第108• 109 • 178 • 199号土塙と重複

する。新旧関係は第30号住居跡、第109号土壊よりも先

行し、第19• 34号住居跡、第108号土壊、第51号溝跡

よりも新しい。規模は幅2.95~O.llm、深さ

0.71~0.19m、走行方位N-40~60~50~47°-Wを

測る。溝底レベルはほぱ均ーで、勾配は認められない。

遺物は図示したほかに、士師器甕・杯片、須恵器甕・

長頸壺・麻片、中祉土器甕・鉢片、馬歯が出土している。

第22号溝跡（第7~9図、第73~75図）

M-12 • 13 • 14、N-14• 15 • 16、0-16• 17、P

-17・ 18・ 19、Q-19・20、R-20グリッドに位置す

る。遺跡の立地する自然堤防に沿った溝跡で、調査区

東半部で検出されている。西半部では平行する第21号

溝跡南側は確認できない。直線的に緩やかな弧を描き、

Q-20•R-20グリッドで北から南に屈曲する。第46·

47 • 48号溝跡と交差し、祈旧関係は第46• 47号溝跡よ

りも先行する。規模は輻3.0~1.26m、深さ0.94~0.42

m、走行方位N-55°-Wを測る。溝底は西から東へ約

0.4％の勾配をもって緩やかに下る。遺物は図示し得な

いが、土師器杯片、須恵器甕．杯片、埴輪片、常滑甕

片、中世土器椀片が出土している。
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6. その他の遺構と遣物 第80図 第 1号性格不明遺構

(1)性格不明遺構

第1号性格不明遺構（第80図）

/ /  E-7グリッドに位置し、第6号溝跡と重複する。

第6号溝跡調査中に、東西0.85m、南北0.52mの範囲
／ 

に焼土が集中して検出された箇所である。覆土の 1層

は焼土ブロック (10~25mm)を多贔に含む黒褐色土、 II/ 
/y  2層は焼士粒を少量合む黄褐色土である。また多量の

土師器片が出土している状況から、焼成坑の可能性が

ある。しかしながら、第6号溝跡調査中の発見であり、

形態・規模・構造については不明である。
A l 6 0 0 A' 

S06 SX I 

(2) ピット群

ピットは調査区全体から検出されている。この内、

大多数のピットは用途・性格が不明で、時期を確定し

うる遺物も出土していない。なかには柱痕や柱抜取痕

を明瞭に残すものもある。
i 2m 
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第82図 ピット (2)
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第83図ピット (3)
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第84図 ピット断面図 (I)
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ピット 113

1 暗オリーア色土
2 黒褐色土
3 暗オリー7‘色土

4 オリーア褐色土

ピット 114

1 黒褐色土

2 オリー7‘褐色土

ピット 115

1 黒褐色土

2 黒褐色土

ピット 116
1 黒掲色士
2 暗切—7‘‘ 色土

ピット 117

1 黒褐色土

2 オリーア褐色土

ピット 118

l 暗籾ーア色士

ピット 119

1 黒褐色土

2 暗オリーア色土
3 オリデ褐色土

ピット 120

1 黒褐色上
2 賠オリづ‘‘色上
3 オリプ` 褐色十，

ピット 121

1 黒褐色上
2 暗オリ-7` 色上

ピット 122

1 黒褐色七
2 黒褐色士

3 オリーT褐色土

ピット 123

1 黒褐色土

2 黒褐色十＾
3 黒褐色土

ピット 124

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 黒褐色土

4 オリーア褐色土

ピット 125

1 黒褐色上

ピット 126
1 黒褐色上

3 暗籾—T 色土
2 暗籾ー7` 色上

4 黒褐色上

ピット 127

1 黒褐色士
2 暗オリーア色土

ピット 128

1 黒褐色上

土

上

色

色

29
褐

褐

ー卜

黒

黒

ッピ

1

2

黄褐色土粒少醤

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒多量

黄褐色土粒多量

焚褐色土粒少星

黄褐色土粒多贔

黄褐色土粒少昌

黄褐色ナ粒少星

黄褐色土粒少畠

黄褐色土粒多量

黄褐色土粒少醤

黄褐色上粒多量

黄褐色土粒・黄褐色上

7`防ク(10~30IDIII）多塁

黄褐色上粒少塁

黄褐色土粒多量

黄褐色土粒・黄褐色土
7さ恥ク（5～10mm)多畠

黄褐色七粒少鼠

黄褐色土粒多益

黄掲色上粒多量

黄褐色土粒少塁

黄掲色上粒少醤

黄褐色土粒多畠

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒少屋

黄褐色土粒多塁

黄褐色土粒少量

黄褐色士粒少呈

黄褐色土粒多儲

黄褐色土粒少盤

黄褐色＿十粒・黄褐色土

7渭ック(5~10mm)多量

黄褐色士粒少量

黄褐色土粒・黄褐色士7`砂ク

(5~10mm)多鼠、焼土粒少忌

黄褐色土粒少鼠

黄褐色土粒少歓

関褐色上粒多量

黄褐色士粒少星

黄褐色士粒少量

黄褐色土粒多星

黄褐色上粒・黄褐色土7̀Uック

(5~lOIDID)多量、焼上粒少星

黄褐色土粒多量

黄褐色上粒•関褐色土7屯汐

(5~10mm)多塁、焼土粒少量

ピット 130

土層注記無し

ピット 131

1 黒褐色土
2 オリーア褐色土

ピット 132

1 黒褐色土
2 暗オリーア色土
3 暗オリ_T色土
4 オリヴ｀褐色土

ピット 133

1 黒褐色十，
2 黒褐色土
3 オリーア褐色土

ピット 134

1 暗オリー7‘‘ 色土

2 暗オリー7‘‘色上

3 オリー7‘褐色土

ピット 135

1 黒褐色土

2 暗オリーア色上

3 暗オリーア色上

ピット 136
1 黒褐色土

2 賠灰黄色土

3 暗オリーア色上

4 オリー7‘褐色土

ピット 137

1 暗籾ーア色土

2 黒褐色土

ピット 138
1 暗オリーT褐色上

2

3

4

 

暗オリーア褐色土

オリーア掲色七

オリー7ゞ 褐色七

ピット 139

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 暗オリデ褐色上

ピット 140

1 黒褐色土

ピット 141

1 黒褐色土
2 黒褐色上

3 暗オリー7‘‘褐色上

ピット 142

1 黒褐色土

2 暗オリ—T褐色土

3 オリー7‘褐色上

4 オリー7‘褐色土

ピット 143

1 黒褐色t

2 オリ—T 褐色土
3 暗灰黄色上

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒多贔

黄褐色上粒少贔

黄褐色土粒多星

黄褐色土粒少昼

黄褐色土粒多量

黄褐色上粒少塁

黄褐色土粒少塁

黄褐色土粒多量

黄褐色土粒・黄褐色土

7‘砂ク（5～1ollllil）少量
黄褐色土粒少星

黄褐色上粒少最、黄褐色土

7‘砂り（5～1ollllil）多屈

黄褐色土粒・黄褐色土

7‘0ヅグ(5~10mm)少鼠

黄褐色土粒・黄褐色土
7さn沙(5~10mm)少星

黄褐色上粒少量

黄褐色士粒・黄褐色上

7濯炒(5~10mm)少届

関褐色上粒少量

黄褐色士粒少鼠

黄褐色土粒少量、黄褐色土

7，，〇ック(5~10mm)多蜃

黄褐色土粒・黄褐色上

7屯ック(5~10mm)少塁

黄褐色土粒少量

黄褐色士粒・黄褐色土

T‘砂ク(5~10mm)多醤

黄褐色土粒・焼七粒少量

黄褐色土粒少星

黄褐色上粒少星

黄褐色土粒少埴

英褐色十，粒・黄褐色土

7‘‘nック(5~10mm)少昂

黄褐色土粒少贔

黄褐色土粒少鼠

黄褐色土粒少届

黄褐色土粒・黄褐色上

7渭炒(5~10mm)少量

黄褐色土粒少贔

拍褐色上粒少量

黄褐色上粒・黄褐色十

7`胴ク（5～10mm)多鼠

黄褐色土粒少塁

黄褐色七粒少畠

焼土粒少量

黄褐色土粒少星

黄褐色七粒少棗

ピット 144

1 暗オリー7‘褐色土

2 黒褐色土

3 オリ-T褐色土

ピット 145

1 黒褐色土

ピット 146
1 黒褐色土
2 黒褐色上

ピット 46
1 黒掲色上

2 黒褐色土

ピット 47

1 黒褐色士

2 黒褐色土

3 暗灰黄褐色上

ピット 48
1 黒褐色土

2 黒褐色土

ピット 49
1 黒褐色士

2 黒褐色土

ピット 50

1 黒褐色土

ピット 59
1 黒褐色土

ピット 57

1 黒褐色土
2 オリー7‘‘褐色土

3 オリーア褐色土

ピット 58

1 黒褐色土
2 オリーア褐色土

3 オリーア褐色土

4 暗オリーア褐色土

ピット 551

1 黒掲色上
2 黒褐色土

3 オリーア褐色土

ピット 59
1 黒褐色土
2 暗オリー7‘褐色上

ピット 60

1 黒褐色土

ピット 195

1 オリーア黒色土

2 オリーア黒色上

3 暗オリーア色上

ピット 71

土層注記無し

黄褐色土粒・黄褐色土

7渭ック(5~10mm)多量

黄褐色土粒・黄褐色土

7`防ク(5~10mm)少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒少贔

災褐色土粒・黄褐色土

7渭沙(5~10mm)少量

黄褐色土粒多量、黄褐色十

7‘防ク（5～10mm)少蘇

黄褐色土粒・黄褐色土TO沙
(10~30mm)少畠

黄褐色土粒多骸、黄褐色土

7‘‘0ヅク(5~10mm)少昂

黄褐色上粒・黄褐色土7̀Uック

(10~30mm)少量

黄褐色土7‘リック(5~10mm)少星

黄褐色十，粒多星、黄褐色土
7‘、リック(5~10mm)少蓋

黄褐色土粒・黄褐色七7さじ汐

(10~30mm)少鼠

黄褐色七粒・黄褐色土7̀0沙
(5~10mm)・焼土粒少星

黄褐色上粒多量

黄褐色土粒・焼土粒少量

黄褐色上粒・焼土粒少呈

黄褐色土粒・焼土粒少昆

黄褐色上粒少畠

黄褐色土粒少量

黄褐色上粒・焼土粒少量

黄褐色土粒少贔

黄褐色土粒少塁

黄褐色士粒少塁

黄褐色土粒少蘇

黄褐色上粒・黄褐色上To沙
(20~30mm)少醤

黄褐色土粒少贔

黄褐色上ム粒・焼上粒少足

黄褐色土粒少鼠

黄掲色土粒・焼上粒少畠

黄褐色上7渭ック・黄掲色上粒少晟

黄褐色上7‘恥ク(5~lOIDlil）多量

黄褐色土7`恥ク(5~lOIDlil）多産

ピット 72

土層注記無し
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第85図 ピット断面図 (2)
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ピット 73

土層注記無し

ピット 76

土層注記無し

ピット 74

土層注記無し

ピット 77

土層注記無し

ピット 78

1 黒褐色土
2 暗オリーT褐色土

3 黒褐色土

4 暗オリー7‘褐色土

ピット 79

1 黒褐色土
2 暗オリー7‘褐色土

3 黒褐色土

ピット 80

1 黒褐色土
2 暗オリー7‘褐色上

ピット 81

1 黒褐色土
2 黒褐色土

3 暗オリー7‘褐色土

ピット 82

1 籾ー7"黒色土

2 オリー7"黒色土

ピット 83

1 黒褐色土
2 オリーア黒色土

ピット 84

1 黒褐色土

2
 

オリー7` 黒色土

ピット 85

1 黒褐色土
2 黒褐色土

3 オリーア褐色土

ピット 86

1 黒褐色土

2 暗オリープ` 褐色土

ピット 88

1 黒褐色土
2 か）ー7‘黒色土

ピット 105

土層注記無し
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黒
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ピット 175

1 黒褐色上

2 黒褐色土

暗か）ー7` 褐色土

4 暗オリー7，，褐色上

ピット 75

土層注記無し

黄褐色土粒少鼠

黄褐色土粒・黄褐色土7河ック

(5~10mm)多塁

黄褐色土粒・黄褐色土7湘ック

(5~10mm)多量

黄褐色土粒少量

黄褐色士粒少量

黄褐色土粒・黄褐色土7頂ック

(5~10mm)多量

黄褐色土粒・黄褐色t:7渭沙

(5~10mm)多星

黄褐色土粒少贔

黄褐色土粒少擾

黄褐色土粒少贔

黄褐色土粒・黄褐色土7頂汐

(5~10mm)多畠

黄褐色土粒少晨

黄褐色土粒少量

黄褐色土T砂ク(10mm)少扇

黄褐色土粒少鼠

黄褐色土7渭ック(10mm)少犀

黄褐色土粒・黄褐色土7‘リック

(5~IOIDlil)多量

黄褐色土7冴沙(IOIDlil）少量

黄褐色土粒少塁

黄褐色土粒・焼土粒・黄褐

色土7渭沙少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒・黄褐色土7渭ック

(5~10mm)多撮

黄褐色土粒少量

黄褐色土T砂ク(10mm)少羅

ピット 106

土層注記無し

ピット 109

土層注記無し

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒・黄褐色土7`リック

(5~10mm)多量

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒・黄褐色上Tn妙
(5~10mm)多量

黄褐色上粒少量

黄褐色土粒・焼土粒・黄褐

色土7湘汐少量

黄褐色土粒・黄褐色土TOック

(5~10mm)多量

黄褐色土粒少量

ピット 176

1 黒褐色土
2 黒褐色土

3 暗オリーT褐色土

ピット 177

1 黒褐色土
2 オリーT黒色土

3 オリ—T 褐色土

4 オリーア黒色土

ピット 560

1 黒褐色土

ピット 178

1 黒褐色土

2 暗オリーT褐色士

ピット 179

1 黒褐色土
2 黒褐色土

3 暗オリーア褐色土

4 暗か）—T褐色土
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ピット 181

1 黒褐色土

2 黒褐色上

3 暗オリーア褐色土

ピット 182

1 黒褐色土
2 黒褐色土

3 暗オリー7` 褐色土

4 暗オリーア褐色土

ピット 196

1 オリーア黒色土

2 オリー7‘黒色土

ピット 197

1 黒褐色土
2 黒褐色土

ピット 198

1 黒褐色土
2 黒褐色上
3 暗オリーア色土

4 黒褐色土
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色
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ピット 200

1 黒褐色上
2 黒褐色上

3
 
黒褐色土

ピット 222

1 黒褐色土
2 暗オリーア褐色土

黄褐色土粒少昌

黄褐色土粒・焼土粒・黄褐

色土7‘‘n炒少量

黄褐色土粒・黄褐色土TU沙

(5~10mm)多星

黄褐色土粒少贔

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土7`防ク(10mm)少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒・黄褐色土7，，〇ック

(5~10皿）多星

黄褐色土粒少昼

黄褐色土粒・黄褐色土7̀n沙

(5~10mm)多羅

黄褐色土粒少量

黄褐色上粒・黄褐色土7屯ック

(5~10mm)多景

黄褐色土粒少星

黄褐色土TUック(10~20mm)多埜

黄褐色土粒・黄褐色上Tn炒
(5~10mm)多量

黄褐色土粒・焼上粒・黄褐

色上TOック少量

黄褐色土粒少盤

黄褐色土粒・黄褐色土ア0,yク

(5~10mm)多是

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒・黄褐色土7̀0沙

(5~10mm)多量

黄褐色土粒・黄褐色土7屯ック

(5~10mm)多員

黄褐色土粒少量

黄褐色土7，，砂ク・黄褐色土粒

(5~10mm)少量

黄褐色土7屯ック(5~10mm)多量

黄褐色土粒・焼土粒少量

黄褐色土7‘砂ク(5~10mm)少量

黄褐色土粒・焼土粒少量

黄褐色土7‘恥ク(5~10mm)少量

黄褐色土7‘砂ク(5~10mm）多塁

黄褐色土粒・黄褐色土7‘‘砂ク

(5~20mm)多星

黄褐色土粒・焼土粒少量

黄褐色土粒・黄褐色土7呵ック

(5~20mm)多塁

黄褐色土粒・焼土粒少量

黄褐色土粒・黄褐色土7屯汐

(5~20mm)多量・

黄褐色土ア砂ク(5~10mm)少量

ピット 502

1 黒褐色土

ピット 503

1 黒褐色土

ピット 504

1 黒褐色土

ピット 505

1 黒褐色土

ピット 506

1 黒褐色土
2 黒褐色土

ピット 507

1 黒褐色土
2 黒褐色土

ピット 508

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 オリー7‘‘褐色土

ピット 509

1 黒褐色土
2 暗オリーア褐色土

3 黒褐色土

ピット 510

1 黒褐色上

ピット 568

1 黒褐色土

ピット 543

1 黒褐色士
2 オリー7‘褐色土

ピット 552• 553 
1 黒褐色土

2 黒褐色土
3 黒褐色上

4 オリーア褐色土

ピット 554

1 黒褐色土

ピット 555

1 黒褐色土

2 オリー7.'褐色土

ピット 556

1 黒褐色土

ピット 557

1 黒褐色土
2 黒褐色土

3 オリーア褐色土

4 黄褐色土

ピット 558

1 黒褐色土

2 オリープ` 褐色土

ピット 559

1 黒褐色上

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒少撮

黄褐色土粒少昼

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒・黄褐色土7渭ック

(10mm)少且

黄褐色土粒少最

黄褐色土粒・黄褐色土Tリック

(10mm)少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒・黄褐色土7屯汐

(10mm)少爵

黄褐色土粒少量

黄掲色土粒少量

黄褐色土粒・黄褐色土7渭ック

(10mm)多量

黄褐色土粒・黄褐色土7渭ック

(10mm)少量

黄褐色土粒少贔

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒・黄褐色土7渭炒

(20~30mm)多量

黄褐色土粒少贔

黄褐色土粒・黄褐色上7渭ック

(10mm)少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒・黄褐色土7渭ック

(20~30mm)多量

黄褐色土粒少星

黄褐色土粒・黄褥色土7‘0ック

(10mm)少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土7屯ック(15~30mm)多盪

黄褐色上粒少呈

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒少量

黄褐色土粒多量

黄褐色土粒・黄褐色土7̀0汐

(5~10mm)多量
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第86図 ピット断面図（ 3)
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ピット 561 ピット 573 ピット 158

1 黒褐色土 黄褐色土粒少量 1 黒褐色土 黄褐色土粒少量 1 黒褐色上 黄褐色土粒・黄褐色土7渭沙

2 オリープ` 褐色土 黄褐色土粒少量 2 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土7‘nック (5~10mm)多量

(10mm)少星 2 黒褐色土 黄褐色土7池yク(10~20mm)多量

ピット 562 3 暗オリーT褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土7`防ク

1 黒褐色土 黄褐色土粒少量 ピット 93 (5~10mm)多量

2 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土Tnック 1 黒褐色土 黄褐色土粒少星

(10mm)少量 2 黒褐色上 黄褐色土粒・黄褐色上7濯汐 ピット 159

(5~10皿）多量 1 黒褐色土 黄褐色土粒少量

ピット 563 564 2 黒褐色土 黄褐色上粒・焼土粒・黄褐

1 黒褐色土 黄褐色土粒少量 ピット 94 色土7..n炒少量

2 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土7渭ック 1 黒褐色上 黄褐色土粒少星 3 暗オリヴ` 褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土7‘、防ク

(10mm)少量 2 暗オリー7‘‘褐色土 黄褐色土粒少最 (5~1ODllil）多昌

3 オリーア褐色土 黄褐色土粒少星 4 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土7渭ック

ピット 95 96 (5~10mm)多鼠

ピット 565 1 黒褐色上 黄褐色土粒・焼上粒・黄褐

1 黒褐色土 黄褐色土粒少量 色土7̀nック少最 ピット 160

2 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土7渭沙 2 黒褐色土 黄褐色土粒少量 1 黒褐色土 黄褐色土粒少醤

(10mm)少量 3 暗オリ-T褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土7渭ック 2 黒褐色上 黄褐色士粒・黄褐色土7‘恥ク

(5~10mm)多量 (5~10mm)多鼠

ピット 569 4 暗オリー7` 褐色上 黄褐色上粒少屈

1 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土TUヅク ピット 161

(20~30mm)多置 ピット 97 1 黒褐色上 黄褐色ナ粒・黄褐色土Tnック

2 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色上7渭沙 1 オリーア黒色土 黄掲色上粒少最 (5~10mm)多星

(10mm)少燥 2 オリーT焦色t 黄褐色土7砂ク(10mm)少星 2 暗オリ—T褐色土 黄褐色土粒少贔

3 オリーア褐色土 黄褐色土粒少贔 3 暗か）ー7‘褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土7渭ック

ピット 98 (5~10mm)多星

ピット 591 1 オリー7‘黒色土 黄褐色土粒少醤

1 黒褐色土 黄褐色土粒少量 2 オリづ｀黒色土 黄褐色士7‘‘砂ク(10mm)少耐 ピット 183

2 オリー7‘褐色土 黄褐色土粒少蜃 3 暗オリー7‘褐色土 黄褐色土粒少量 1 黒褐色土 黄褐色土粒少星

2 黒褐色士 黄褐色上粒・黄褐色七7̀0沙

ピット 592 593 ピット 99 (5~10mm)多鼠

1 黒褐色土 黄褐色土粒少量 1 黒褐色土 黄褐色土粒少星 3 暗オリー7` 褐色土 黄褐色土粒・黄褐色上7‘恥ク

2 黒褐色土 黄褐色上粒・黄褐色土7呵ック (5~10mm)多量

(20~30mm)少量 ピット 100

3 黄褐色土 黄褐色土TOヽ）ク(15~30mm)多量 1 オリーア黒色士 黄褐色土粒少量 ピット 184

2 オリー7` 黒色上 黄褐色上7渭ック(10mm)少量 1 黒褐色上 黄褐色土粒少撻

ピット 594 2 暗オリづ` 褐色土 黄褐色土粒少量

1 黒褐色土 黄褐色土粒少畠 ピット 192

2 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色士7頂汐 1 オリーア褐色土 黄褐色土7濯汐(5~10mm)多贔 ピット 185

(10mm)少星 1 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土7̀0沙

ピット 101 (5~10mm)多量

ピット 602 1 黒褐色土 黄褐色上粒少蜃 2 黒褐色土 黄褐色土ア砂ク(10~201Dlil）多星

1 黒褐色土 黄褐色土粒少量 2 暗オリー7‘褐色土 黄褐色土粒・黄褐色十TEック 3 暗オリーア褐色土 黄褐色t粒少蜃

2 黄褐色土 黄褐色上Tn沙（15~30mm)多量 (5~1ODJJil）多鼠
ピット 186

ピット 87 ピット 102 1 黒褐色土 黄褐色上粒少量

1 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土7屯ック 1 黒褐色土 黄褐色土粒少量 2 暗オリ-T褐色十 黄褐色土粒・黄褐色上ア恥ク

(5~10mm)多量 2 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土7渭沙 (5~10mm)多量

2 暗オリー7‘褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土7̀n汐 (5~lDIDlil）多量 3 暗オリ-7‘‘褐色土 黄褐色土粒少量

(5~10mm)多量 4 オリーア褐色土 黄褐色土粒少犀

ピット 103 5 オリーア褐色士 黄褐色t粒多量

ピット 89 1 オリー7‘黒色十^ 黄褐色土粒少星、灰色粘土粒多畠

1 オリーア黙色土 黄褐色土粒少鼠 2 オリーア黒色土 黄褐色土粒少量、黄褐色土7渭妙 ピット 187

2 オリー7ゞ 黒色土 黄褐色十7̀0ック(10mm)少盤 (10~20mm)多量 1 黒褐色七 黄褐色土粒・焼上粒・黄褐

色十］` 砂ク少撼

ピット 90 ピット 151 ピット 152 ピット 153

1 オリ-7‘黒色土 黄褐色土粒少量、灰色粘士粒多鼠 土層注記無し 土層注記無し 土磨沖記無し ピット 223

2 オリー7‘黒色土 黄褐色土粒少畠、黄褐色土7‘0ック 1 黒褐色上 黄褐色土粒多星

(10~20mm)多量 ピット 154 ピット 155

土層注記無し 七層注記無し

ピット 91

1 黒褐色土 黄褐色土粒少量 ピット 156

2 暗オリー7‘褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土7，，［ック 1 黒褐色土 黄褐色土粒・焼上粒・黄褐

(5~10mm)多呈 色上7‘リック少是

ピット 92 ピット 157

1 黒褐色土 黄褐色土粒少娼 1 黒褐色土 黄褐色上粒・焼上粒・黄褐

2 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土Tn沙 色上7‘恥ク少蜀

(5~10mm)多量
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ピット 193 ピット 550 ピット 583

1 黒褐色土 黄褐色土粒・焼土粒少量 1 黒褐色土 黄褐色上粒少量 1 黒褐色七 黄褐色土粒少量

2 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土TO沙 2 黒褐色士 黄褐色土粒・黄褐色土7̀U沙 2 オリーT褐色土 黄褐色土粒少量

(5~20mm)多量 (10mm)少量

3 黒褐色土 黄褐色土7渭ック(5~10mm)少量 3 暗オリー7` 色土 黄褐色土7゚防ク(15~20mm)少量 ピット 584

1 黒褐色上 黄褐色土粒少量

ピット 224 ピット 566 2 オリー7‘褐色土 黄褐色土粒少畠

1 黒褐色土 黄褐色土粒多量 1 黒褐色土 黄褐色土粒少畠

ピット 585

ピット 225 ピット 567 1 黒褐色土 黄褐色土粒少贔

1 黒褐色土 黄褐色七粒多星 1 黒褐色土 黄褐色土粒少疑 2 オリーア褐色土 黄褐色土粒少星

2 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土7ゞり沙

(5~1OIIlID）少量 ピット 570 ピット 586

1 黒褐色上 黄褐色土粒少盤 1 黒褐色士 黄褐色土粒少星

ピット 535 2 黒褐色土 黄褐色七粒・黄褐色土7‘‘砂ク 2 黒褐色上 黄褐色七粒・黄褐色土7渭沙

1 黒褐色土 黄褐色土粒少量 (10mm)少盤 (10mm)少星

2 オリーア褐色土 黄褐色土粒少星

ピット 571 ピット 587

ピット 536 1 黒褐色上 黄褐色土粒少星 1 黒褐色士 黄掲色土粒・黄褐色上7`防ク

1 黒褐色土 黄褐色土粒少量 (20~30mm)多贔

2 オリー7‘褐色土 黄褐色土粒少置 ピット 572 2 黒褐色土 黄褐色上粒・黄褐色土7渭炒

1 黒褐色上 黄褐色土粒少昌 (10mm)少扇

ピット 537 3 暗オリーア褐色上 黄褐色士粒・黄褐色上7‘0ック

1 黒褐色土 黄褐色上粒少量 ピット 574 (10mm)多量

2 黒褐色土 黄褐色七粒・黄褐色土Tnック 1 黒褐色上 黄褐色土粒・黄褐色十7渭炒

(lOilllll）少量 (20~30mm)多塁 ピット 588

3 オリー7‘褐色土 黄褐色土粒多星 1 黒褐色土 黄褐色土粒少星

ピット 575

ピット 539 1 黒褐色土 黄褐色七粒少蘇 ピット 589

1 黒褐色土 黄褐色土粒少醤 2 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土Tnック 1 黒褐色土 黄褐色土粒少量

2 黒褐色土 黄褐色上粒・黄褐色土7，，［ック (10mm)少星 2 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土7渭ック

(10mm)少量 3 オリー7` 褐色土 黄褐色土粒少鼠 (10mm)少星

ピット 542 ピット 576 ピット 590

1 黒褐色土 黄褐色土粒少量 1 黒褐色土 黄褐色土粒少星 1 黒褐色土 黄褐色上粒少星

2 籾—T褐色土 黄褐色土粒少量

ピット 577 ピット 595

ピット 546 1 黒褐色土 黄褐色土粒少星 1 黒褐色土 黄褐色土粒少量

1 黒掲色土 黄褐色土粒少横 2 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土TE炒 2 黒褐色上 黄褐色土粒・黄褐色土T0ック

(10mm)少量 (10mm)少疑

ピット 547 3 オリーア褐色上 黄褐色土粒少娯

1 黒褐色土 黄褐色土粒少星 ピット 598 599 600 

2 黒掲色t 黄褐色土粒・黄褐色土ア恥ク ピット 578 579 580 1 黒褐色土 黄褐色土粒少量

(20~30mm)多量 1 黒褐色土 黄褐色土粒少量 2 黒褐色上 黄褐色土粒・黄褐色土7‘恥ク

3 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土7`恥ク 2 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土7濯汐 (10mm)少鼠

(10mm)少疑 (10mm)少量 3 黒褐色t 黄褐色土7渭ック(lOIDlil）少星

4 オリー7‘褐色土 黄褐色土粒少醤

ピット 548 ピット 581

1 黒褐色土 黄褐色土粒少星 1 黒褐色土 黄褐色土粒少量 ピット 601

2 黄褐色士 黄褐色七7`防ク(15~30mm)多姐 2 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土Tnック 1 暗オリーア褐色土 黄褐色土粒少量

3 オリーア褐色土 黄褐色上粒少塁 (10mm)少量

3 オリー7` 褐色土 黄褐色土粒少量 ピット 603 612 

ピット 549 1 黒褐色土 黄褐色土粒少量

1 黒褐色土 黄褐色土粒少羅 ピット 582 2 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土To沙

2 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土Tnック 1 黒褐色土 黄褐色土粒少畠 (10mm)少塁

(10mm)少量 2 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土7‘0ック 3 黄褐色上 黄褐色土T砂ク(15~30mm)多量

(10mm)少景

ピット 610

1 黒褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土TO沙

(10~15mm)多景

ピット 431 ピット 434 ピット 437

1 暗オリーア褐色上 黄褐色土7，，胴ク(10~20mm), 1 暗オリー7‘‘褐色土 黄褐色上7‘‘nック(10~20mm)• 1 暗オリーT褐色土 黄褐色上T恥ク(10~20mm)• 

炭化物・砂粒少呈 炭化物・砂粒少量 炭化物・砂粒少量

2 暗オリーT褐色土 黄褐色土粒•砂粒少星 2 黒褐色土 黄褐色土粒•砂粒少量 2 暗オリー7‘褐色土 黄褐色土粒•砂粒少量

3 暗籾—T褐色土 黄褐色土粒•砂粒少量

ピット 432 ビット 438

1 暗オリー7‘褐色土 黄褐色土7湘沙(10~20mm), ピット 435 1 黒褐色土 黄褐色土粒•砂粒少羅

炭化物・砂粒少量 1 暗オリ—T褐色土 黄褐色土T防ク(10~20皿）． 2 暗オリー7`褐色土 黄褐色土粒・砂粒少量

2 暗オリー7‘褐色土 黄褐色土粒•砂粒少量 炭化物・砂粒少塁

2 暗オリ—T褐色土 黄褐色土粒•砂粒少蜃 ピット 439

ピット 433 1 暗オリーT褐色上 黄褐色土TO沙(10~20mm)• 

1 暗オリープ` 褐色土 黄褐色土ア砂ク(10~20皿）． ピット 436 炭化物・砂粒少塁

炭化物・砂粒少量 1 暗オリーア褐色上 黄褐色上粒少畠、砂粒多量 2 暗オリ—T褐色土 黄褐色土粒•砂粒少量

2 暗オリ-7` 褐色土 黄褐色土粒•砂粒少晨
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第88図 ピット断面図（ 5)
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調裔区全体を概観すると、①E-12グリッド付近（第

81 ·84図）、②F-11、 G-10•11グリッド付近（第82·

84~87図）、③P-23グリッド付近（第83• 88図）、④

D-7 • 8、E-7• 8、F-7• 8、G-7• 8グ

リッド付近（第4図）の4ヶ所でピットが集中してい

る。①の区域は調査区の幅が狭く全貌は明らかではな
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い。②・③の区域には住居跡かなく、③の区域はピッ

トの密度も薄い。④の区域は住居跡も集中している。

①～④のいずれの箇所でも周辺に井戸跡力湘t出されて

おり、また柱痕．柱抜取痕の存在から、建造物の存在

カ想起されるが、発掘調査段階では紺み合わせを把握

することができなかった。
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ピット 440 ピット 448 ピット 458
1 暗オリーT褐色土 黄褐色土7`防ク(10~20mm)• 1黒褐色上 黄褐色土粒•砂粒少蘇 1 暗オリーア褐色上 黄褐色上粒少星、砂粒多最

炭化物・砂粒少畠 2 暗オリ-7‘褐色士 黄褐色土粒•砂粒少届 2黒褐色土 黄褐色士粒•砂粒少量

2 オリーブ‘‘褐色土 黄褐色土粒•砂粒多星 3 オリー7‘‘褐色上 黄褐色土粒•砂粒多塁

ピット 449 4 暗オリー7‘褐色土 黄褐色土粒•砂粒少畠

ピット 441 1黒褐色上 黄褐色七粒•砂粒少撻
1 暗オリー7，，褐色土 黄褐色上7Wヽyク(10~20mm)・ 2 暗オリーア褐色土 黄褐色土粒•砂粒少量 ピット 459

炭化物•砂粒少最 1 暗オリーア褐色土 黄褐色土粒少藷、砂粒多塁

2 暗オリー7‘ 褐`色土 黄褐色土粒•砂粒少星 ピット 450 2 オリー7‘褐色土 黄褐色土粒•砂粒多量

1黒褐色土 黄褐色土粒•砂粒少紺

ピット 444 2 黒褐色土 黄褐色上粒•砂粒少扇
1 暗オリーア褐色土 黄褐色上7‘、防ク(10~20mm)・ 3 暗オリー7`褐色七 黄褐色t粒•砂粒少景

ピット 460
1 暗オリー7‘褐色上 黄褐色土粒少星、砂粒多畠

炭化物・砂粒少羅 2 暗オリーア褐色土 黄褐色土7‘‘砂ク(10~20mm)・ 

2 暗オリー7‘褐色土 黄褐色土粒•砂粒少贔 ピット 451 炭化物・砂粒少贔

1黒褐色上 黄褐色土粒•砂粒少屋 3 オリー7` 褐色土 黄褐色J:粒•砂粒多晶

ピット 442 2 暗オリー7`褐色土 黄褐色士粒•砂粒少量

1 暗オリー7‘褐色土 黄褐色土ア防ク(10~20mm)• ピット 461

炭化物•砂粒少呈 ピット 453 1 暗オリーア褐色土 黄褐色上粒少呈、砂粒多犀

2 暗オリ-7‘褐色土 黄褐色土粒•砂粒少量 1黒褐色土 黄褐色士粒•砂粒少星 2 黒褐色土 黄褐色t粒•砂粒少量

2 オリーT褐色七 黄褐色上7`防ク(5~151DJil）少品 3 オリーア渇色土 黄褐色土粒•砂粒多景

ピット 443 3 賠オリ―7‘褐色上 苫褐色上粒•砂粒少贔 4 暗オリーア褐色上 贄褐色土粒•砂粒少量

1 暗オリー7‘褐色土 黄褐色土粒少量、砂粒多量
2 オリーア褐色土 黄褐色土粒•砂粒多塁 ピット 454 ピット 462

1黒褐色土 黄褐色土粒•砂粒少蜀 1 暗オリー7ゞ褐色土 黄褐色土粒少量、砂粒多景

ピット 445 2 賠オリー7`褐色上 黄褐色上粒•砂粒少星 2 オリーア褐色土 黄褐色士粒•砂粒多鼠

1 暗オリ-T褐色土 黄褐色上粒少量、砂粒多捨
2 暗オリーア褐色土 黄褐色土Tnック(10~20mm)• ピット 455 ピット 463

炭化物・砂粒少骸 1 暗オリー7‘褐色上 黄褐色土粒少星、砂粒多星 1 暗オリ-T褐色土 黄褐色土粒少星、砂粒多犀

3 暗オリ-T褐色土 黄褐色土粒•砂粒少量 2 黒褐色士 黄褐色土粒•砂粒少星 2 オリー7‘褐色土 黄褐色土粒•砂粒多盤

3 暗オリーT褐色上 苫褐色土粒•砂粒少垣

ピット 446 ピット 465
1 暗オリヴ` 褐色土 黄褐色土粒少畠、砂粒多量

ピット 456
2 暗オリー7`褐色土 黄褐色土7，，防ク(10~20mm)・ 

1黒褐色上 黄褐色土粒•砂粒少鼠
炭化物・砂粒少量

1 暗オリ-T褐色土 黄褐色上粒少贔、砂粒多星

2 暗か）—T褐色土 黄褐色土粒•砂粒少競

2 暗オリー7，，褐色土 黄褐色土粒•砂粒少醤
3 籾ーア褐色土 黄褐色土粒•砂粒多号 ピット 466
4 暗オリヴ` 褐色土 黄褐色土粒•砂粒少蘇

ピット 457
1 暗オリワ` 褐色土 黄褐色土粒少量、砂粒多量

ピット 447 1黒褐色土 黄褐色土粒•砂粒少量

1黒褐色土 黄褐色土粒•砂粒少置
2 暗オリ＿ア褐色土 黄褐色上粒•砂粒少晟

2 黒褐色土 黄褐色上粒•砂粒少后

3 暗オリー7‘褐色上 黄褐色土粒•砂粒少畠

2 暗オリ—T褐色土 黄褐色土粒•砂粒少星 ピット 467
1 暗オリー7‘褐色土 黄褐色土7渭り(10~20mm)• 

炭化物・砂粒少贔

ピット（第81図）
2 暗オリー7‘褐色土 黄褐色士粒•砂粒少星

番号 グリッド 形状 長径(m) 短径(rn) 深さ(m) 柱 痕 出土追物・その他

113 E-11 方 形 0 34 0.29 0.25 

114 E-11 楕円形 0.34 0 28 0 18 柱痕？

115 E-12 方 形 0.37 0 32 0 34 

116 E-12 方 形 0.26 0.25 0 19 柱痕

117 E-12 円 形 0.27 0,25 0 19 柱痕

118 E-12 円 形 0 34 0.32 0.31 

119 E-12 楕円形 0.47 0 35 0 21 抜取痕

120 E-12 方 形 0.35 0 29 0.27 柱痕

121 E-12 円 形 0.26 0 24 0 19 抜取痕

122 E-12 方 形 0.32 0 28 0 21 柱痕

123 E-12 円 形 0.24 0.25 0.22 抜取痕？

124 E-12 楕円形 0.28 0 22 0.23 

125 E-12 方 形 0.39 0 29 0 54 

126 E-12 | 1 ] 形 0.20 0 20 0 19 柱痕

127 E-12 円 形 0.20 0 18 0 17 

128 E-12 楕円形 0 38 0.29 0.36 

129 E-12 円 形 0 28 0.25 0.24 

130 E-12 （円 形） (0 32) 0.28 柱痕

131 E-12 円 杉 0 34 0 27 0.20 

132 E-12 円 形 0.40 0.38 0.29 柱痕
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番号 グリッド 形状 長径(m) 短径(m) 深さ(m) 柱 痕 出t遺物•その他

133 E-12 円 形 0.24 0 23 0.24 

134 E-12 不整形 0.50 0 30 0.22 柱痕

135 E-12 楕円形 0.42 0.34 0.25 柱痕

136 E-12 円 形 0 31 0.30 0 23 

137 E-12 円 形 0 20 0 18 0.27 
138 E-13 円 形 0.60 0.52 0.53 柱痕

139 E-12 楕円形 0 60 0.46 0 32 抜取痕

140 E~12 • 13 楕円形 0.33 0 17 0.11 
141 E~l2·13 （円 形） 0 37 0 28 柱痕
142 E-13 不整形 0 55 0.42 0 42 柱痕
143 E-13 楕円形 0.24 0 16 0.24 柱痕？

144 E~13 方 形 0.23 0.22 0.26 

145 E-13 円 形 0 24 0.21 0 24 
146 E-13 楕円形 0.34 0.25 0.14 

ピット（第82図）

番号 グリッド 形状 長径(m) 短径(ml 深さ(m) 柱 痕 出土遺物・その他

46 F-10 円 形 0.28 0.26 0.18 

47 F-10 円 形 0.33 0.30 0.20 

48 F-10 円 形 0.44 0.40 0.40 

49 F-10 円 形 0.45 0.42 0.30 

50 F-10 円 形 0.42 0.40 0.24 上師器甕片 1 須恵器杯片 2
57 F-10 楕円形 0.62 0.35 0.22 

58 F-10 円 形 0.43 0.35 0.30 柱痕

551 F-10 円 形 0.30 0.29 0.20 

59 F-10 円 形 0.35 0.32 0.20 抜取？

60 F-10 円 形 0.32 0.26 0.28 

71 F-10 円 形 0.24 0.20 0.14 

195 F-10 円 形 0.31 0.34 抜取？

72 F-10 楕円形 0.42 0.30 0.27 

73 G-10 円 形 0.28 0.26 0.29 柱痕

74 G-10 円 形 0.24 0.24 0.23 柱痕

75 G-10 円 形 0.19 0.19 0.25 

76 G-10 円 形 0.36 0.31 0.34 柱痕

77 G-10 円 形 0.36 0.36 0.34 

78 G-10 円 形 0.36 0.33 0.52 柱痕

79 G-10 方 形 0.34 0.28 0.34 

80 G-10 方 形 0.34 0.28 0.37 柱痕？

81 G-10 円 形 0.33 0.28 0.28 柱痕

82 G-10 楕円形 0.19 0.15 0.24 

83 G-10 円 形 0.28 0.27 0.23 

84 G-10 円 形 0.26 0.25 0.40 抜取？

85 G-10 円 形 0.28 0.24 0.36 柱痕？

86 G-10 円 形 0.20 0.20 0.12 

88 G-10 円 形 0.23 0.22 0.28 

105 G-10 円 形 0.21 0.19 0.16 

106 G-10 円 形 0.22 0.21 0.14 

107 G-10 楕円形 0.26 0.21 0.16 

108 G-10 円 形 0.30 0.26 0.17 

109 G-10 惰円形 0.23 0.20 0.18 

173 F-10 円 形 0.30 0.26 0.21 柱痕

174 F-11 楕円形 0.26 0.20 0.27 柱痕

175 F-11 円 形 0.48 0.45 0.32 柱痕
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番闘 グリッド 形状 長径(ml 短径(ml 深さ(ml 柱 痕 出士遺物・その他

176 F-11 円 形 0.31 0.26 0.48 柱痕

177 F-11 • G-11 円 形 0.32 0 30 0.36 柱痕

560 F-11 方 形 0.27 0 24 0 20 

178 G-11 方 形 0.27 0.24 0 25 抜取？

179 F-11 楕円形 0 31 0.25 0.30 柱痕

180 F-11 方 形 0 33 0.33 0.34 抜取？

181 F-11 楕円形 0 38 0.25 0.20 抜取痕

182 F-11 楕円形 0.45 0.37 0.40 柱痕

196 G-10 円 形 0 28 0 25 0.29 

197 F-10 方 形 0.33 0 28 0.22 

198 F-10 円 形 0 30 0.30 0.23 

199 F-10 楕円形 0.24 0 18 0.08 

200 F-11 惰円形 0.36 0 32 0.52 柱痕

222 G-10 円 形 0.32 0 30 0.28 柱痕

502 G-10 円 形 0.17 0 16 0.19 

503 G-10 円 形 0.18 0 16 0.22 

504 F-10 円 形 0.19 0 17 0.19 

505 F-10 楕円形 0.36 0 26 0 11 

506 F-10 円 形 0.34 0 33 0.22 柱痕？

507 F-10 円 形 0 27 0 23 0 18 

508 G-10 円 形 0.41 0 38 0 22 抜取？

509 G-10 円 形 0 33 0 29 0 35 柱痕

510 G-10 円 形 0.19 0 19 0 24 

568 G-10 円 形 0.22 0 18 0 29 

543 F-10 円 形 0.26 0.25 0.21 

552 F-10 (Pl 形） (0.26) 0.30 柱痕

553 F-10 （楕円形） 0 38 0 34 抜取痕

554 F-10 円 形 0.22 0 22 0 32 

555 F-10 楕円形 0.24 0 18 0.16 柱痕？

556 F-10 楕円形 0.24 0.19 0.27 

557 G-10 円 形 0.37 0 36 0 17 柱痕

558 G-10 円 形 0.19 0 19 0 15 

559 F-10 円 形 0.28 0 27 0 15 

561 F-11 円 形 0.33 0 31 0 45 抜取？

562 F-11 円 形 0.34 0 33 0.44 柱痕

563 F-11. G-11 （円 形） 0.24 0.25 

564 F-11 （円 形） 0.37 0.42 柱痕？

565 F-11. G-11 楕円形 0.40 0 26 0 32 柱痕

569 G-11 楕円形 0 29 0 39 柱痕

591 G-10 円 形 0.27 0 27 0.16 

592 G-10 不整形 0.44 0.30 0.22 

593 G-10 I n 形 0.25 0.25 0.31 
594 F-11 楕円形 0.42 0 33 0.23 柱痕

602 G-10 円 形 0.25 0 24 0.18 

607 G-10 円 形 0.26 0 24 0 11 

87 G-10 円 形 0.29 0.26 0 22 

89 G-10 円 形 0.22 0.18 0.16 

90 G-10 不整形 0.33 0.22 0.21 柱痕

91 G-10. 11 楕円形 0.36 0.28 0.34 柱痕

92 G-11 円 形 0.22 0.22 0.21 

93 G-11 方 形 0 29 0.25 0.20 

94 G-11 楕円形 0.28 0.23 0.25 抜取？

95 G-11 円 形 0 33 0.34 
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番号 グリッド 形状 長径(m) 短径(m) 深さ(m) 柱 痕 出土遣物•その他

96 G-11 円 形 0 31 0.31 
97 G-11 円 形 0 22 0.22 0 18 
98 G-11 円 形 0.28 0.25 0 31 
99 G-11 円 形 0.27 0.27 0 22 
100 H-11 | l」 形 0.33 0 27 0.24 
101 H-11 円 形 0 30 0 29 
102 H-11 円 形 0.25 0 25 0 14 抜取？
103 H-11 方 形 0.30 0.27 0 37 
110 G-11 円 形 0.39 0 38 0.35 柱痕
151 G-11 | g 形 0 23 0 23 0.15 
152 H-11 楕円形 0.27 0 21 0.19 柱痕？
153 H-11 円 形 0 28 0.26 0.20 
154 H-11 円 形 0 27 0 25 0.28 柱痕
155 H-11 方 形 0 32 0 26 0.31 
156 G-11 楕円形 0.26 0 18 0.30 
157 G-11 円 形 0.27 0 24 0.26 
158 G-1I 不整形 0 50 0.38 0.47 
159 G-11 方 形 0 30 0.28 0.36 柱痕
160 G-11 楕円形 0.42 0.33 0 43 抜取？ 士師器甕片 3
161 G-11 円 形 0 35 0 35 0.45 抜取？
183 G-11 円 形 0 34 0.34 0.44 柱痕
184 F-11. G-11 楕円形 0 24 0 18 0.21 

185 G-11 0.32 柱痕
186 G-11 楕円形 0.53 0.44 0 37 柱痕
187 G-11 円 形 0 38 0.37 0.32 
193 H-11 円 形 0.50 0.53 0.65 柱痕
223 H-10 円 形 0.31 0.29 0 30 
224 H-10 円 形 0.24 0.22 0 25 
225 H-11 方 形 0.29 0.25 0 24 

535 H-11 円 形 0.29 0.27 0.14 
536 H-11 円 形 0.24 0.24 0 21 
537 G-11 円 形 0 46 0 42 0 18 柱痕
539 H-11 円 形 0 32 0.31 0 19 
542 G-11 円 形 0.26 0 19 柱痕
546 G-11 円 形 0 29 0.27 0 22 
547 H-11 円 形 0.32 0.39 柱痕
548 G-11 円 形 0 26 0.24 0.10 
549 G-11 楕円形 0.32 0.28 0.13 柱痕
550 G-11 円 形 0.34 0.28 0.26 柱痕
566 F-11 円 形 0 37 0 36 0.54 
567 F-11 円 形 0.24 0 21 0.16 
570 G-11 円 形 0.37 0.32 0.52 柱痕
571 G-11 円 形 0.35 0 32 0.61 

572 G-11 惰円形 0 24 0 19 0.17 

573 G-11 円 形 0 25 0 23 0.18 抜取？
574 G-11 円 形 0.28 0.26 0.26 
575 G-ll 円 形 0.39 0.38 0.57 柱痕
576 G-11 円 形 0.22 0 20 0.18 
577 G-11 円 形 0.26 0 24 0 16 

578 G-11 円 形 0.31 0.31 0 24 

579 G-11 （円 形） 0 44 0.39 0 18 柱脹 須恵器甕片 1
580 G-11 （楕円形） 0 35 0 29 柱痕
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釆国~J (- グリッド 形状 長径(m) 短径(m) 深さ(m) 柱 痕 出上遺物・その他

581 G-11 円 形 0 48 0.48 0.83 柱痕

582 G-11 円 形 0 28 0.27 0.28 抜取？

583 G-11 円 形 0 23 0 22 0 12 

584 G-11 楕円形 0.22 0 18 0.13 

585 G-11 円 形 0 24 0.22 0.12 抜取？

586 G-11•12 Iり 形 0.29 0.26 0.31 柱脹

587 G-11 • 12 円 形 0.32 0.28 0.25 柱痕

588 G-11 （円 形） 0 36 0.36 

589 G-11 楕円形 0 42 0 32 0.20 抜取？

590 G-l1 円 形 0 30 0 29 0.26 

595 G-11 楕円形 0 31 0 23 0.18 抜取？

598 F-11 円 形 0 35 0.52 柱痕

599 G-11 円 形 0 36 0.28 

ピット（第83図）

釆日早J グリッド 形状 長径(m) 短径(ml 深さ(m) 柱 痕 出上遺物・その他

431 Q -23。24 円 形 0.39 0 34 0.32 抜取？

432 Q-23 円 形 0.26 0 26 0.39 柱痕

433 Q-23 円 形 0.30 0.29 0 25 柱痕

434 Q-23 円 形 0.41 0.36 0 44 抜取脹

435 Q-23 方 形 0.39 0.31 0 28 柱痕

436 Q-23 円 形 0.39 0.37 0 13 

437 Q~23 円 形 0.37 0.33 0 30 柱痕

438 Q-23 楕円形 0.33 0.27 0.18 抜取脹

439 Q-23 楕円形 0.39 0.31 0 19 抜取？

440 Q-23 円 形 0 27 0.23 0 21 抜取？

441 P-23 円 形 0 34 0.32 0 39 柱痕

444 P-23 円 形 0 40 0.39 0.69 抜取？

442 p ~23 円 形 0.33 0 30 0 21 柱痕

443 P-23 円 形 0 24 0 24 0.18 

445 P-23 円 形 0 35 0.31 0 25 柱嵌

447 P-23 円 形 0.35 0.29 0 25 抜取痕

448 P-23 円 形 0 36 0 34 0.43 柱痕

449 P-23 円 形 0 42 0 38 0.30 柱痕

450 P-23 円 形 0.44 0 42 0.28 柱痕

451 P-23 円 形 0 37 0.35 0.37 柱痕

453 P-22 円 形 0.36 0 33 0.31 抜取痕

454 P-22 円 形 0.39 0 33 0.36 柱痕

455 P-22 円 形 0 28 0 28 0.29 柱痕？

456 P-23 楕円形 0.31 0.24 0 35 柱痕

457 P-22 方 形 0.34 0.28 0 26 柱痕

458 P-22 楕円形 0 32 0.24 0.31 柱痕

459 P-23 楕円形 0 39 0.30 0.29 柱痕？

460 0-23 • P-23 不整形 0 47 0.36 0.25 抜取痕

461 0-23 • P-23 円 形 0.34 0 31 0 26 柱痕

462 0-23 • P-23 円 形 0 39 0.37 0 21 抜取痕

463 0-23 • P-23 円 形 0 33 0.31 0 13 柱痕？

465 0-22 円 形 0 38 0.36 0 37 柱痕

466 P-22 円 形 0 37 0 31 0 36 柱痕

467 P-22 円 形 0.39 0 29 0 26 

600 G-11 円 形 0.29 0 18 抜取痕

601 G-11 楕円形 0.42 0 30 0 22 
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番号 グリッド 形状 長径(m) 短径(m)

603 G-11 円 形 0.61 0 60 

604 G-11 円 形

605 G-11 円 形

606 G-11 円 形 0 26 

610 H~10 （円 形） 0 29 

612 G-11 （円 形） 0 33 

613 H-11 楕円形 0 44 0 32 

616 H-11 円 形 0 36 

617 H-11 円 形 0.39 

第89図 グリッド・トレンチ・表採遺物
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グリッド・トレンチ・表採出土遺物観察表（第89図）

釆国昇J 器 種 ロ径 p益口古r口J― 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 高台付杯 10.2 5.2 7 0 w A 灰色 70 グリソド産地不明（南比企産か？）

2 椀 (4.6) 3.4 w A 灰白色 25 グリッド内外面とも施釉一明オリーブ灰

3 鉢 (3 0) 5 1 w A 灰白色 10 グリッド内外面とも施釉ーオリーフ

4 珈志 (14 0) 14.3 BW針 B 灰色 20 グリッドタタキ後丁寧なナデ

5 昇； (12 1) (3 5) (7 6) BW針 B 灰黄色 20 トレンチ南比企産

6 砥 石 表採 (105) X 3 7cm 237. 76 g 

7 砥 石 表採 (65)X4 8cm 138.82g 
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V まとめ
八ッ島遺跡から発見された遺構には、掘立柱建物跡

1棟、住居跡34軒、土墳187基、井戸跡23基、溝跡56条、

荼毘跡1基、性格不明遺構1基、ピット多数がある。

時期は奈良時代から中・近性にわたるが、総体的に遺

物の出土鼠が少なく、個々の遺構の時期を明確にする

資料に欠ける。

奈良～平安時代（古代）の追構として、掘立柱姓評勿

跡・住居跡・溝跡3条（第5• 14 • 20号溝跡）がある。

第5• 14 • 20号溝跡は遺跡が立地する自然堤防に平

行し、第5・20号溝跡には集落内を区圃していた機能が

想定される。第5号溝跡は第13号住居跡、第20号溝跡

も第27• 28号1ー主居跡と重複している。 しかし、いずれ

も溝跡の方が先行しているため、溝跡と住居跡の重複

が集落内を区画する機能を否定する棋拠にはならな

い。一方、第14号溝跡は第5・20号溝跡に比べて輻・深

さともに小さく、用途とが異なっていた可能性がある。

土壊は第7• 25 • 121号士壊をはじめとする住居跡と

重複関係にあるものや、第29• 38 • 48 • 72 • 95号土壊

住居跡一覧表

住居番号 主軸方位 主軸長 闘

1 N-37.0'-W 4 70 5.05 

2 N-42 0°-E 3 37 

3 N-34 O"-E 2.95 4.05 

4 N-37 0°-E 3 45 4.57 

5-6 N-53 5°-W (3.10) 

7 N-57.0"-W 3.80 3. 72 

3 40 

8-9 N-17.0"-E 3.57 6 02 

10 N-33.0"-E 3.90 4 70 

11-12-21 N-43 O"-E (4.30) (3.90) 

(3 02) (3 15) 

13 N-38 O"-E 4.10 3 10 

14 N-34 O"-E 3 15 4.50 

15 N-26 0°-E 3 20 3.85 

16 N-41 0°-E 2 70 3 40 

17 N-45.0a-W 3.15 

18 N-37 5°-W 4.47 4.50 

22 N-3.0'-E 2 87 4 00 

23 N-41.0°-W 2 95 5 35 

24 N-40.5°-W 4 20 3.35 

25 N-50 O"-W 5 00 5.22 

などがこの時期のものといえよう。いずれも用途は不

明であるが、住居跡周辺に位置していることから、集

落経営に関わる施設として捉えられる。また10憔紀前

半代の東遠江崖の灰釉高台付椀と上師質の羽釜が出土

した第38号十壊は、この時期の竪穴住居跡が発見され

ていないため、古代から中机に繋がる遺構として注日

される。

井戸跡は第3• 4 • 11・13• 16。23号井戸跡が古代の

ものである可能性があり、土壊と同様、住居跡の周辺

に位置している。

第90図住居跡主軸方位

w 

カマドL幅 輻／主軸長 カマトL長／庸扁 主軸長x輻

3.07 1.074 0 653 23.7 

2 60 1 373 0.642 11. 9 
2 60 1.325 0.569 15.8 

2 25 0.979 0.605 13.2 

1.094 

3.12 1.686 0 518 21 5 

2.75 1.205 0 585 18 3 

(2.55) (0 907) (0.654) 15.8 

(1 043) 

1 75 0 756 0 564 12.7 

2 45 1 428 0.544 14.2 

1 85 1 203 0.480 12 3 

2.10 1.259 0 618 9 2 

2 05 1.007 0 456 20.1 

2.22 1.391 0 555 11.5 
2.15 1 814 0.402 15.8 

1. 90 0.798 0.567 14 

2 80 1 044 0.536 26 1 
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掘立柱建物跡は住居跡の分布が希薄となっていく南

東部に、 1棟のみ発見された。ド附主L字形の、 3間x

2間側柱建物跡である。出土した土師器・須恵器の小

破片数点からは時期を特定し得ないが、柱穴の形状・

規模や柱掘形への充壌状況等から古代の掘立柱建物跡

と捉えられよう。

住居跡の分布は、調査区の北西半に集中している。

第32号住居跡が最南東に位置し、 P-20・21グリッド

付近が集落域の境界と捉えることができる。第19• 

31 • 32住居跡にはテラス状施設が付設されている可能

性があるが、第19号住居跡は壁の方向の違いから 2軒

の住居跡の重複、第31• 32号住居跡は住居跡が拡張さ

れた結果として判断した。覆土の堆積状況の観察がさ

れていないために確定できないが、調査所見とは異な

る見解を示しておきたい。

さて、発見された住居跡は主軸方位によって 3群に

分類できる（第90図）。このなかには、重複が著しい第

29号住居跡と、住居跡と認定することに疑問が残る第

20号住居跡は対象から除いている。また住居跡の拡張

関係が明確な第5-6• 8-9号住居跡と、逆に重複・

拡張関係力吋足えられない第11-12-21号住居跡は、 1

軒の住居跡として比較の対象としている。一方、 2軒

の住居跡が重複する第19号住居跡は、 2軒の第19Q)号

住居跡・第19@号住居跡とした。

1群は主軸を北西に向け、カマドが北西壁に設置さ

れている。第1• 5 -6 • 7 • 18 • 23 • 24 • 25号住居

跡の7軒の住居跡が該当する。 2群は主軸を北東に向

け、カマドが北東壁に構築されている。第3• 4 • 8 

-9•10·11一12-21 。 13· 14・ 15・ 16・ 19・ 26・ 27・ 

28 • 30 • 31 • 32号住居跡の1碑干があげられる。 3群は

主軸を北に向ける第22号住居跡で、カマドは北壁に造

られている。またカマドが検出されていない住居跡の

なかで、第17号住居跡は北西主軸に、第2• 33 • 34号

住居跡の3軒は北東主軸の一群に含まれるであろう。

このように、主軸方位によって分類することができ

る。しかし主軸方位と分布状況との関連には、分布域

の相違や規則性を認めることができない。またカマド

の設置位置について輻とカマド左（西）側の長さの割

合から比較すると、壁中央よりやや東による傾向がみ

られるものの、基本的には壁中央付近を意識して設置

されている。主軸方位とカマドの設置位置にも相関性

は窺われない。

住居跡の平面形態は方形を基本としていることか

ら、主軸長に対する輻の割合を比較した。求められた

数値が1に近い場合には正方形、 1より小さな数値の

場合には主軸方向に長辺をもつ長方形、 1より大きな

数値の場合には輻方向に長辺をもつ長方形となる。そ

の結果、北西主軸の住居跡は、第23• 24号住居跡を除

いて、概ね正方形に近い平面形態をしている。これに

対し、北東・北主軸の住居跡の平面形態は幅（東西）

方向に長辺をもつ長方形で、カマドが北面する長辺に

設置されている。ただし、第13号住居跡はカマドが北

面する短辺に設けられた、主軸（南北）方向に長辺を

もつ長方形である。

住居跡の平面規模は、主軸長が概ね3~4mの範囲

に集中し、最長が第25号住居跡の5.00m、最短が第16

号住居跡の2.70mを測る。輻も概ね3~4.5mの範囲

に集中し、最長が第8-9号住居跡の6.02m、最短が

第30号住居跡の2.57mである。また主軸長x幅によっ

て導いた面積数値も概ね12~14吋前後の範囲に集中

している。この範囲外の第16号住居跡は9.2面と小さ

く、第1• 18 • 25 • 8 -9号住居跡は20面を越える。

このように主軸方位の相違と規模には相関性が認めら

れない。

住居跡の時期は、出土遺物がきわめて少なく、また

出土遺物がまったく無い第2• 14 • 15 • 30 • 33号住居

跡も存在し、時期特定には不確定な要索を多分に合ん

でしまう。

最も古い8憔紀初頃に位置づけられる遺物を出土し

ている北東主軸の第3• 13号住居跡は、いずれも遺物

がきわめて少ない。第3号住居跡では須恵器蓋の小破

片を図示し得たのみであるが、重複する後出の第7号

土塙から 8世紀末～9世紀初め頃の須恵器杯が出土し

ていることから、それ以前の時期であることは間違い
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ない。一方、第13号住居跡は土師器杯1点と後出すべ

き土師器コの字甕が共伴しているため、この時期の住

居跡である確証はない。第13号住居跡は北東主軸の住

居跡のなかで、長方形の短辺にカマドが設置されてい

る異質なものである。北西主軸の一群には第13号住居

跡と同様に長方形短辺にカマドが設置されている第

24号住居跡や、北東主軸の一群と同様な長方形長辺に

カマドが設憤されている第23号住居跡もある。そこで、

第13号住居跡には第5号溝跡と重複する北西壁にカ

マドが設置されていた北西主軸の住居跡であった可能

性もあるが、調査では確認されていない。

第3• 13号住居跡に続いて北西主軸の第1• 18号住

居跡と北東主軸の第8-9丹住居跡があげられ、 8靴

紀前半代と思われる。第1• 18号1打国跡は第14号溝跡

と重複し、遺構の新旧関係からは第18号住居跡が第1

号住居跡よりも先行しているものの、時間差は明確で

はない。このような時間的な状況から、第14号溝の存

攣月間はきわめて短く、その用途についても推測しが

たい。

次に唯一北主軸の第22号住居跡が8祉紀中葉～後

半、北西主軸の第17号住居跡と北東主軸の第10号住居

跡が8祉紀後半と捉えられるが、いずれの住居跡も出

土遺物は少ない。第10号住居跡と先行する第8-9号

住居跡との時間的関係は、平面的な新旧関係の解釈を

傍証するものであり、覆土の堆積状況から解釈される

煩雑な重複関係を否定している。

9世紀になると重複する北東主軸の第4号住居跡と

北西主軸の第5-6• 7号住居跡が前葉頃に位置づけ

られよう。第 4•5-6·7 号住居跡出土遺物（第20·

21図）の帰属する住居跡は出土状況から分類したが、

明確な時期差を認めることができない。各住居跡の時

期特定には住居跡間の遺物の混入等を考慮する必要も

あり、ここでは一括して扱っておく。いずれにしても、

ごく短期間のうちに増改築が行われた可能性がある。

続いて北東主軸の第31号住居跡が9世紀前半、北東

主軸の第11-12-21号住居跡が若干後出する前半

～中葉頃に捉えられよう。第11-12-21号住居跡は時

期差が存在してしかるべきであるが、重複・拡張関係

カ兜捏できないため、 9世紀前半～中葉頃を中心に展

開した住居群と捉えておきたい。

さらに北東主軸の第16号住居跡が9世紀中葉、北東

主軸の第28号住居跡が9椎紀中葉～後半頃と続いて

いくものと思われる。第28号住居跡は第26• 27 • 29号

住居跡と重複しているために先行する遺物も含まれて

いるが、主体がこの時期に捉えられよう。

最も後出する住居跡は9世紀後半で、集落の最南東

に位置する北東主軸の第32号住居跡である。この段階

をもって竪穴住居跡の構築が終焉を迎え、これ以後の

集落経営については不明である。しかし10軋紀前半の

灰釉高台付椀と羽釜を出土した第38号土壊の存在は、

集落の継続を示唆している。また時期や組み合わせは

把握できないものの柱痕．柱抜取痕を残すピットの存

在は、住居が竪穴式から掘立柱建物跡へと変移した10

世紀以降の集落展開を推測させる。

出土遺物のうち杯類に着目すると、 8世紀後半代に

土師器杯から須恵器杯へと主体が変化していくことも

予想されるが、出土遺物の少ない状況から断定できな

い。また出土した須恵器には、推定できる生産地を遺

物観察表に記した。生産地として南比企・末野・東金

子などの窯跡群か推定されるが、なかでも杯類は南比

企産が主体的である。この状況を生産窯の盛衰と地

理・交通・交流をも含めた意味での流通について考え

る上での一資料として付記しておく。

出土遺物からみた住居跡の変遷には不確定要索を多

分に含み、また時期をまったく推定し得ない住居跡も

存在する。そのため、住居跡の時期と主軸方位との関

連について言及しがたい。傾向として、 9世紀前葉を

境にそれ以降は北西主軸の住居跡がみられないことが

あげられる。しかし8惟紀代には北西主軸と北東主軸

の住居跡が共存していることも事実であり、一概には

時期と主軸方位の相関性を認めることはできない。ま

た時期的な分布域の相違や規則性もみられない。

このように、発見された住居跡は主軸方位と平面形

態によって分類することができるが、形態による分布
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域の相違や配置の規則性は認められない。また時期的

な相関性も捉えられず、規模と主軸方位との相関性も

みられない。つまり、発見された住居跡には乎面形態

と主軸方位という規則性が存在しているが、その一方

で、この規則性によって構築された住居跡には質的な

相違はない。住居跡構築段階に住居形態を選択する基

準についてはまった＜想定することはできない。

ここで改めて遺跡全体を傍観すると、住居跡のカマ

ドの位置を度外視した方形プランは、方向性を比較的

一致させている。例外はあるが、住居跡の主軸方位が

N-45士15"-W、N-45土15"-Eの範囲に収まって

いることに起因している。また住居跡は遺跡の立地す

る自然堤防に平行する第5• 20号溝跡（走行方位N

-50~63"-W) とも方向を一致させているものが多

い。この点は第5• 20号溝跡に集落を区画する機能を

想定させる一因ともなっている。このような住居跡と

自然地形を意識して掘削された第5• 20号溝跡との関

係は、八ッ島遺跡の古代集落が自然地形を受容しなが

ら展開していった状況を推測させる。

中世の遺構としては、出土遺物が少ないものの第

21・22号溝跡があげられる。遺跡の立地する自然堤防

の縁辺に沿って平行し、この時期の区画溝としての機

能が考えられる。第21• 22与溝跡に直交する第6• 48 

号溝跡も同時期・同機能力咬且像される。第8• 10・ 12 • 

14 • 15号井戸跡もこの時期の遺構と思われる。井戸跡

の周辺にはピットの集中区域が所在し、検出された

ピットのなかには柱康・柱抜取痕力囃認できる柱穴が

多く含まれている。組み合わせは把握できなかったが

建物跡の存在が想定される。ピットから出土した遺物

はきわめて少ないために時期的な検証はできないが、

周辺に井戸力s1Jillり込まれた建物群力吋闘によって区画さ

れているという集落景観を想像させられる。

近椛の遺構としては第46・47号溝跡があるか、機能・

用途については明確ではない。しかし、近匪まで積極

的な土地開発力噂批続され、この頃まで現況の水田とは

晃なる景観が八ッ島遺跡の周囲には広がっていたこと

を傍証する。

以上のように、古代の集落を中心に八ッ島遺跡につ

いて概観してきた。八ッ島遺跡は元荒川左岸に延びる

自然堤防上に所在しているが、築道下遺跡も同一の自

然堤防上に立地している。 2つの遺跡はJし［建設物で

ある一般国道17号熊谷バイパスを挟んで位置してい

る。また築道下遺跡の南東半部のE・F区は古代のオ屈

立柱建物跡、住居跡を主体とした集落跡で、この集落

域は熊谷バイパス下へも続いている。このような状況

から、広義には、八ッ島遺跡は築道ド遺跡と同一の集

落遺跡である。も叫肛の八ッ島遺跡と築道下遺跡を合わ

せた範囲が本米の築道下遺跡の範囲で、八ッ島遺跡を

築道下遺跡八ッ島区として捉えた方が遺跡の特徴を把

捏できる。そこで八ッ島遺跡の理解と築道下遺跡との

関連については、今後予定されている築道下遺跡E・

F区の詳細報告とともに改めて追求していく必要があ

る。
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